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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「いつだって、その瞬しゆん間かんはこともなげに訪おとずれる。呼よびかけに応こたえろ、ミズー──逆ぎやく世せの聖せい者じやたちが我々を待っている」

　それはどこかで聞き覚おぼえがあったが、もともと彼女に向かって発せられた言葉ではなかったはずだった。

　どこで聞いたのか。思い出せるようで思い出せない。そもそもが思い出したところで意味のないことなのだろう。今はその言葉は彼女に向けられ、そして迫せまられているのも彼女だった。決けつ断だんは自分がしなければならない。

　今さらもう逃げられるはずもなく、そして自分の弱さも言い訳わけにはできない。つまるところ死を拒きよ絶ぜつするのならば、楽に死ぬことはできない道どう理りなのだろう。

　その男は仮面を着けていた。黒い装しよう束ぞくに身を包つつみ、その姿を見せようとしない。

「ミズー・ビアンカ。俺おれが分かるか。俺は黒こく衣いの格かつ好こうをしている男だ。この意味が、これの意味していたところが分かるか」

　彼が分かるだろうか。

　夢ゆめ現うつつに彼女は独ひとりごちた。自分は彼のことが分かるだろうか。なにを知れば彼を分かったと言えるのか。

　彼女は首を左右に振ったつもりだったが、身体からだを動かしたという感かん覚かくはなかった。なにもない。自分はそこにいない。いや、少なくとも彼女の身体はそこにはない。だというのに仮面の男は彼女に話しかけている。

　間ま違ちがいない。彼は狂きよう人じんだと彼女は認みとめた。彼女のいない場所に向かって、彼女への言葉を告げている。それだけならば狂くるっているというほどでもない──だが、その言葉を存在しない人間に聞かせることができるのならば、それは本当に狂っている。

　男の顔は見えない。仮面の奥からあとを続けてくる。

「俺は、なによりもそのふりをするのが便べん利りだから黒衣を着ている。もちろんただそれだけだと言うこともできるが、今となっては別の意味もあると感じる。これは逆さかさに塗ぬられた聖せいなる衣ころもだ。理り解かいできるか。表が逆さならば、この裏側こそが聖なる世界ではないか。黒衣たちはこの衣の中で、仮面の内側で帝てい都との平へい穏おんに包つつまれてきた……俺もだ」

　黒衣。偽いつわりの怪かい物ぶつ。

　それは狂人の言葉で呼びかけを繰くり返す。人の身体を覆おおい隠かくす衣の下から腕うでを差し伸のべ、指先をちらつかせながら。

「さあ、ミズー・ビアンカ。俺とお前の帝都は崩くずれ去った。これからの未来、もうこの世界に完全な場所は存在しない。もう誰だれも確たしかなものに守られることはない。生なま皮かわを引き剝はがされ、痛いほどに剝むき出しの俺とお前、ふたりだけの決着が迫ってきている」

　彼女はそこにいないのだから返へん答とうもできない。だが不ふ意いに気づく。彼は完全に黒衣に覆おおわれ、姿を見せていない。彼もまたそこにいないのかもしれない。

　語る者はなく、聞く者もいない──だとすればその言葉はどこにあるのか。

　それとも、そんなものはどこにもないのか。

　黒衣の正体ならば自分は知っている。彼女は落ち着いてそれを思い起こしていた。ついにその仮面を剝いでやったのだ。そこにはただ人の顔があった。覆い隠せば、人はそれをないと思い込む。仮面の下に表情を、仮面の奥に声を隠して沈ちん黙もくすれば、見る者はそれが存在しないと思い込む。黒衣には顔がない。傷を負っても痛みのうめきもない。

　それは不ふ死し者しやの棺ひつぎとなって黒衣を怪物にする……偽りでしかなくともそれは怪物と同じことになる。だがその男が本当にその逆ぎやく塗ぬりの衣の下に消えてなくなったのなら、それは本物の怪物に違いない。

「発ほつ端たんはどこだったか？　先せん帝ていはいつ、契けい約やく者になったのだろう。未み知ちの精せい霊れいが生まれたのはいつだっただろう。精霊が現れたのはいつだったのだろう。俺が妻と会ったのは八年前だ。俺が契約者となった日……だが不ふ思し議ぎと、それを始まりとは感じないな」

　存在なき声だけを聞きながら。

　彼女は確認するように、もう一度繰り返した。それは本物の怪物に違いない。

　本物の怪物がここにいるに違いない。

　ただ彼は呼びかけを続ける。

「すべての始まりは俺とお前の戦いからだった。そう思わないか？　その戦いは今までずっと続いてきた。きっと戦いがまだ終わっていないから、俺はそれをすべての始まりと感じてしまうのだろう。何な故ぜならそれは決けつ闘とうだからだ」

　怪物はつぶやきながら近づいてくる。時間そのものであるように圧あつ倒とう的に逃げ場もなく、どこまでも果はてしなく広がって覆い潰つぶそうと迫り来る。

「ミズー・ビアンカ。俺の義ぎ理りの妹。俺たちの、俺たちだけの戦いを終わらせよう。そうすれば御み遣つかいの言葉もまた終わる。さあ、呼びかけに応えろ。お前もまた逆世の聖者……誰もがそうだ。この逆ぎやく吊づりの世界に立っているのならば！」

　ウルペン。わたしの義理の兄。

　唇くちびるをかすめる無む音おんの声。

　それにはっきりとした実体を与えるには、彼女は震ふるえ過すぎていた。力なく、ただ剣を持ち上げる。

　自分の剣はなんのためにあるのか。今はそれが分かる。







　第一章　アイネスト・ステージ

　　　　　　（逆吊りの世界）







　崩くずれた建物が空の片側を覆おおっている。狭せまい蒼そう空くうは街まちを焼く炎えん熱ねつに濁にごっていた。風がないせいだろう。その汚よごれはいつまで経たっても消えようとしない。

（いや、汚れじゃない……）

　アイネストは気づいて、軽く咳せき込んだ。笑ったつもりだったのだが。

（視し界かいが……暗く……）

　意識が途と絶だえようとしている。あれほど響ひびいていた帝てい都と崩ほう壊かいの騒そう音おんも耳に入らなくなってきていた。もう自分が見上げているのが空なのか奈な落らくなのかも分からない。感かん覚かくはとうに失せ、頭の下に地面があることも、身体からだを押し潰つぶす瓦が礫れきが今もまだあるのかもどうでもよくなっていく。

　そして、呼びかけが聞こえた。

「アイネスト・マッジオか」

　反はん射しや的に、違ちがうと答えそうではあった──地じ獄ごくからの点てん呼こかと思ったのだ。実じつ際さいにそうしなかったのは、まず地獄などあるわけがないと思い直したからだった。信じがたいことだが、世界には慈じ悲ひというものがある。死ねばそこで終わりになってくれる。また生まれ変わってやり直せなどと悪あく夢むのようなことを言いはしないだろう。

　つまりまだ自分は死に損そこなっているということだ。アイネストはなんとか眼を見開こうとした。まぶたを閉じていないなどとは思いたくなかった。

　しゃにむに抗あらがい意識を取りもどすと、かろうじて視界に人ひと影かげを認みとめることができる。

　こちらをのぞき込むのは赤あか黒ぐろい長ちよう衣いをまとった若い男だった。服には神しん秘ぴ調ちよう査さ会の印がある。

「ベイブリー」

　そのマグスの名を、アイネストはかすれ声で囁ささやいた。

「よりによって君が来たか……組そ織しきはとうとう、ぼくに見切りをつけたと？」

「好き勝かつ手てにやり過すぎだ。お前はこんな混乱を煽せん動どうして、フリウ・ハリスコーを死なせるところだった」

　そう告げてくる男の表情に、同情と嘲あざけりが浮かんでいる。

　アイネストは口の端はしを上げた。誰が誰を嘲るべきなのか。その方向が間違っているのは我が慢まんがならない。

「マグスの癖くせに、君は状じよう況きようを分かってないようだ」

　喘あえぐ呼吸からなんとか声を絞しぼり出し、アイネストは続けた。

「もうフリウ・ハリスコーなど関係ない。帝都は既すでに終わったよ」

「なにを？」

　疑問の声をあげながら顔をしかめるベイブリーに嘲ちよう笑しようを強める。

「説明されなければなにも分からないようなら、理ことわりを透とう視しするマグスたる資し格かくはない」

「状況ならば分かっている」

　せめてもの自じ尊そん心だろう。精せい一いつ杯ぱいに感情を押さえつけ、冷れい静せいさを装よそおってベイブリーは反はん論ろんしてきた。雪のように火の粉こが舞まい散ちり、どす黒い煙けむりが漂ただよう中、咳き込むこともなく一言一言に重みをおいて言ってくる。

「アイネスト・マッジオ。お前は組織の決定が気に入らず、この帝都でミズー・ビアンカを暴あばれさせた。確かに計画は、帝都に一いち撃げきを加えることを目的としていた──が、こんな中ちゆう途と半はん端ぱなことではない。やるならば帝都を完全に破は壊かいする。そのために、より強い破壊者を帝都に送り込むことが神秘調査会の意い向こうだった。お前はそれを台だい無なしにするところだったのだ。この失しつ態たい、もうラオルスタンの擁よう護ごとて通じない」

　聞きながらアイネストは、笑みを大きくしていった。糾きゆう弾だんはまったく気にならない。的を外した矢がどれだけ飛んできても脅きよう威いではないように、なにも分かっていない同族がその無む知ちを晒さらすべく声こわ高だかに叫さけぼうと、ひとつとして感じるものはない。

　ただ、残った力を搔かき集めようと集中するにはその男の声は耳みみ障ざわりだった。彼を黙だまらせるため、アイネストは囁いた。

「アスカラナンから遠く離はなれたこんな場所でさえ、組織や上役の名前を出さなければぼくを脅おどせない。お前は本当に間ま抜ぬけだ、ベイブリー・コット」

　案あんの定じよう、マグスが顔を青ざめさせ絶ぜつ句くする。続けざまアイネストは声をあげた。力の入らない下か腹ふくに手を置き、息の代わりに血の塊かたまりを吐はき出すことのないよう祈いのりながら。

「お前同様間抜けの集まりである神秘調査会。お前たちになにが分かる。マグスとして何者もぼくには及およばない。賢けん者じやガンザンワロウンですら」

「今いま際わの際きわに罵ののしるだけか、敗者が──」

「生まれた瞬しゆん間かんからぼくにはそれが分かっていた。理り解かいしたまま、何十年もそんな世界に生きてきた。それがどういうことか、お前には分かるまい！」

　遮さえぎって言い放った叫びに、ベイブリーは顔を近づけてきた。血走った眼がはっきりと見えるほどに。

　挑ちよう発はつに乗って接近したそのマグスの側そく頭とう部ぶに、アイネストは握にぎりしめた石の破は片へんを叩たたきつけた。

　不ふ意い打うちに、言葉ではなく口から舌したをこぼれさせて倒たおれるその男の表情は、悪あく意いを抜きにしても滑こつ稽けいではあった──が、それをわざわざ笑う余よ力りよくもない。アイネストは自由な右腕うでで血まみれの石片を振るうと、何度もその男を打ち据すえた。

　同時に全ぜん精せい力りよくを注そそぎ込み、唱となえる。

「ぼくの代わりに死ね」

　打つたびに、唱えるうちに。力がもどっていくのを感じる。大きくはない。必要に対して十分か、あるいは足りない程てい度どのものでしかないが。

　それでもさらに勢いきおいを増して、アイネストは続けた。

「そうすれば、ぼくはまだ少し生きられる……やり残したことを成し遂とげる時間が稼かせげる。間抜けの命でもその程度の役に立ってみたらどうだ」

「馬ば鹿かな。死を癒いやすなど、そんな途と方ほうもないマギがあるわけ──」

　頭に大穴を開けられ、それでもまだ生きているベイブリーがうめく。流れ出した血はマグスの顔面を長衣と同じ色に染めていた。

　それを見据え、アイネストは冷たく告つげた。

「お前の考える規き準じゆんなど、ぼくに関係あるか」

　それが最後だった。

　アイネストは瓦礫を押しのけ立ち上がると、意識のなくなったベイブリーを横に突き飛ばした。彼と入れ替わりにベイブリーが倒れ込む。先ほどまで彼が倒れていた場所に。

　両足で地面を踏ふみしめると、つい一瞬前に見上げていた空はかえってひどく低く感じられた。破壊の争そう乱らんは次し第だいに沈ちん静せいしているようだったが、炎ほのおはまだ街を焼いている。激はげしく戦っていた精霊たちはもう空にない。それでもまだ、咆ほう吼こうが聞こえるように思える。

　歩きだそうとして痛みに震ふるえる。下腹を見下ろすと、致ち命めい的な刺さし傷は変わらずに出血を続けていた。心臓は飛び出るほどの収しゆう縮しゆくを繰り返しているものの、循じゆん環かんさせる血液がないのだろう。身体は痺しびれ、気を抜けば意識は遠のいていく。

「そうか。眠ねむ気けとは……こういう感覚なんだな」

　わざわざ声に出して、アイネストはつぶやいた。誰にも聞かれないつぶやきをずっと続けてきた──今さら声をひそめることは思いつかない。

「八十年、一いつ睡すいもしたことがないのに」

　アイネストは片手で顔を覆おおうと、もたれかかる壁かべを探した。そこは破壊された街まち並なみの中でも最も激しい部分だったのだろうが、それでも根こそぎ吹き飛ばされたわけではない。まだ倒れていない建物を見つけて、そこに手をかける。

　息を整え、アイネストは身体が苦く痛つうに慣なれるのを待った。顔から離した手のひらに血がついている──もともと脇わき腹ばらの傷口を押さえていたためについた自らの血。そして顔にも浴あびていたのだろうベイブリーの返り血。どちらも混ざって同じ色をしている。

　歩き出したのは数分の後だろう。安定を欠いて揺ゆれる足元に、傷の疼うずきが同調してその振しん幅ぷくを大きくしていく。

　疼とう痛つうの合図に応こたえるように彼は囁いた。

「たとえ殺されても、ぼくは最後まで見続けるさ……ミズー……」




　いつだって、その瞬間はこともなげに訪おとずれるのだ。

　ウルペンは自らの声なきつぶやきを意識に広げた。水に落とした一いつ滴てきの染せん料りようが薄うすまりながら広がるのと同じく、その言葉は形を変え、彩いろどりを変えて拡かく散さんしていく。

　そこは死に満ちていた。道に転がる死体の数だけではない──喉のどを突つかれ、為なす術すべもなく倒たおれたミズー・ビアンカのことでもない。なにもかもが死んだその場所に彼は立ち尽つくしている。死体はどれも速すみやかで密ひそかな一傷だけで殺されていた。二度と目覚めない眠りに陥おちいりながら、まるですぐにでも起き出してきそうなほどに、その顔には苦く悶もんも苦く渋じゆうも浮かべてはいない。自らの死に気づかなければ生き続けることができるとしたら、彼らは誰だれひとりとして死ななかったろう。

　そこに訪れた死とは、そういったものだった。純じゆん然ぜんたる殺人そのものであり、それ以外のものは残さない。

　殺さつ人じん精せい霊れいアストラは彼と向き合う位置で、彼のことなど見ていなかった。あるいは存在に気づいてすらいないのか。

（そんなことはあるまい）

　無力にたたずんで、ウルペンは認みとめた。

（彼女はすぐに俺を殺すだろう。彼女は俺に気づいている。ただ彼女にとっては俺など、ここに転がる死体とまったく違いがない。それだけのことだ）

　そこにいる彼女は美しかった。八年間、ずっと見続けてきた美しさそのままに。いや、かつてない以上に。燃もえる帝都。この日は風がなかった。ただ破は壊かいの炎で熱せられた大気が渦うず巻まき、彼女の髪かみを、服を吹ふき揺ゆらしている。紅ぐ蓮れんの色をした髪。真しん紅くのマント。ただ一ひと振ふりの刃やいばを携たずさえた腕はしなやかな樹じゆ木もくを思わせた。肌はだは炎に照てらされ、死に翳かげり、これだけの殺さつ戮りくを繰くり返して返り血の一滴もそこに触ふれない。仮に眼前にあったとしても決して手に触れられない場所に彼女は存在している。いや彼女がいるからこそ、そこには触れられない。動き出した殺人精霊アストラ。絶対殺人武器。炎。なにからなにまでがあの八年前の日と同じだった。

（いや、ひとつだけ違うか……）

　彼は前に進み出て皮ひ肉にくに笑った──あの日、彼は死ななかった。だが今日は死ぬに違いない。

（アマワは正しかった。俺が手に入れられる確かなものなど、なにもなかった）

　こぼれ落ちた涙が頰ほおを伝い、喉に流れ落ちても彼は拭ぬぐわなかった。もう黒こく衣いの仮面は着けていない。帝都の破は局きよくが始まった今、黒衣を装よそおう意味はなくなってしまった。仮面を着ける意味を失ったならば、涙を取り繕つくろう意味もあるわけがない。

　一歩、また一歩とアストラへ──彼の妻のもとへと近づいていく。いや、と彼はまた否ひ定ていした。それを妻と呼ぶこともまた、誤ご魔ま化かしに過すぎなかった。一度も言葉をかわしたことのない女。一度として心を通わせたことなどない女。ただ八年間、眠る姿を見続けてきただけの女。それを妻と呼んできたのは、そう呼んでいる限りは妻であると思うことができたからだった。だが、やはりそれは妻ではなかったのだ。

（もう俺にはなにもない）

　八年間、ずっと守り続けてきたものは、たった数日で終わってしまった。いや、訪れた一瞬だけで終わってしまったというほうが正しいのだろう。

　歩きながら彼は、もう事切れて動かないミズー・ビアンカを見やった。不思議と恨うらみは湧わいてこない。相手が死人だからではなかろう。ウルペンは薄まり拡散する感情を見定めようと眼を細めた。自分がこれから殺されるためか。それも違う。心しん神しん喪そう失しつから来る無気力か。やはり違う。

（どれも違う。なんだ？）

　彼は足を止めた。

　なにがそれほど変わるわけでもない。足の向く先にアストラはいる。たった数秒の黙もつ考こうでしかなかったはずだが炎えん熱ねつは勢いきおいを失ったのか、やはり風は止んでいた。

　違い和わ感かんを覚えていた。その一瞬、眺めていた世界に決定的な亀き裂れつが生じたことを感じ取っていた。

　ミズー・ビアンカの身体。首を仰のけ反ぞらせ倒れたその首くび筋すじに、あるはずの傷がない。

　考えるより先にウルペンは転てん進しんしていた。壊された路面を蹴けり、横たわるミズーのもとへと駆かけ寄る。彼女の腕と肩かたを摑つかみ上げると、そのまま抱だきかかえた。

　彼女に反応はない。

　だがアストラが動いていた。

　視覚で捉とらえることはできない。無む音おんで、死し角かくの最も深い場所に飛び込んだであろう絶対殺人武器に、ウルペンはただ次に訪れる自らの死を感じていた。身体を包つつむ寒気を押しのけるように、叫んで跳ちよう躍やくする──ミズーを抱えたまま夢中で身体を投げ出した。

　鋼はがねの一いつ閃せんが追いかけてくる。

　アストラが斬きりつけた刃は彼の耳を浅く裂さいた。痛みはない。しかしその一いち撃げきが本来狙ねらっていたであろう右眼を守るため、彼は深く身を沈しずめざるを得なかった。重おも荷にを背せ負おい、平へい衡こうを崩くずしながら次の一歩を逃にがすための場所を見定める。

　それは並なみ大たい抵ていのことではない。が、それができなければ逃げられない。

　殺人精霊は当とう然ぜん追撃を放はなっていたはずである。見ようとしても見えない死角から。その精霊の攻撃を見切ることは早そう々そうに諦あきらめ、ウルペンはひたすら逃げることだけを心がけた。背中を突かれ、肌と肉を斬きり裂かれる痛みに歯を食いしばる。腕の中に抱きしめたミズーは、やはり意識を失ったまま動かない。脱だつ力りよくした女の身体は無む用ようなほどに重く、まとわりついて死の待つ後方へ引きずりもどそうとしているかにも思える。

　考えることをやめ、ただ前へと進む。

　進むうちにも次々と刃は身体に食い込んでくる。傷はどれも骨や内ない臓ぞうにまでは達たつしないが、失しつ血けつからくる痺しびれが意識にまで及ぼうとしていた。どれだけの距きよ離りを逃げることができたのか──振り向く余よ裕ゆうも勇気も持てないまま、ウルペンは続けた。もし振り向けば、自分が驚おどろくほど進んでいないと分かるに違いない。まだ一歩か。二歩か。あとどれだけ進めば最も近い角を曲がれるのか。あるいは曲がったところで逃げ切れるわけでもない。それでも進む足は止まらない。
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　積つみ重なった死体の腕に躓つまずいて、ウルペンは罵ば声せいをあげた。わずかな障しよう害がいだが、力の残っていない身体には打だ撃げきだった。全身の傷がいっせいに痛み出す。だが最も致命的な失しつ策さくは、よろめいて後方を振り向いてしまったことだった。血にまみれた刃が舞う背はい後ごを。

　殺人精霊との距離は、三歩分ほど開いていた。距離を隔へだててアストラ・ビアンカは剣を掲げ、今度こそ必ひつ殺さつの一撃を放つべく構かまえている。それを見てしまった。吸すい込まれるように次の光景が目に浮かぶ。実じつ際さいに身体が吸い寄せられていく感覚すらあった。

　瞳ひとみと瞳で引き合う男女。それと同じく、命と刃とでひとつになる、殺人の理ことわり。

（……何な故ぜ、これまで避よけられた）

　これから自分を貫つらぬく予定の切っ先に、彼は問いかけた。

（避けられるはずがなかったのに。俺は絶対に殺されていたはずなのに。どうして避けることができた）

　だが、それもこれまでだろう。ウルペンはまぶたを閉じた。

　途と端たんに身体を投げ飛ばされた。

　咄とつ嗟さのことだった──反射的に受け身を取って転がり、わけが分からないまま彼はあたりを見回した。アストラの姿が見えなくなっている。彼を狙ねらっていた彼女の刃とともに。その間に立ちふさがっているのはもうひとりの剣士だった。ミズー・ビアンカが立ち上がり、咆吼をあげている。

　すんでのところで彼を突き飛ばしたのは彼女だろう。いや、そもそも今まで殺人精霊の刃から守られていたのも、彼が彼女を引きずっていたのではなくその逆だったのかもしれない。思い当たってウルペンは呆ぼう然ぜんとひざをついた。直感した通りだった。ミズーはまだ生きている。

　武器のないままミズーが跳ちよう躍やくする。低く下半身を狙って蹴けりつけるもアストラは難なんなくかわした。そのアストラの斬り返しが双ふた子ごの妹の心臓を貫つらぬく──かに見えた瞬間、ミズー・ビアンカも半はん身みを反そらし、切っ先が触ふれるか触れないかのところで回かい避ひする。

　原始的な叫びとともにミズーは全身から念ねん糸しを紡つむぎ、数え切れないほどの思念の糸を全周囲に展開した。蜘く蛛もの巣す状じように張り巡めぐらされた糸は壁、地面、死体、なにかに触れる端はしから火か炎えんを発した。瞬時に現れた焦熱の中、ウルペンは自分の身を守るために後あと退ずさりした。炎の向こうに獣けものふたりの姿が消える。

（……逃げろというのか）

　咳せき込む口元を押さえ、うめく。

（それとも、ただの偶ぐう然ぜんか）

　炎。その真紅の帯はさらに勢いを増ました。

　朦もう朧ろうとする意識に煙の悪あく臭しゆうが染しみ込み、睡すい魔まを刺し激げきする反面、危険な眠りの重みへと引きずり込もうとする。負ふ傷しようの影えい響きようは、もはや無視できない段階になっていた。

「八年前……あの時と同じ、炎だ……これは」

　拭ぬぐっても落ちない傷口の血。肌の表面は熱に焦こがされても、血液を失えば失うほど内臓は冷えていく。

「八年前には……逃げなかった。俺は……」

　あの時は、不死の確信があったから逃げる必要がなかった。

　今は逆に死を約束され動けない。

　跪ひざまずき、砂利じやりを摑つかめばその破は片へんが爪つめに食い込む。痛みは心地よかったが、いずれ定てい量りようを過ぎれば溺おぼれてしまうに違いない。焦しよう燥そうに身もだえしながらなにもできない。

「俺は……どうすればいい。確かなものがないのだから、もうなにも──」

　突然、炎が膨ふくれ上がり言葉を吞のみ込む。

　爆ばく発はつに押しやられながらそれでも死ねない──起き上がってウルペンは我が身を呪のろった。炎熱は街がい路ろの状じよう況きようを一変させている。彼を吹き飛ばし数メートル転ころがしたのみならず、散さん乱らんしていた死体のいくつかを消し炭ずみにしていた。爆発の勢いで路ろ面めんはめくれ上がり建物も無む惨ざんに変形している。その中央に立つふたりだけが無む傷きずだった。

　姉妹は微び動どうだにせず視線を合わせている。

　ウルペンはその姿を眺ながめるだけだった。

（そうだな。これでいい）

　心静かにつぶやく。

　倒れて、起き上がる力もない。手のとどかない遠くにいるふたりを見ている。

（柄がらにもなく動どう揺ようした。このまま死ねばいい）

　そして。

「ありがたいな。それならぼくも安心して姿を晒さらせる」

　声とともに現れたその男を、ウルペンは片目で見上げた。男がまとうその衣の形を見やって告げる。

「……神秘調査会の間かん者じやか。アイネスト・マッジオだな」

「さすが、一目で見抜かれた。愚ぐ鈍どんでない相手を見るのは久ひさしぶりだ」

　若い──といっても情報によれば若いのは外見だけだが──マグスはにこやかに笑ってみせたが、その顔色は風ふう采さいを欠いていた。それについてはくわしく見るまでもない。腹ふく部ぶに大きな血液の染みがある。他にも身体中が血だらけではあったが、負傷はそれだけのようだった。たったひとつで十分な致命傷だが。

　ウルペンは試ためしにその男に向かって腕を伸ばそうとしたが、やはりその力はなかった。拘こう束そくすることはあきらめ、恨うらみだけを束たばねて訊きく。

「まさかとは思うが俺を操あやつったか。ミズー・ビアンカがとどめを刺さされる前に、俺が彼女を助けるように」

「その必要はなかったようだけどね」

　マグスは軽くそう言うと、涼すずやかな眼まな差ざしをアストラたちに向けた。

　アイネスト・マッジオの言葉の真しん意いを測はかりかね──ミズーを助ける必要はなかったということか、それともマギなど使わなくともウルペンが彼女を助けたとでも思うのか？──、彼は鼻で笑った。馬鹿馬鹿しい。

「俺も運がないな」

　嘲あざけりを含ふくんで、ウルペンは声をあげた。

「死ぬという時に、お前のような人間もどきに煩わずらわされるとは」

　が、マグスはあっさりと皮肉を無視した。

「ミズー・ビアンカは硝しよう化かを始めた」

　見つめる光景に解かい説せつを加えるように。どうということもない口く調ちようで、ただ述のべ上げる。

　アストラとミズー。ふたり動かないその空間に、彼の言葉は虚むなしく響く。

「姉に合わせて自分も本当の獣にならなければ勝てない。それを悟さとって、彼女はすべてを失ったんだ。だから硝化を始めた。このまま待っていればいずれ彼女も獣になるだろう。それが完成したら、ふたりともに滅ほろびて……終わる。それまでに世界すべてを殺し尽くしてね」

　マグスの声音に、眠りかけていた脳のうが反応した。瞬しゆん時じの身み震ぶるい。ウルペンは速やかにうめき声をあげた。

「このままだと、アストラはミズーは、ともに消える？」

「どちらか一方だけが死ぬことはない。完全であれば、必ず互たがいが互いを殺す。それが絶対殺人武器の仕組みだ」

　落ち着き払って、マグス。

　痙けい攣れんする上体を折り畳たたみ、なんとか起き上がろうとウルペンは足あ搔がいた。無む論ろんマグスは手を貸かそうともしない。一いち瞥べつもくれようとはしない。

　それでも助けなしで、彼は起き上がった。既すでに死にかけた身体だがまだ動く。その理り不ふ尽じんに縋すがり、焦しよう点てんのぼやけた視線を彷徨さまよわせて彼の妻を探しながら。

「お前はなんのつもりだ、マグス」

　詰きつ問もんに、男は横顔をほんのわずかに緩ゆるませた──笑みの形に。

「ぼくは観かん察さつ者だ。見とどけたいだけさ」

　大の男が素す直なおな笑顔など浮かべるわけがないとしても、そのマグスの笑みは奇き妙みようなほどの嘲りに満ちていた。己おのれの齟そ齬ごには気づいているのだろう。それを押し殺した微笑ほほえみ。

　そこを突いて、ウルペンは囁いた。

「……ならば、どうして俺に言う。俺がアストラを守るのは分かっているだろう」

「ぼくの独ひとり言を聞く者なんていない」

　マグスは、もっとなにかを語ろうとしたのかもしれない。

　だがなにかに気づいたように姿を消した。それと入れ替わりに、大声が響く。

「姉さん！」

　転がるように通りに駆け込んできたのは別の男だった。見覚えはない。手足の細い、いかにも小器用そうな男ではあった。どこかで拾ったのだろう剣を構かまえ、声をあげてふたりの殺人精霊へと突とつ進しんしていく。

「もうみんな逃がしたっす！　姉さんも逃げるっすよ！」

（あれは死ぬな）

　特に感かん慨がいなく、ウルペンはつぶやいた。この界かい隈わいに転がる、数え切れないほどの死体と同じように。その男も死ぬだろう。

　男はウルペンには気づかなかったのか、あるいは気にしなかったのか、真まっ直すぐにミズー・ビアンカへと駆け寄っていく。無論、姉妹はなんの反応も見せない。動きを見せないまま立ち位置を変え、死を振りまき、戦っている。

（美しい力だ。ふたりとも。美しい力だ）

　唱えながら、ウルペンは立ち上がっていた。背中に受けた傷はそれほど深くないとしても容よう赦しやなく体液をこぼれさせている。寒気と脱だつ力りよくにウルペンは笑った。嘲あざ笑わらいつつ、懐ふところから短たん剣けんを投げ放った。

　それは狙ねらい通りに命中し、金きん属ぞく音を奏かなでる。

「ひゃあっ⁉」

　手にしていた剣を取り落とし、闖ちん入にゆう者が足を止めた。その男がこちらを見つけ、細い眼を丸く見開くのを見返しながら、ウルペンは告げた。

「お前」

「……ウルペンってのは、お前っすか」

　男は武器を落としたものの、無む手てでも戦うつもりであるらしい。黒衣を纏まとっている自分が素す顔がおで話しかければ混乱を招まねくかとも思ったのだが、どうしてかその男は彼のことを知っている。男は、こちらを隙すきなく警けい戒かいしながら姉妹のほうへも注意を向けていた。

　と、すぐ直感に触れる。今帝都には、彼の名を知る者のほとんどすべてが集しゆう結けつしている──が、もともとそれはさほど多くない。帝てい、黒衣、リス・オニキス、ベスポルト・シックルド、ミズー・ビアンカ。こんなところだろう。

「お前は、ミズー・ビアンカの身内か。ならば……彼女を運べるな」

　ウルペンは答えを待たず、あたりを見回した。マグスの気配はない。どこかにいるのは確実だろうが。大した問題ではない。彼が探していたのはもっと別のものだった。

（こんな偶ぐう然ぜんはない）

　違う力が働いている。運命のように見えるが運命ではない。予あらかじめ定められたように奇き怪かいな偶然が発生する。彼には慣なれたことだった。八年間。それを効こう率りつよく利用することすらしてきたのだ。

（確かなものなどない……帝都は崩ほう壊かいした……それを俺に思い知らせた上で）

　彼は足元に、それを見つけた。

　見つけて、怒いかりに捻ねじれる肺を呼こ気きで搔かきむしった。

「まだ……続くのか、アマワあぁっ！」

　恐おそらくはもともと、彼が握にぎり締しめていたものだろう──倒れて落としたのだ。手に入れたのはミズー・ビアンカともみ合っていた時か。彼女を抱えるつもりで、ポケットにでも手が入ったに違いない。

　そこに水すい晶しよう檻おりが落ちていた。拾い上げる。精霊が封ふうじられていることを示す緑色の靄もやも見える。

　男がまたなにかを叫んでいた。殺人精霊たちも再び激しく戦せん闘とうを再さい開かいしている。炎も。すべて彼を取り囲み、螺ら旋せんを描えがきながらいつまでも確かな中心に辿たどり着くことなく、回り続ける。

　だがウルペンはなにも見ず、なにも聞かず、既すでに集中を始めていた。渾こん身しんの力ですべてを練り上げ、最も強力な念糸を紡つむぐ。念糸が狙ったのはミズー──ではない。無論アストラでもない。そのどちらにも触れることはできない。いや、もしふたりが精霊化しているのならば、仮に念糸で捉とらえても反動で彼が死ぬだけだろう。

　彼が思念を伸ばしたのは水晶檻だった。エリコ・スアハの持ち出した水晶檻。中には精霊が入っている。強大な魔ま精せい霊れいが。

　彼は念糸をつなげたまま水晶檻を、なるべく殺人精霊たちの近くに落ちるよう放り投げた。水晶檻が破は壊かいされれば、内部にいる精霊は凄すさまじい爆発を巻き起こしながら解放されるという性質を──




「君はぼくの囁きが聞こえないんだろう」

　自分の声がもたらした虚うつろな反はん響きように、アイネスト・マッジオは声を落とした。そこは闇やみ、壁もなく空気もないはずの、ただの闇だった。反響などが起こるのはおかしい。それでも彼の耳が捉とらえたのは徒と労ろうの響き──言葉だけが無駄に繰り返す退たい屈くつな停てい滞たいだった。

　なにも見えない、相手がいるのかどうかも定かではないその闇の中で、彼はまだ囁き続ける。

「本当に聞こえないのか、聞こえていないふりをしているだけなのか、ぼくには分からないし確かめる方法もない。気にしても仕方ない……ぼくは、そういう話し方をするのに慣れているから、ね」

　生命の損そん傷しようはそのままに、痛みを忘れて立っている。

　なにも聞こえない。聞こえると思えるものは、自らの想そう念ねんが生み出した記き憶おくの音だけだった。石に水すい滴てきが当たるような、硬かたい音。速度を変えず大きさも変わらず、コツ、コツ、と続いている。彼の耳には、それは常つねに聞こえていた。実じつ際さいにはなんの音だったのだろう。思い出すこともできたのかもしれないが、彼は特に考えないことにした。ミズー・ビアンカの記憶に響く鐘かねの音と同じ、ただの妄もう想そう──彼女ならばそう言うに違いない。だが彼女がイムァシアに響いていたあの鐘の音から逃れられないように、彼もこの音から逃れたことはない。マグスの故こ郷きように鳴っていた小さな音。

「どうせ聞こえているかどうか分からないのだから、ぼくの話をしよう。退屈かもしれないけれどね。いつかまた君は別のマグスに会うかもしれない。その時にはきっと、それが単なる無む害がいな手品師なのか、それとも本物のマグスなのか君は判断に迷まようだろう。でもね、実は焦あせる必要はないんだ。君が看かん破ぱした通り、偽にせ者ものだろうと本物だろうと、どちらにせよマグスは無力なのだから。ぼくらの存在は所しよ詮せん、幕まく間あいの遊びに過すぎない」

　音の拍子に合わせて、彼は声を落とした。

「宝物のことを話しただろうか？　宝物は決して触ふれられない場所にある。無理に手に入れようとすれば手ひどいしっぺ返しが待っている。観察者にとってはあらゆるすべてが宝物だ。どうせなににも触れてはならないのだから。求める状況を造つくり上げたら、あとは黙って結果を待ち受ける。ぼくは君を見ていた。ミズー。これが滑稽な話だというのは随ずい分ぶん前から気づいていた。ぼくはどうせ自分では触れられないと安心しながら、一心に触れようとしていたのだから」

　その闇で、自分はどこまでも落下している。

　アイネストはそのことに気づいたが、ただ苦笑してかぶりを振るだけだった。自じ尊そん心は十分に傷つけられている。傷に毒どくを上うわ塗ぬりしたところでなんだというのか。

「ミズー。これがぼくの最後の探たん究きゆうだ。君がアストラ・ビアンカを上回ることができるのなら……獣以上の獣を起こせるのなら、本当にぼくの見立ては正しかったことになる」

　見上げれば光の環わが。彼方かなたの上うわ辺べで閉じようとしている。このなにもない闇ですら、もう終わるのだろう。彼はそのまま口を閉じようとし──思い直して、両りよう腕うでを広げた。息を吸えば肺が軋きしむが、それも構かまわず全身を震ふるわせ大声を張はり上げる。

「これで……終わりか！　ぼくは全部終わりか！」

　なにも変わらない。

　大声で叫んでも、やはり誰も聞いていない。

　力無く腕を落として。彼は小声で付け足した。

「まったく、寂さびしいな。それでも。終わりだ。残った時間は、息いき絶たえる場所を探すくらいか。でも……それも、そう遠くには行けそうにないな。ミズー。忘れないで。ぼくは正しい。君が最強の存在だ。ぼくを殺したのは君だよ……おめでとう」

　最後に見開いた視し界かいに映うつったのは、水晶檻の爆発でまたさらに破壊された街並みと──そこに倒れているミズーだった。ファニクとかいうちんぴらが、彼女を抱え上げて必死にその場から運び出そうとしている。アイネストもまたそのそばで瓦が礫れきにもたれかかり、腹からこぼれ出ようとする内臓を手で押さえつけていた。

　マグスに気づく者はいない。

　ほかには誰も残っていない。壊された建物と、死体以外には。再び解放された魔精霊に軍は捕ほ獲かくのための精霊使いを呼び寄せ、混乱を鎮しずめようと出しゆつ動どうを続けている。爆発によって吹き飛ばされたアストラは何処いずこにか去さり、ウルペンもそれを追っていった。アイネストは正しよう真しん正しよう銘めい最後のマギを働かせるべく、うつむいた。

　ミズーは死んだように眠りについている。まったく動かない。その横顔に、彼は言葉なく別れを告げた。

　そしてアイネストは帝都から姿を消した。







　第二章　スリーピー・ドリームス

　　　　　　（夢の欠片かけら）







「そうよ。ほんの弱い力。そこにある手を握にぎるだけの小さな力……」

　残ったのはその言葉だけだった。誰が告つげたものか。弱々しく、泣くような囁ささやき。

　いつ聞いたのか。つい一いつ瞬しゆん前か。それとも遠い昔か。

　部屋の中にいる。

　ミズー・ビアンカは暗くらい、石いし造づくりの部屋の中に立っていた。肌はだに触ふれる空気は冷たく、色でもあるかのように陰かげっている。凍こおりつき湿しめったその暗くら闇やみは足あし音おとも、身じろぎの音さえも深く重い澱よどみへと引き落とそうとする。聞こえてくるのは鐘かねの音だった。鳴り止まない無む情じようの鐘。赤い空を抉えぐる渦うずの向こうから響ひびき渡わたる。

　そこにもうひとりの自分がいることに、彼女は気づいていた。彼女がふたりいるわけではない──彼女は彼女だ。だが他ひ人と事ごとのように我が身を眺ながめている。彼女は泣いているはずだった。部屋の中にひとり泣いている。そしてそれを冷れい静せいに眺める自分がいる。

　幼おさない彼女。この場所へと連れてこられた、何なん歳さいとも知れない幼い彼女。その時は双ふた子ごの姉といっしょだった。数年後、アストラが別の場所へと連れ出されていった時……推すい定ていで十二歳。それからミズーがこの部屋を出たのは五年後のこと。その間、泣き続けた。

　三年間の放ほう浪ろう。そして今。二十歳の彼女として、この部屋を眺めている。

　ずっと遠くまで出たようで、またこの部屋に帰ってきてしまった。この部屋、イムァシア工こう房ぼうを抹まつ殺さつして踏ふみ出した一歩は、血だまりを踏んだせいか今でもその足首を背はい後ごの何者かに摑つかまれているような感かん触しよくを覚おぼえる。それを無む理りやり引きずりながら歩いてきた。その旅の果はてにあったのは。

（結けつ局きよく……わたしの死だった）

　なんにもならない。なにひとつ満足もない、死。

（そう。死んだから、一番居い心地ごこちの良くないところに落ちたのね）

　自分に説明するようにつぶやくと、彼女は部屋を見回した。見るべきところもない。馴な染じみの場所である。誰よりも彼女がよく知る場所、彼女だけの場所だった。壁かべの傷ひとつまで記き憶おくしている。壁と壁まで何歩あるのか。床ゆかの凹くぼみがいくつあるのか。どこで息をすれば空気の味が変わるのかまで。すべて知り尽つくしている。

　彼女以外、誰もいない。ミズーはふと、肩に手をやった。獅し子しのマント留どめ──精せい霊れいを封ふうじた水晶檻もない。なにも持たずに立っていた。裸ら身しんのように頼たよりなく、病びよう身しんのごとく心こころ許もとない。

（これがわたし）

　現実を突つき放しながらつぶやく、自分の声。

（武器も精霊も命も失えば、なにも残らない。これがわたしの正体）

　首を折るようにして天てん井じようを見上げる。高い天井の中央には硝子ガラスの窓まどがあった。よほど厚いのだろう。向こうが透すけて見えるにしても、ぼやけて霞かすんでいる。今はなにも映うつっていないが、そこに人の頭部が覗のぞくことがある。その頭は部屋にいる彼女に事こと細こまかに指示を出し、命令する──学べ、と。部屋には無む数すうの武器が散さん乱らんしていた。それらを手に取り、身体の一部になるまで訓くん練れんすることを求められた。武器だけではない。文字に数学、これらは気き象しようや物ぶつ理りを学ぶために必ひつ須すだった。戦せん闘とうに役立つ要よう素そを片かた端はしから教え込まれた。休む間もなく、ずっと。最も強大な武器として育つために。

　この部屋にいる限かぎり、逃れることはできない。

　彼女の知る工房都市イムァシアはこの部屋がすべてだった。

（ウルペンにとっての黒こく衣い……そして、わたしにとっての、この部屋）

　結けつ論ろんもなくただつぶやいて彼女は視し線せんを落とした。眼まな差ざしに実じつ体たいでもあるように、底そこ冷びえのする床を跳はね、視し界かいは転てん々てんとしていく。

　今さら見るべきものなどもない。隅すみ々ずみまで完全に知り尽つくしたその世界には、もう視線を止まらせる価か値ちなどないのだ。唇くちびるにいびつな円えん弧こを刻きざみ、ミズーは進み出た。壁へと向かって歩いていく。手を伸のばし石壁に触ふれた。壁の傷きず痕あと。これもひとつひとつ、すべて記憶している。そこにあった傷は、彼女がこの部屋にやってくる前からあったものだった。指で撫なでれば、やはり前と同じ形をしている。

　いや。

（……これは）

　傷の形に、ふとミズーは気づいた。

　変化があったわけではない。その形には変化などない。だがその時には分からなかったことが、今は分かる。

（文字の形？）

　刃は物もので強ごう引いんに傷つけたものだからだろう。歪ゆがんでいて到とう底てい読めるような記号とは言い難がたいが。文字だと気づけばなんとか読み取れる。壁に張はり付くほど顔を近づけ、ミズーは壁の傷を凝ぎよう視しした。

　ただの一語だけだった。刻まれた位置は低い。ミズーは屈かがみ込こまなければならなかった。読み解とこうと気が逸はやる。自分が不自然なほど動どう揺ようしていることに、ミズーは気づいていた。難むずかしい言葉などではない。ごく普通の辺へん境きよう語──帝てい国こくが興おこる遥はるか前、まだ辺境で独どく立りつを保たもっていた都市国家らに搾さく取しゆされないよう、自立農民たちが自じ衛えいのため必ひつ死しで覚おぼえたという由ゆ来らいを持つ言語である。言ってみれば、各かく種しゆ辺境方言の基き礎そ部分だけを集めて構こう成せいされた標ひよう準じゆん語ごであり、ほとんどそのまま帝国語として通用する。辺境の子供はまずこの辺境語を覚えさせられる。なによりも最初に習ならうのは自分の名前の書き方だった。これが書けなければ商人にたちまち食い物にされると、辺境民は恐おそれてすらいる。

「ジュディア」

　読み上げて、ミズーはそのまま膝ひざをついた。

（この部屋は……わたしだけじゃなかった）

　強力な武器をなにもかも失い、そこに残った、ほんの小さなもの。

　自分が気づかなかっただけで、最初からずっとそこにあった。

　力が入らない。壁から床へと手のひらを滑すべらせ、身体を支えてようやく転てん倒とうを防ふせぐ。うなだれた肩かたから髪かみがこぼれた。

　自分の髪に埋まい葬そうされる心地で、声をあげようとする。が、先んじてその部屋に響いたのは彼女の声ではなかった。

「そう。知り尽つくしたつもりでも未み知ちの部分が現れる。不ふ死し者しやが安あん堵どして憩いこうための棺ひつぎがあるなんて、錯さつ覚かくだ」

　閉ざされたままの部屋に突とつ如じよ現れたマグスは、遠えん慮りよもなくそう言ってきた。そしてまた遠慮なくあとを続ける。

「安全な場所なんてないんだ。どこまで逃げ込んだつもりでも」

　ミズーはゆっくりと彼のほうを見やった。

　立ち上がらず、ただ顔だけを上げて告げる。

「アイネストではないわね」

　見み慣なれた顔のそのマグスは間違いなくアイネストの風ふう貌ぼうをしている。その表情に浮かんだものも、ほんの小さな動どう作さでしかない。動揺とも言えないほど細かい、微び細さいな笑み。

「どうして分かる？」

　問いかけてくる彼に、ミズーは冷たく言い放った。

「あの場にいた者は、みんな殺されたはずだもの……アストラに」

「全員ではないよ。いずれそうなるだろうけど」

　アイネストの姿をしたものは、やはり彼そっくりの涼すずしい口く調ちようで告つげてきた。

「殺人精霊アストラが帝都の住人をひとりひとり全員抹まつ殺さつするまで一昼夜もかからないだろう。あれに対たい抗こうできる精霊は帝都に一体しかいない」

「破は壊かい精霊ね」

　ミズーの返答に──

　彼は、かぶりを振ふった。

「いや、君だ。もうひとりの殺人精霊ミズー」

　鐘の音が止まった。

　いや、しばらく前から途と絶だえていたのかもしれない。慣なれきった風景に、その鐘は完全に一体となってわざわざ気を配るようなものでもなくなっていた。それを唐とう突とつに意い識しきしたのは、この風景が──この部屋が、もう馴な染じんだものとは異ことなる姿を見せ始めていたからなのだろう。ミズーの見ている前でアイネストの輪りん郭かくが狂くるい出す。

　単に歪ゆがむだけとは違う。視覚に頼る生物を嘲あざけりながら、騙だまし絵のように拡ひろがりながら縮ちぢんでいく。瞬しゆん時じに、その存在はアイネストとは似にても似つかない異い形ぎようへと変質していた。いや、存在しているのかどうかすら疑うたがわせる。その物体の影は光こう源げんを無視した方向に落ちていた。光が狂っているのならば、視覚で捉とらえているその場所にそれはいないということになる。

　だがそれはそこにいる。

　疑うたがうことも馬ば鹿か馬鹿しく、ミズーは苦く笑しようした。こんなものを見続け、そしてもし仮に理解してしまったとしたら自分は狂ってしまう。

　異形の精霊アマワから視線を逸そらし、ミズーはつぶやいた。

「わたしは、もう……」

　逸らしたつもりで、それほどは顔を背そむけられなかったらしい。それともあるいはアマワが移動したのか──移動などせずともどこにでもいるのか。人間の形に見えないこともないその表情を目まぐるしく変へん貌ぼうさせながら、アマワが口を開く。

「いいや。君たちは必ずふたり同時にしか存在しないし、ふたりが存在すれば同時に消える。それが絶対殺人武器の正体。君も悟さとったんだろう？　片かた割われである限り、君も彼女も不完全だ」

「都合が悪いからわたしを呼びに来たんでしょう」

　やり場のない怒りから多少の力を得て、ミズーは相手を睨にらみつけた。腿ももの間で拳こぶしを握ると、尖とがった関かん節せつの先せん端たんを石床に突つき立てる。

　薄い皮ひ膚ふを伝い染しみいってくる痛みと冷気が、曇くもりかけた意志を鮮せん明めいにしてくれる。まだ我が自じ制せいを失っていないことに感謝しながらミズーは続けた。

「人間が──あなたの玩具おもちやが全ぜん滅めつしてしまっては困こまるから」

「違う。世界が消えることに関かんしてのわたしの利り害がいを説明する気はないが。わたしをここに……君の記憶、君の思いの中に召しよう喚かんしたのは、君自身だ。契けい約やく者ミズー・ビアンカ」

　彼女を取り囲むようにアマワが左右を広げる。その声はまったく反はん響きようしなかった。

　跳はねるようにミズーは立ち上がり、声をあげた。

「ずっと言いたくてたまらなかったことを言ってあげる──その契約は無む効こうよ」

　だがアマワもまた即そく答とうしてくる。

「契約は、贖あがないのために定められた場で契約者全員が同意しなければ破は棄きできない。そしてそれはあり得ない。わたしもまた契約者だからだ」

　合わせるべき眼がその相手にはなかったが、睨にらみ合いながらの対たい峙じが数呼吸ほども続いた。ひとつ吐はくごとに、呼吸は荒あらく、大きくなっていく。

　部屋にはいくらでも武器が転がっているというのに手のとどくところにはなにもない。自然と指先は敵に突き刺さす鋼はがねを求めて剣けん帯たいを探したが、自分が寸すん鉄てつも帯おびていないことは確かめるまでもなかった──立っている自分の体重で分かる。

　せめて口先だけでも尖とがらせて、ミズーは詰きつ問もんした。

「あなたの目的はなに」

「謎なぞを解とき明かすことだ」

　すんなりと答えるアマワに皮ひ肉にくを返す。

「もう一度、あのマグスの顔にもどったらどう？　ぴったりの言葉よ」

「異い能のう魔ま法ほう結けつ社しやが求める答えとは違う。彼らは観かん察さつする対たい象しようのみからそれを求める。わたしは自らを……変化させて……見み出いだす」

「今まではぐらかしてきたくせに、今日は随ずい分ぶんと親切に説明してくれるのね」

　それもまた皮肉ではあったが、この相手には通じない。

　アマワからは笑い声もなにもなかったが、それでもそれが嘲あざけっていることは理解できた。ミズーは自然とベスポルトの言葉を思い出していた。彼の怒りが理解できる。この精霊は存在するだけで愚ぐ弄ろうを振りまいている。

　毒でも吐くように、アマワはその声こわ音ねをさらに低いものにした。

「君がわたしを召喚したのは、わたしの導みちびきが必要だからだ」

「……違う」

　反射的にミズーは答えたものの、それ以上を続けられずに口ごもった。

　だがアマワの言葉は止とどまらない。

「契約は、契約者すべてに求められたため生まれた」

（違う）

　今度は声にできず、ミズーは念ねんじた。倒たおすべき敵を眼がん前ぜんにして、無力。焦しよう燥そうに身み悶もだえながら、だが一歩も動くことができない。

「契約者ミズー・ビアンカ。我々すべてに契約が必要なのだ」

　進まず、退のきもせず、敵の言葉にさらされている。

　言い返す一言を見つけられないうちに、アマワだけは自由に先を続ける。

「契約者カリオネル・キューブネルラはこの大地を統とう治ちする力を得るためにわたしを──精霊を使った。彼の息子たちも同どう様よう。契約者ウルペンもまた、完全な楽園を、完かん璧ぺきな確信を欲して契約を得た」

　今や、アマワの身体は左右だけではなく天井にまで伸しん張ちようしている。息を吞のんで、ミズーは背後を見やった。案あんの定じよう、アマワの身体は次し第だいに壁を回り込んで彼女の周りすべてを覆おおい尽くそうとしている。

　こうなると睨み合うことすらできない。もともと見み据すえていた部分がどこだったのかも曖あい昧まいになっていく。

「ベスポルト・シックルドは、わたしに怒りを抱いたが故ゆえに契約者となった。怒り故にわたしに挑ちよう戦せんせざるを得なかった」

　全体から響くアマワの言葉に溺おぼれそうになりながら、ミズーはそれでも訊きかずにはいられなかった。ただ一言、

「アストラは……」

　喘あえぐ問いかけに、アマワはついに床にまでも溶とけ出し、ミズーの足元を塞ふさごうとしていた。触れても感触はない。不自然極きわまりない不ふ快かいさに、ミズーは叫さけび出したい衝しよう動どうに駆かられた──が、アマワの言葉を聞くために歯を食いしばる。

「アストラ・ビアンカはカリオネル・キューブネルラが用意した、わたしへの罠わなだ……わたしを御ぎよする精霊使いとして連れ出された。だがカリオネルはそれがどういう結けつ末まつをもたらすのかまでは予よ見けんできなかった」

　精霊の声が充じゆう満まんする中、ミズーは靴くつの裏うらを擦すりつけるようにして踏ふみとどまった。窒ちつ息そくするほどの圧あつ迫ぱくと、そして身中の怒りとで板いた挟ばさみになり、うめく。

（返せ──）

　その声は喉のどの奥おくで弾はじけた。

（返して！）

　ミズーは拳こぶしを振りかぶり、そのまま相手へと叩たたきつけた。精霊アマワの身体は彼女の周囲すべてを埋うめ尽つくしている。だが敵に触れるより先に、拳の先せん端たんは標ひよう的てきを見失った。なんの前まえ触ぶれもなくアマワが消え去っている。そこは元の、彼女だけの部屋だった。いや。

　違っていた。窓の外からは眼を刺すような赤い光。狂くるったように鐘が鳴り響き、猛もう烈れつな風音と鬩せめぎ合っている。嵐あらしのような気流の流れ──帯たい電でんを感じる。粟あわ立だつ肌はだに摘つまみ上げられたように身動きできず、ミズーは両手の指を見下ろした。皮ひ膚ふの表面に覚えるのは痛つう烈れつな震ふるえだった。はっきりと覚おぼえている。この音は聞いたことがあり、この風も、炎ほのおも、すべて味わったことがある。

　ミズーは自然と首をひねり、部屋の一点を見やった。ただひとつの扉とびら。錆さびかけた、重々しい鋼こう鉄てつの扉は膨ぼう大だいな熱によってねじれて変形し、戸口の向こう側に押し出されている。廊ろう下かが見えた。男が倒たおれている。死んだ男が。

　死してなお、その男は顔が分からない。死体の損そん傷しようは軽いものではなかった。その殺人を行った感情の強さを物語るように、根ね元もとまで引き裂さかれ、ばらばらに砕くだけている。腹から胸は両りよう断だんされ、首はほとんど残っていない。頭部は半分以上を潰つぶされて、中身のない水みず袋ぶくろのごとく萎しぼんでいるが、その損そん失しつを取り返そうとするように、内部にあった柔やわらかい肉の塊かたまりを傷の外へと膨ふくれさせていた。最初の一いち撃げきで心臓まで貫つらぬかれているため、出血は意外と少ない。それでも倒れているだけで体内の赤黒い汁しる気けを床に満まん遍べんなく広げつつあった。怒りはそれに止まらない──止まらなかったことを覚えている。工房都市イムァシア。悲鳴と叫びは今や都市すべてへと拡がり、そして朝まで途と切ぎれることはない……

「ベスポルトは死に、その契約は彼の養よう女じよフリウ・ハリスコーに受け継つがれた。契約者ミズー・ビアンカ。君が姉から契約を相そう続ぞくしたように」

　囁ささやきを耳にして、ミズーは我われに返った。顔のない男が囁いたようにも聞こえる。が、それはアマワの声だった。

「契約は有ゆう効こうだ。君は自分でも知らないまま誰よりも核かく心しんに近づいている。だから君がわたしを夢の中に呼んだように、わたしもまたわたしの夢の中で君を呼ぶのだ。姉妹が獣けものの瞬しゆん間かんと名付けたその核心は──」

　刹せつ那な。

　精霊の言葉を遮さえぎるために、ミズーは力の限り声をあげた。意味などない、ただの金切り声だった。喉のどから血を吐くまで叫びながら窓へと駆け寄る。窓の外は明るい。空ではなく、大地からの輝かがやきによって。

　都市は炎に包まれていた。工房都市を焼き尽くす火か焰えんが夜空を染め上げ、光こう熱ねつと黒こく煙えんで星々を隠かくしていく。天空の暗あん黒こくと、奈な落らくの地じ獄ごくと、それが重なる闇やみの色合いは煉れん獄ごくの絵え図ずとなる。窓は閉ざされ、その悪あく夢むの味までは鼻び孔こうと舌したにとどかない。窓が開いたとしても窓の下は数十メートルもの手がかりのない壁へき面めんだが、炎はそこまで這はい上がってくるのではないかと見えた。

　吹き荒れる殺人の猛もう火か。一夜にしてイムァシアをすべて殺し尽つくした怒り。ミズーは叩たたきつける心地で額ひたいを窓に押し当てた。この怒りを生み出したのは彼女だった。三年前のミズー・ビアンカ。この狂きよう気きの塔とうから出ていくためにこれほどの憤ふん怒ぬを必要とした。数百人を薙なぎ払はらい、貫いて、都市を闊かつ歩ぽして殺し尽くした。

（獣けものの瞬間が始まった。この時から。始まってしまった……）

　心を失った彼女はなんの問題もなくイムァシアを滅ほろぼした。獣じゆう精せい霊れいを引き連れ、止められることなく闊歩する無敵の殺人者として蹂じゆう躙りんした。

「お前たちは、過あやまちを犯おかした！」

　再び、声が聞こえてくる。

　今度はアマワですらない。少女の声だった。振り向くと部屋の様子は一変している。

　飾かざりのひとつもない塔の部屋から、華か美びな調ちよう度どに囲まれた屋や敷しきの中へと。変わらないのは音だった。鐘が鳴り響き、そして炎が躍おどり火の粉こが爆はぜる重々しい音に包まれている。部屋は炎が充じゆう満まんしていた。そこにひとりの少女が立っている。

「御み遣つかいの言葉……御遣いの言葉を聞いた！　すべてが始まってしまった！」

　赤い髪の少女が叫ぶたび、炎はそれに従うように新たな標ひよう的てきを見つけては燃ねん焼しようを拡大していく。

　ミズーが彼女を見るように、室内のすべての眼が赤い髪の少女に集まっていた。ソファーに倒たおれ、死んでいる老人ですら少女を見ている。男たちは炎に覆われ逃げ場もないというのに誰もが落ち着き払っていた。そして当の少女だけが違うものを見ていた。

　精霊アマワがいる。部屋の隅すみに誰からも離はなれて。他た者しやを愚ぐ弄ろうする異形の姿で笑っていた。無む秩ちつ序じよに騒そう音おんの鳴り止まない中、嘲あざけるその声をミズーは聞き取っていた。

「殺人精霊アストラ」

　男たちには聞こえたのか。聞き取れなかった者もいるだろう。そんなことには構かまわず、アマワはあとを続けた。

「だが不完全」

　少女が──アストラが、変化していく。

　外見のなにが変わったというわけでもない。それは存在の変化だった。炎の中で叫ぶ少女から、世界に対しもっと致ち命めい的なものへと一瞬ですり替わる。屈み、戦せん闘とう姿し勢せいを取るその少女を止めたくとも、ミズーは一歩を踏ふみ出すこともできずにいた。

　触れれば、殺されるだろう。いや触れることはできずに殺される。

　殺人精霊アストラが跳とぶ。炎の部屋は混こん乱らんを迎むかえた。誰かが叫ぶ。部屋の隅から小こ柄がらな老人が進み出て水晶檻から精霊を解放するが、アストラの放った念ねん糸しが瞬しゆん時じにそれを断たち切り、打ちのめす。殺さつ到とうする黒こく衣い部ぶ隊たいをも穴だらけの暗あん幕まくのようにはね除のけ、当たるものすべてを殺さつ戮りくしながら精霊アマワへと突とつ進しんする。

　火か勢せいが増した。アストラが敵から奪うばった剣を投げ放つ。その瞬間に天井が崩くずれ落ちた。

　焼け落ちる館やかたの中でミズーはなにもできず立ち尽くしていた。頭上から梁はりが落ち、さらに炎を搔かき混ぜて火の粉を飛ばす。その中で動けずにいれば己は溶とけ落ちるしかない。激げき痛つうと窒ちつ息そくに苦く悶もんしながら殺されるしかない。

　なにか重いものが脳のう天てんを打ち据すえた。いや、単に呼吸できずに気を失っただけなのか。ミズーは眼を閉じ、重力に従したがった。倒れるだけならばそれほどの距きよ離りを落下するはずはない。焼け落ちる瓦が礫れきに埋うもれるのにも、さほど時間はかからない。

　すっかりと死の気配に身を浸ひたしてから……

　ひやりとした湿しつ気けを感じてまぶたを開けると、そこはもとの部屋だった。

　炎はない。イムァシアの塔の室内。彼女の部屋。鼓こ膜まくに響くほど痛い無音の静せい寂じやく。そこにいる。

　なにも変わっていなかった。もともと立っていた場所を一歩も動いていない。ただ眼を閉じて再び開けるだけ──恐おそらく時間も、瞬まばたきの間しか経たってはいないのだろう。ミズーは嘆たん息そくした。あれほど煩うるさかったアマワの気配もない。

　なにもすることを思いつかず、ミズーは観かん察さつする必要もないほど知り尽くしたその場所を見回した。この部屋で、覚えられる限りのあらゆる距離を覚えた。敵と自分を隔へだてる距離。その距離を知れば、殺害は容易たやすいものとなる。

　ただひとつだけ。ここで学べなかった距離はただひとつだけだった。触れ合う距離。ほんの弱い力でいい。相手の存在を確かめるために肌と肌を摺すり合わせる距離だけが、ここにはなかった。

　いや、かつてはあったはずなのに忘れてしまった。

　ほんの弱い力。近い距離。

　そこにある手を握るだけの力と距離。

（そうか。それは……人を好きになる距離だ）

　それを失っていた。

　惨みじめにうなだれ、ミズーは別の場所で語られた話を自分の口の中で唱となえ始めた。

　暗くら闇やみがある。空気がなく、動くこともできない。

　そこに誰かがいる。どこにいるのかは分からないが、誰かがいる。

　誰かがそこにいることを確かめる方法はあるのだろうか。そこにいるということを信じる方法などあるのだろうか。

　ベスポルトが語ったのは、愛とはなにかということなのだろう。彼はその方法がふたつあると言った。ひとつはとても難むずかしく、もうひとつは簡かん単たんなこと。その後者としてアマワは現れた。アマワは信じる方法を提てい供きようしたのだ。必ず果はたされる契約。

（だからみんな契約した……ベスポルトも、ウルペンも、アストラも）

　なにかを信じたかった者が、否いや応おうもなく契約者になった。

　自然と、夢の中で聞いた呼びかけが耳に蘇よみがえる。

　あなたが一番欲ほしがっているものをあげる。契約者ミズー・ビアンカ……

　この敵はアイネストとは違う。さらにいやらしく、危き険けんな刃やいばを帯おびている。

（アマワは、確かにわたしの欲しいものを持っている）

　戦うならば、それと戦わなければならない。

　わたしは、わたしが一番手に入れたいものと戦わねばならない。

（わたしにそんな強さがあるの？　誘ゆう惑わくと戦うほどの強さが）

　武器を失った両手はほっそりと無力で、精霊を持たない身体はさむけを覚おぼえて震え続けている。

　それでも。

　ミズーは顔を上げた。見み据すえた先に、自然と扉を見つける。重じゆう量りようのある鋼はがねの扉──彼女はゆっくりと慎しん重ちように足を踏み出した。

　なにもない部屋には、無む論ろん、歩みを邪じや魔まするものもない。

　ほどなく彼女は扉の前に辿たどり着いた。扉は部屋の外側からしか開けられない造りになっている。こちら側には取っ手もなく、またあったとしても何重もの強きよう固こな鍵かぎがその鉄てつ板ぱんを壁と一体にしている。

　軽くかぶりを振ると、ミズーは扉を押した。それほど力を入れているわけでもない。開くはずのない扉は、納な屋やのように容易く道を開けた。そこに男の姿もない。塔の廊下ですらない。ただ一色の暗闇だけがそこにある。

　闇は冷たく、踏み込めば肌を傷つけるに違いない。行く手も分からず彷徨さまよっているうちに、唯ゆい一いつ持っていた体温すらも奪うばわれ、凍こごえながら死ぬだけかもしれない。

　それでもここが夢ならば……出ていかなければならない。

　ミズーは息を吸って、闇へと入っていった。つぶやく。

　大丈夫、アストラ。

　あなたを奪われたままにはしない。

　必ず取り返す。

「わたしたちのルールを決めましょう」

　部屋を後にする瞬間、やはり聞こえてきた声があった。

　振り返る間はなかった。それは姉妹の声だった。どちらが発したのかは定かでない。小さな声で──身を寄よせ合い話しているのだろう、それほど小さい声だった。

「ずっといっしょ。この部屋にはわたしたちふたりしかいない。それに姉妹だもの。ずっといっしょにいるの」

　それを聞いた次の日に、アストラがいなくなったから。

　だから泣いたのだ。その時からずっと泣き続けたのだ。

　足元の空間を踏み越え歩き去るたびに、なにもない闇におぼろげな夢の欠片かけらが浮かんでは消えていく。向かう正面にではなく通り過ぎる眼の端にだけかすめるようにして。

　アストラとふたり、イムァシアの赤い空を見上げた記憶。

　剣を取って距離を測はかり、疲ひ労ろうで意識を失うまで訓練を続けた毎日の記憶。

　夜中になってから起き上がり、また眠りにつくまでの短い時間、小声で無ぶ事じを囁ささやき合った記憶。

　互たがいの背せ丈たけを競きそうのは虚むなしいため、すぐに止めた──食事も同じでふたり等とう量りようの訓練、つまり限げん界かいまでの訓練を常つねに強きよう要ようされたので差はほとんど出なかった。ただ双方ともに見み栄えを張って背伸びしたがったためによく喧けん嘩かになった。

　八年前、アストラがいなくなって、そういった感情もすべて消えた。

（そしてアストラは……またいなくなった。帝都まで来て、わたしは彼女の死を確認しただけだった）

　だが。

「待っていて。アストラ……泣いている限り、わたしは死んでいない」

　闇の中でミズーは告げた。

「ベスポルトは愛の話をした。彼の話をわたしは勘かん違ちがいしていた。彼は……実在していなくても愛はあると言っていたのよ」

　彼女は歯を食いしばり、歩き続けた。やはり闇は冷たかったが、そう簡単に死にはしないことも分かっていた。







　第三章　アフター・デイ

　　　　　　（贖あがないの都）







　覚かく醒せいの微睡まどろみに、聞こえてくる音もない。

　自分が寝ねぼけているだけなのか、それともそこが無む音おんなのか。まだ分からないながらも、ミズーは眼を開けることができずにいた。背中はなにかに触ふれている。棘とげもなく平らかだった。居い心地ごこちは良くも悪くもない。

　根こん拠きよはないが、ミズーはとりあえず安あん堵どした。まだ身体が動かない。眼を開けることもできないが、皮ひ膚ふの感覚は少しずつもどっていくのが自じ覚かくできる。まずはさむけが押おし寄よせてきた。気温からは逃のがれる術すべがなく、冷れい気きが骨まで染しみ入っても筋きん肉にくが震ふるえないため、押しのけることもできない。

　動けないまでもひとつひとつ状じよう況きようを確認していく。彼女はどこかに横たわっている。地面にではない。硬かたいが、一応は寝しん台だいのようなものだろう。恐おそらく身体に毛もう布ふをかけられている。火の気はない──音も暖あたたかみもない。そのせいか寒さむかった。

　自分は眠っていたのだろう。そんなことをミズーはわざわざ思い浮かべて確認した。少なくとも、ずっと呼吸はしていたに違いない。肺を膨ふくらませるリズムは規き則そく正しく、変化ない。

　深い眠ねむりだったのだろうが、眠気は感じない。ただ身体が動かない。五感の回復にひどく時間がかかっている。もしかしたら、自分はまぶたを開けているのではないか──見えていないだけで。

　だが、違った。眼球の触しよつ感かんを取りもどすと、自分が眼を閉じていることが実感できた。どれほど深く寝入っていたものか、寝返りひとつ打たなかったに違いない。顔に髪かみもかかっていないし、背中と腰こし、そしてくるぶしに自じ重じゆうで圧あつ迫ぱくされた鈍どん痛つうがある。

　ようやくに。

　ミズーは眼を開けた。天てん井じようが見える。

　狭せまい世界──あるいは広い箱はこ庭にわのように。仕し切きられた木板の天井は無む数すうの染みと傷きず、埃ほこりで複ふく雑ざつな模も様ようが描かれている。どこかの小屋だろう。

「姉さん！」

　ずっとこちらを見ていたのか、それとも眼を開ける音でもするものなのか。即そく座ざにファニクが気づき声をあげる。視し界かいが馴な染じむのを待ってから、ミズーは横を向いた。彼女が横たえられていたその部屋には、ほかに彼がいるだけのようだった。ファニクがいたことに関しては、それほど驚おどろきもない。記き憶おくは曖あい昧まいだったが、自分を助けてくれる者がいるとすれば彼なのだろうと、漠ばく然ぜんと感じてはいた。

「姉さん……大丈夫っすか？」

　答えようとしたが、声が出ない。

　喉のどに痛みが走ったが、負ふ傷しようではなく渇かわきだろう。ミズーが咳せき込こむとファニクが駆かけ寄ってきて、水すい筒とうを差し出してくる。寝台に頭を置いたまま、彼女はかぶりを振った。腕うでが動こうとしない。恐きよう慌こうに苛さいなまれる中、感覚がまだもどっていないだけで自分の両腕が毛布をはね除のけていることにミズーは気づいた。背せ骨ぼねを反そらせ、声をあげる。この苦く痛つうには覚えがあった。獣の瞬間。それが終わると同時に込み上げる心痛の洪こう水ずい。ほんのしばらく忘れていただけだったが、忘れかけていたことには違ちがいない。寝台の上でのたうってから、ミズーはそのまま転げ落ちた。ファニクにぶつかってしまったのだろう。彼が取り落とした水筒から水を被かぶる。

　彼がなにかを呼びかけている。きっと彼女の名前だろう。ミズーは答えられず、悲ひ鳴めいをあげ続けた。

　悲鳴が嗚お咽えつへと変わり、そして譫うわ言ごとじみた罵ののしりへと落ち着いてから、なんとかミズーは身体を動かせるようになっていった。そして同じく、動かさずに済むように。麻ま痺ひと痙けい攣れんが鬩せめぎ合う体内で、わずかに残っていた自分の支配を少しずつ広げていく。その中で身体の様子も確認できた。着ている服はあちこち裂さけ、汚よごれている。戦せん闘とうの痕こん跡せきを示す血の跡あともひとつやふたつではなく、全身に倦けん怠たい感も残っているものの、あったはずの裂れつ傷しようや打だ撲ぼく跡は残っていない。怪け我がといえるほどの痛みすら感じない。
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　一通り確認する頃には、ミズーは床に座り込んで平へい静せいを取りもどしていた。最後に震えの残った息を吐き出し、答える。

「ええ……見ての通り健康よ」

「笑えないっすよ姉さん。まあ、一いち応おう医者に診みてもらったっすけど」

　改めてファニクの差し出した水筒を受け取る。ミズーは注意深く水をひとすくい手のひらにこぼし、暖あたためてから口に含ふくんだ。見回すとそこがあまり広くない小屋の中だと分かる。荷物はすべて几き帳ちよう面めんにまとめられていた。

　だからというわけではないが、直感に響ひびくものはあった──すぐに出なければならないという。だが、何な故ぜ？

「なにがあったの？」

　ミズーが問うと、彼は困こまったようだった。返した水筒に蓋ふたをしようとしながらうまくはまらず、手の中で弄もてあそんでいる。

　このペイン・ギャングの使い走りは、いつだって質問には即そく答とうしてきた。それほど長いつき合いというわけではないが、そんなやり取りに慣なれきっていたため、ミズーは次に訪おとずれた沈ちん黙もくに常つねにはない違い和わ感かんを味わった。彼が聞き取れなかったのかとも思い、もう一度繰くり返そうとファニクを見やってから口を閉じる。

　ファニクは考え込む姿し勢せいを隠かくしもせずうつむいている──いつもならばそんな時はどうせなにも考えていないのだろうと思うところだったが。結局のところ、ミズーはまた自分の鈍にぶさを罵った。

（いつもなら、とはね）

　もうとっくに非常事じ態たいなのだ。ファニクにも──恐おそらく誰だれにとっても──手に負えないほどの。

　自分でも葛かつ藤とうが長すぎると感じたのだろう。ファニクはしぶしぶ声をあげた。

「状況は、ちょっと、大おお袈げ裟さなことになっちまってるっす」

「大袈裟？」

「姉さんと別れた後──」

　ファニクの説明はそれほど長いものではなかった。魔ま精せい霊れいに襲しゆう撃げきされ、ベスポルトを見失ったこと。帝てい国こく兵から隠かくれつつ、はぐれたふたりを探しているうちに、奇き妙みような噂うわさを耳にしたこと。いわく、赤い髪の剣士が帝国兵に黒こく衣い、さらには影かげ人びとに至いたるまで見たものすべてを無む差さ別べつに殺して回っているという。まさかとは思ったものの確かに無む数すうの死体を発見し……

「それで、そっちを探すことにしたっすよ。姉さんが心配になったんで」

　彼はそう言葉を濁にごしたが、実じつ際さいにはその剣士をミズーのことだと思ったのだろう──気づいたが指し摘てきはせず、ミズーは黙って先を促うながした。

「そのうちに、俺も見たっすよ。赤い髪の剣士と……姉さんが戦ってるのを」

　ファニクはそこで言葉を切り、急に寒さでも感じたように両手を揉もみ始めた。

「変な感じだったっすよ。その近くには黒衣の格かつ好こうをした男がいて、なんか妙なことを口走ってたっすけど、さっぱり分からなかったっす。その男がなにかをしたっす。多分、水晶檻を投げたんだと思うっすけど」

　と、少し考えてから付け加えてくる。言って良いものかどうか躊ちゆう躇ちよしたのだろう。

「俺、それでふたりとも助からないと思ったっすよ。なにしろ凄すごい爆ばく発はつで。でも姉さんもまったく無む傷きずで、相手と距きよ離りが開いたらばったりと倒たおれちまって。剣士のほうはどこにもいなくなっていて──」

「姉よ」

　額ひたいに手を当て、ミズーは口を挟はさんだ。

「それがわたしの姉。アストラよ」

「……やっぱり、そっすか」

　ファニクが声を落とす。

　しょげ返った彼の姿を見ながらミズーは息を吸い──だが、次の一言が泣き言になりそうだと察さつしてそのまま黙もくした。彼の落ち込みに関しては想像がつく部分もある。ギャングはファミリーと呼ばれる絆きずなを神しん聖せい視しする。それは必ずしも血けつ縁えんと同どう義ぎではないが、同じようなものではある。

　彼の肩に触れようかとも思ったが、それは止めた。気味悪がらせるだけだろう。ミズーはとりあえず寝台を頼たよりに立ち上がり、思いつきで話を繫つなげた。

「あなたは襲おそわれなかったの？」

　彼はそれを考えていなかったのか、驚おどろいたようだった。

「姉さんが助けてくれたっすよ」

「え？　ああ……そうね」

　複雑な思いとともに唇を嚙かみ、同意する。ファニクはなおも早口でその時の状じよう況きようを語り出した。大したことではない。多くは取り留とめのない内容だったが、それを聞きながらミズーは顔を上げた。

「わたしのそばに誰かいなかった？」

　またもや唐とう突とつな問いに、ファニクは今度は驚くというより呆あつ気けに取られたようではある。意味が分からなかったのだろう。

「どんなっすか？　さっきの黒衣みたいな奴のほかには、誰もいなかったっすよ。まあ生きてるのは誰も」

「そう。いえ、別にいいの」

　ミズーは遮さえぎって、喉の奥に罪悪感の味を覚えながらかぶりを振った。今はそれよりも、聞かなければならないことがほかにある。

「それで、わたしをここに運んでくれたのね？」

「ういっす。ベスポルトもあの兄さんも無事だったっすよ。みんな昨日まではここにいたっす」

　言われて自然と、ミズーはあたりを見回した。誰の痕こん跡せきがあるわけでもない。それでも見えない隅すみにでも無ぶ骨こつな大男の姿が残っているように思えた。彼は愛について語った。その彼自身は、愛を遂とげたのかどうか。わたしでも助けになれることがあるのかもしれない。そのくらいの借かりはきっと……

　と、ようやく気づいてミズーは顔を上げた。

「昨日までは？　あれから何日経たってるの？」

「姉さんは丸一日眠ってたっす」

　最後まで聞かずにミズーは寝台から飛び降りた。

　床にそろえてあった靴くつを急いで履はき、駆かけ出す。狭い部屋、言うほどの距離でもない。扉とびらを開け、もうひとつの部屋を突っ切るとそこが玄げん関かんだった。背後から呼び止められているのには気づいていたが、ミズーは構かまわず外に出た。

　帝てい都とイシィカルリシア・ハイエンド。不死者の棺ひつぎ、永遠の船。空にまで至いたる塔とうはないが、この都は永えい劫ごうの終わりまで陸りくの海から沈むことはない。

　先せん帝ていカリオネルは戦争によって得た民にそう告げた。

　精霊の威い力りよくを擁ようし、そして精霊によって富とんだこの都は、数十年にわたって世界を支配した。何者にも──貪どん欲よくなアスカラナン商人たちにすら──侵おかされることなく、神のように魔のように君くん臨りんした。

　彼女が意識を失い、そして目覚める時に消え失せているような、蜃しん気き楼ろうの街とは違う。

　開け放った扉から手が離れる。呆ぼう然ぜんとしたままミズーは進み出た。風が吹いている。どうしようもなく冷たく、乾かわいた風が。氷のように冷たく、火のように鋭するどい。まるで鋼はがねの刃やいばだった。実体はないが実害ある寒かん風ぷう。どこかで味わったことがある。

「高地で、硝しよう化かの森に吞のまれた村ってのを見たことがあるっすよ」

　声をかけてきたのはファニクだった。

「家や井い戸ど……そんなものの形は残ったまま、凍こおり付いたみたいに動かないっすよ。なにも動かないから音がない。風だけが吹いてる。こんな、冷たい風がっす」

　振り向かずにミズーは、帝都のなれの果てを見つめ続けた。

　帝都の姿が大きく変わったというわけではない──まさにファニクの言う通りに。むしろ整せい然ぜんとした白い街まち並なみは変わらない。人の姿はなく気配もない。

　植うえ木きも、雑ざつ草そうも、突とつ如じよとして訪おとずれた寒かん気きに勢いをなくしている。荒らされたわけでもないというのに抜け落ちた芝生しばふが陰いん気きな黒い地面に混ざり、溺おぼれかけた姿を見せている。

（硝化していく？……帝都そのものが）

　それは帝都が人の住める場所でなくなったというだけに留とどまらない。帝都が人のものではなくなったということだった。硝化の森は人を拒こばむ。人はどう工夫しても硝化の森で生きることはできず、破は壊かいし、駆く逐ちくすることすらできない。

　帝都は、この上ない意味で滅ほろんでいた。もう二度と人の手にもどってくることはない。

「ハンターによれば、本来は、何十年もかけてゆっくりと侵しん食しよくされるものだとか。たった一晩やそこらで都ひとつが硝化するなんてのは聞いたことがないっす。しかも硝化の森から離れたこんな場所では」

「誰かが、そっくり受け渡してしまえば別よ」

　ファニクの言葉に、ミズーは反はん射しや的に答えていた。言ってから、自分でもよく分からないと気づく。

　ましてやこのペイン・ギャングには返答自体が寝ね耳みみに水でしかなかっただろう。奇き妙みようそうに訊きいてきた。

「誰が、誰にっすか？」

　ミズーは答えなかった。風が肌はだに痛みを残すように、その光こう景けいは瞳を傷つける。彼女が意識を失う一瞬前までは、平へい穏おんを信じ切った帝都民を育んでいた都が。今はこうして滅び去るまでの最後の歩数を数えている。

　いや。

　思い直してミズーは首を振った。

「それとも……昔から何十年もかけて侵食されていたのかもしれないわね」

　今度は、ファニクが黙して答えてこなかった。だがそれにはこだわらず、ミズーは振り向いて彼を視界に収めた。

「一日で帝都民が全員退たい避ひできるわけはないわね。生き残りはどこにいるの？」

　それが絶ぜつ望ぼう的な問いであることをファニクの困こん惑わく顔が示していた。

「それが信じられないことっすけど、帝都に生存者はいないかもしれないっす」

　彼の吞のん気きな声音すら、不吉に化けた。

「俺、姉さんを運び出せる人手を確かく保ほできないかと、帝都にいるファミリーに接せつ触しよくしようとしたっすよ。でも全員死んでたっす。状じよう況きようから、硝化が始まるより先……昨日の夜にひとり残らず殺されたんじゃないかと思うっす」

　乾かん燥そう風に混じり、空気の重さがのし掛かかってくる。

　その塊かたまりを吞のみ込めず、舌の上で慎しん重ちように転がしながらミズーはつぶやいた。

「……殺された？」

「剣で殺されていたんすよ。全員、まるで殺されたことに気づいてすらいなかったような死体だったっす」

　ミズーは力を抜いた。

　脱だつ力りよくしたからではなかった。ただ抗あらがえない無力感が身体を突き抜ける。これで、すべての仕し組くみは理解できた。滅びの引き金の在あり処か。もう訊きかなければならないこともない──が。ミズーはうめいた。

「どうしてわたしたちは無事なの？」

　問われて、ファニクが大きく首を傾かしげる。

「さあ、そればっかりは……ベスポルトは、姉さんのそばにいれば誰よりも安全だって言ってたっすけど。よく分からないっす」

（世界は、本当に滅びる）

　密ひそかに呼吸を荒らげつつ、ミズーは自じ問もんした。

（仕組みは分かった……でも、どうすればそれを止められる？）

　アストラが今、どこにいるのかすら分からない。見つけたところでなにをすれば良いのかも。

　と、ちょうど警けい告こくでもするように吹き付けてきた硝化の風に身をすくませ、ミズーは嘆たん息そくした──まずは現時点でできることから片付けていくしかない。たとえそれが当たり前過ぎて、くだらないと思えることであったとしても。

「帝都を脱だつ出しゆつしないと」

　努つとめて平静を装よそおい、彼女は告げた。

「本当にここが硝化するのなら、装そう備びのないわたしたちは生き延のびられない」

　ミズーは荷物を取りに小屋にもどろうと、きびすを返した。と、ファニクがおずおずと声をあげてくる。恐おそらくこれが、悪い知らせの最後なのだろう。

「あのぅ、姉さん……」

　彼は申もうし訳なさそうに頭に手を当てうなだれていた。

「姉さんの精霊が入ってるあの板の。見つからなかったんすよ」

　彼の手が獅し子し彫ちよう金きんのマント留めを象かたどるのを見るまでもなく、なんの話をしているのかはすぐ知れる。ミズーは手で自分の肩に触ふれた──マントも水晶檻もそこにはない。

　寂せき寞ばくたるものを覚えつつも、ミズーは告げた。

「いいの。誰が持ってるのかは分かってる」

　もはや人のいない帝都の、空くう漠ばくとした静けさに。その囁ささやきはかすれて消えていった。




　帝都に死し臭しゆうがないことを、幸いだったと思うべきなのかどうか。

　準備を調ととのえ、都外へ出ようと慎しん重ちように進み始めたところで、ミズーは答えが出る望みもなくつぶやいた。殺さつ害がいは夜間に行われた。そのおかげだろう、街がい路ろに死体が散さん乱らんしているということもなく、それこそ清せい閑かんとした大気だけが重量を増して街を圧あつしている。気温も下がり、乾かん燥そうした風に吹かれるこの都では、そうそう早く死体が腐ふ乱らんするということもあるまい。

　それでも、血けつ臭しゆうのひとつも感じることなく、その実じつ想像を絶ぜつするほどの死体が積つんであるはずの中を歩くのは到とう底てい気分の良いこととは言えない。足元に転がる死体を踏み分けて歩くことと、どちらがまともとも言い難がたい。

　誰が言い出したことでもないが、ミズーはファニクの後ろを歩いていた。それほど警けい戒かい感を見せない背中を見ていると忘れかけてしまうが、彼はペイン・ギャングである。彼はいかにも居心地悪そうに見えた。どれだけ危き険けんに鼻が利きこうと、彼らは兵士とは違う。法に守られた秩ちつ序じよの中で、法に守られながら自らは犯罪を担になう、それがギャングである。秩序が崩ほう壊かいすると彼らはかえって身を守る方法を失う。

　帝国の統とう治ち下にあることは、彼らには好こう都つ合ごうだったはずだ──だからこそ彼らは他人よりわずかに自由でいられる。

（これからは、どうかしらね）

　やはり声に出さず、ミズーはうめいた。

　信じ難いことだが帝都はたった一夜で失われた。帝都は帝国のすべてだった。つまり帝国そのものが破壊されたに等ひとしい。これまで帝国辺へん境きようと呼ばれていた元辺境諸しよ国こくは一いつ斉せいに解放に向けて動き出すだろう。帝国の宿しゆく敵てきであったアスカラナンが攻せめ込こんでくることも大いに考えられる。簒さん奪だつされた大陸の支配権を奪うばい返すためであれば大たい義ぎにもことかかない。辺境諸国が団だん結けつして対たい抗こうするならば、戦争は長引くだろう。あるいは帝国の被ひ支し配はいに慣なれた辺境諸国は抵抗などしないかもしれないし、そもそもそんな力はどこにもないのかもしれない。これも、どちらが幸いであるのかなど誰にも分からない。

　戦争が収おさまり、新たな秩序が現れて初めて、ペインは今までと同じように振ふる舞まえるようになる。もっとも、新秩序が彼を受け入れてくれればの話だ。ハンマー・ペインの頭が──頭突きの威い力りよくではなく──問われることになる。

（彼なら自信たっぷりに言うでしょうね。そんなことは問題じゃないと。でもあの男がこれから必要とするのは……度ど胸きようのある女ではなくて、殺し屋になる）

　苦笑して、ミズーは手に下げた剣の重さを思い出した。剣は鞘さやに納おさめたまま、巻き紐ひもを持ってぶら下げている。手がふさがるのは不ふ便べんだが、剣けん帯たいがないため仕し方かたなかった。剣は例によってファニクがどこかから調ちよう達たつしたものだったが、新品ではない。実じつ際さい、どこかの死体から失しつ敬けいしてきたものかもしれない。

　ぼろぼろで用を為なさなくなっていた服も着替えたが、いつもと違うマントは重苦しく感じられた。実際、高級品なのかもしれない。生地は厚く、風の中でそれほど身をすくませる必要もなくなっていた。武ぶ装そうした自分たちの姿はよそからどう見えるのだろうかと、ミズーはため息をついた。火事場泥どろ棒ぼうか、強ごう盗とうか。

「帝都を出て、どこに向かうっすか？」

　唐とう突とつに訊きかれ、ミズーは物思いを中断した。弾はじけた泡あわでも集めるように、なんとか言葉をまとめる。

「え？　ああ……そうね。どこに行けば良いのかしら」

　と、振り向いたファニクの表情になにかが表れたというわけでもないが、この返答ではあまりに馬鹿馬鹿しすぎると気づいて、ミズーは付け足した。あたりを見回しながら、

「とりあえず、硝化していないところまで離れないと」

「はっきりしてるわけではないっすけど、硝化が始まったのは帝都だけのようっすよ」

「そう……なら帝都を出たら、どこっていう指し針しんもないのね」

　ぼんやりと視線をもどし、問いかける。

「帝都には、本当にもう生存者はいないの？」

　ファニクはただ、肩をすくめてみせるだけだった。

　もとより答えを期待したというより確認しただけだった。既すでに一度聞いている。そもそも聞かずとも分かることかもしれない。この帝都を武装して、大手を振って歩いているということは、つまりそういうことだった。帝都がほんの一部でも生き残っていればこんなことは許されまい。

（なら、きっと……アストラはもうここにいない）

　恐らく、殺人精霊は生者とともにある。常つねに生者のもとに在ろうとする。殺すために。

　道どう理りで考えればそうなる。だが、ならば今はどこにいるのかまったく分からない。

（世界のどこか。それくらいしか）

　帝都ですら一夜で全ぜん滅めつする。どこかで大量殺人の噂うわさを耳にしたとして、そこに向かったところでもう間に合わない。

（偶ぐう然ぜんを頼りに探し回るしかない？　それともアストラは世界すべてを殺して回って、最後になるまでわたしの前には現れようとしないかもしれない……）

　と──

　またもやファニクの声が黙もく想そうを破やぶった。

「特に考えていないのなら、ボスのところに帰るのはどうっすか？」

「帰る？」

　ミズーがこだわると、彼は愛あい想そ笑わらいのようなものを浮かべてみせた。

「次になにをしたらいいか分からない時には、休めるところにもどるのが良いっすよ」

「休めるかしらね」

　皮ひ肉にくを返すつもりはなかったが、つい口をついて出た言葉はファニクを驚かせたようだった。ミズーは慌あわてて視線を逸そらすと、早口で誤ご魔ま化かした。

「厚こう意いはありがたいけれど、帝都を出たところでわたしたちは離れたほうが良いみたい。あなたはペインのところに帰りたいでしょうし──」

「そんなわけにいかないっすよ！」

　ファニクが慌てた様子で、言い返してくる。

「俺の役目はちゃんと説明したじゃないっすか」

　静まりかえった硝化の都に、彼のわめき声は響き渡った。不思議と反はん響きようはしない。砂に吸すわれるように消えていく。

「あなたの助けが不必要だったわけじゃないし──その、むしろ大いに助かったけれど、でもね、事情があるの」

「事情なんか誰にだってあるっすよ」

　彼は心しん底そこ困ったのか、いつにない強ごう引いんさでにじり寄ってきた。

「別に変なつもりとかはないっすよ。これが俺の仕事だし、役に立ちたいっすよ」

「アストラを見たんでしょう？」

　突き放すために強く、ミズーは告げた。

　実際に半歩ほど退いたのは彼女だったが。ファニクと距きよ離りを取り、彼の様子を凝ぎよう視しする。ペイン・ギャングはあっけに取られて口を半分ほど開いていたが、やがてすぐに認めてうなずいた。

「見たっすよ」

「あなたは殺されていてもおかしくなかった。いや、殺されてないのがおかしいくらいね。わたしはそれを追うの。だから──」

「そんな心配は、おせっかいっすよ」

　よりにもよってこの男から言われ、ミズーは一瞬言葉を失った。だがその瞬間、議ぎ論ろんが中断したその隙すきに、脳のう裏りに閃ひらめいたものがある。

（……物音？）

　足音だった。我知らず立ち止まって口こう論ろんしていたため、自分たちのものではない。

　彼女と同時にファニクも察さつしたようだった。彼は自分の剣も調ちよう達たつしていたが、抜いてはいない。構えるよりもあたりを見回している。

　ミズーもマントの下で剣を摑つかんだ。意識を研とぎ澄すまし、変化を待つ。

　足音は近づいてきている。歩ほ調ちようからすると走っているのだろう。こちらの話し声を聞きつけたのは確実だった。

（生存者はいないんじゃなかったの？）

　息を吞のむ。自問にはふたつの答えがあり得た。実は生存者がいた。もうひとつ、やはり生存者はいない。

　後者ならば、近づいてくるのは……

（アストラ？）

　いや、アストラならば足音など立てない。だがここが本当に硝化の森になったのならばまた別の精霊が発生していてもおかしくない。

　足音の源みなもとは直ちよつ感かんで特定できた。その方向へと向き直り、緊きん張ちようを高める。

　無人の街の風景などそれほど気にしていなかったのだが、ミズーはその時初めて、自分たちのいる場所が商店街だったところだと気づいた。識しき字じ率りつが極きわめて高い帝都では、看かん板ばんも絵ではなく飾かざり文字が多い。眼がん前ぜんのブロック隅すみには食料品店があり、音はその角から近づいてきている。

　注ちゆう視しの中、銀色の影が飛び出した。刹せつ那な。

　ミズーは跳ちよう躍やくした。殺さつ気きが後を追いかけてくる。激はげしい振しん動どう音が硝化の大気を震ふるわせる。彼女が立っていた場所が砕くだけた。破壊を振りまくこの振動音には当とう然ぜん記憶にある。

　銀色の精霊を鎧よろいにしてまとっている少女は地面からわずかに浮かび上がり、滑かつ空くうするように突進してきた──真っ直ぐ、なんのフェイクもなく、ミズーに向かって。剣を抜く間もない。ミズーは剣を鞘さやごと放り投げた。低く、鋼こう精せい霊れいの足元に。

　速さは隙すきを奪うばう。ミズーから抜ばつ刀とうの時間を奪ったように、少女からも避よける時間を奪った。少女はどうにもできずその鞘に足を取られ、顔面から派は手でに転てん倒とうした。鋼精霊の振動音、風切る機き動どうの高こう音おん、小さな悲鳴、そして金属が舗ほ装そうされた路ろ面めんに激げき突とつする衝撃音と順じゆん番ばんに現れては次の音に順番を譲ゆずっていく。だが不思議と最後にそれらが混まざった。恐らく、余よ韻いんだろう。打ち込こまれた路面からさらに跳ね返り、後ろに跳ね飛ばされる。

　それで動きが止まったわけではない。鎧の少女はすぐに起き上がると、凶きよう暴ぼうな眼まな差ざしでなにかを叫んだ。精霊への指示なのだろうが、振動音に紛まぎれて聞き取れない。

　遅れて、同じ角から若い男が姿を見せる。彼もまた呆ぼう然ぜんとしている間、さらに数秒待ったが、もうそのほかに続けて現れる者はいない。

　ベスポルト・シックルドも、フリウ・ハリスコーも。あるいは──なんとなれば──リス・オニキスも、エリコ・スアハも、ウルペンも。名前は知らないあの影人でも良かったが。いない。

　鎧の少女を睨にらみながら、ミズーは声をあげた。

「待って！　なにをいきなり──」

「お前はっ！」
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　なにが油を注そそぐ結果になったのか、少女は──マリオ・インディーゴはさらに険けん悪あくに発声を裏返らせた。まだ足に絡からまっていた剣を拾い上げ、それを抜き放つ。

（本気？）

　ならば本気で対たい抗こうするしかない。ミズーはファニクに目め配くばせして体たい勢せいを作った。この娘と鋼精霊とは戦ったことがある。初しよ見けんから評価は変わっていない。マリオは念ねん術じゆつ能力者としても精霊使いとしても取るに足らない。だが鋼精霊への対抗手段が、今はない。

　つまり、本当に戦闘能力を奪おうと思えばマリオ・インディーゴを傷つけるより他に手はないということだ。

　剣を振り上げ、少女が声高に言い放ってくる。

「ベスポルトは死んだ。わたしはもう自由」

　そんなことを言い出したのは、戦闘への恐きよう怖ふがあるからだろう。彼女自身も認めはしないだろうが、大きく見開いた眼に怯おびえをのぞかせながら、あとを続けてくる。

「エングの仇かたき討うちをさせてもらう」

（なんの話？）

　理解できない仇討ちのことではなく。

（ベスポルトが、死んだ）

　戦闘対たい峙じすら忘れて、ミズーはうめいた。あからさまな隙だった。当然、それを見て取ったマリオが飛び出してくる。

　衝撃を受けていたことは噓うそではない──が。身に染しみた戦闘経験は、そんな隙にすら身体を動かすことを忘れさせてはくれなかった。意識せずとも予め意図していた方向に身体が舞う。そこにはファニクが横から放ってくれた剣が、やはり鞘さやに納おさめられたまま浮いている。ミズーはそれを受け取ることもなく、手ではたいて軌き道どうをずらした。突とつ撃げきしてくるマリオの足元に。

　先ほどと同じ速度が出ていたということなのだろう。マリオの転倒は、先せん刻こくとまったく同じ音を立てた。地面を転がって通り過ぎていく鋼精霊の背中を見とどけてから、ミズーは視線をもうひとりの男へと移していた。マリオから遅れて姿を見せた、例の元警けい衛えい兵である。

　マリオも二度は起き上がらなかった。その中で、

「あくまで私し見けんっすけど」

　ファニクの声だけが静かに場を制せいした。

「別にそんなに嬉うれしくなくっても、再会の時っていうのはもっと喜び合って良いんじゃないっすかね」

「わたしはその女を殺すのよ！　なにがあろうと！」

　精霊の鎧の中から、マリオが鋭するどく叫んでくる。彼女がすぐに立ち上がらないのはダメージというより、自じ尊そん心の問題なのだろう。

　一気に面めん倒どうを感じて、ミズーは声をあげた。

「ええ、そんなのいちいち宣せん言げんしなくても見れば分かるわよ！　二回も試ためしたんだから、次にまた考えなしに突とつ進しんしてくるのを急ぐ必要はないでしょう。少しでいいから話させてちょうだい！」

　勢いきおいに任せ、怒ど鳴なりつける──もっとも心の表ひよう層そうにあったのは怒りではなく、声を荒らげたのもはったりのためだった。自分が精霊を失っていることをこの娘が気づかなければいいが。

　と、警衛兵へと向き直る。マリオの視界から左肩を隠かくしながら。

「見ての通り、こちらに戦せん意いはない。そっちのほうに用がないのなら、このまますれ違うのがお互いのためだと思うけれど」

「待ってくれ」

　元警衛兵が遮さえぎるように手を前に突き出してみせた。

「……君は敵じゃないのか？」

　彼の言いぐさに、皮肉でも言っているのかと顔をしかめる。その男は武器こそ構えていないものの、距離を取りながらはっきりと警戒していた。本気ではあるらしい。なんのつもりかは分かりかねたが。

「敵対する意味があるとは思えないけど」

　嚙み合わない話に焦じれながら、ミズーは相手を観かん察さつした。マリオ・インディーゴはこの際さい、手がかりにならない──彼女はいつだって混乱しているし、飛びかかってくる。だがこの警衛兵までもがあからさまに恐怖し、得体の知れないことを言っているのは不ふ可か解かいだった。もう少し理性的な男だと思っていた。最後に見た時、彼はなにをしていたか……

　思い出し、ミズーは得心した。彼は確かアストラから逃げようとしていた。なにも知らなければ、自分とアストラを混同していてもおかしくない。

「敵じゃないわ。本当よ。あなたが見た赤い髪の剣士はわたしじゃない。わたしではない別のものよ」

　これは正気の沙さ汰たではない。自分の言葉を自分で聞いて、ミズーは苦く笑しようした。警衛兵はますます混乱して眉まゆ根ねを寄せている。その表情は泣き顔にも似ていた。

　が、それでも長い間フリウ・ハリスコーにつきまとい、正気とは程ほど遠とおいこの旅にも慣なれてきたということか。彼はなんとかして合ごう理り的なことをした。分からないことは棚たな上あげして、現実にもどってきたのだ。

「ぼくらは、フリウを探してるんだ。見なかったか？」

「フリウ・ハリスコーを？」

　ミズーはファニクを見やった。ペイン・ギャングはほかにどうしようもなく、かぶりを振っている。

　警けい衛えい兵は返事を聞くまでもなく、途と方ほうに暮くれた面おも持もちで続けてくる。よほど慌てているのだろう。数少ない美点のひとつだった、警官らしい冷れい静せいさすら失われている。

「ぼくらは帝てい宮きゆうに行ったんだ。だけどみんな死んでいて、そうしたらどういうわけかフリウと突とつ然ぜんはぐれてしまった。彼女が例の破は壊かい精せい霊れいが街を破壊しながら外に出ていくのが見えたから、帝都から出ていったのかと思ってマリオに追ってもらったけど、荒こう野やのどこにも見つけられなかった。だから今は帝都を探して──」

「ちょっと落ち着きなさい」

　次し第だいに支し離り滅めつ裂れつになっていく話を制せい止ししようとすると、彼はいきなり思い出したように顔を上げた。頼りなく困こん惑わくした眼まな差ざしに、さらなる悲ひ嘆たんの色が滲にじむ。

「帝宮で、ベスポルトが死んだ。誰にかは分からないけれど、殺されていた」

「……そう」

　改めて聞かされ、ミズーはそれだけを口にした。特に驚きはしない。契約者は不死だなどと、そんなことは信じてもいなかった。それが証明されただけのことなのだろう。

（いいえ……）

　どこかでは、かすかに信じていたのかもしれない。やましさを胸にミズーはうつむいた。ベスポルトには借りがある──途と方ほうもない借りがある。だが結局、彼には礼すら言えなかった。

　感傷の波に揺れる間に、話の大半を聞き流していた。警衛兵はまた落ち着きなく、ベスポルトの遺い体たいをその場で簡単に埋まい葬そうしたことや、その他に帝宮でなにがあったのかを説明していたらしい。ただし思いついた順じゆん番ばんに話が飛ぶため、聞いただけで理解するのは難むずかしかった。その中で、

「赤い髪の剣士が……」

　彼の漏もらした一言に、ミズーは表情を変えた。

　よほど驚いたのか彼が話を止める。ミズーは相手に詰つめ寄よった。

「それが帝宮にいたのね？」

「ああ、だが──」

「……あれはあなたじゃないの？」

　混乱した顔がもうひとつ。マリオ・インディーゴがすっかり呆ほうけた面持ちで割り込んできた。いつの間にか起き上がって、ただ両手を下げて立ち尽くしている。それがひどくみじめに映うつるのは、およそ信じがたいほど根こん元げん的なものに裏うら切ぎられたかのように大口を開けているせいだろう。

　ようやく、ミズーは勘かん付づいた。仇かたきとはアストラのことなのだろう。少女にも分かるようゆっくりうなずいてから、告げる。

「ええ。信じるか信じないかは、あなたに任せるしかないけど」

　開いていた口を閉じ、少女の表情は怒りを消しよう沈ちんさせる一方で生気をも失って見えた。何回かの迷いの末、マリオが感情なくつぶやく。

「そうね……あれは、あなたじゃない」

「？」

　すんなりと認められたことにかえって不気味さを覚え、ミズーは眉まゆを上げた。マリオは答えるつもりではなかったろう。ただ独ひとり言のように繰くり返した。

「あの剣士はそっくりなだけで、なにもかも違う……」

　と、顔を上げる。

「帝宮から剣士は姿を消した。探したけれど、やっぱりどこにもいない。ベスポルトが死んで、わたしの仕事は終わったから、もうあとはあの剣士を見つけだして──」

「フリウのほうが先だろう！」

　元警衛兵の非ひ難なんにもマリオは動じなかった。動揺からも回復し、眼を向けることもなく冷れい淡たんに断だん言げんした。

「それはあなたの都合でしょう。わたしはエングの仇を討つ」

「エングってなんだ」

　不ふ機き嫌げんにうめく彼に、マリオは自分のまとった精霊を示した。

「わたしの精霊よ！　二体のうち一体をあの剣士に滅ほろぼされた。わたしは絶対に──」

「あれはわたしの姉よ」

　話を打ち切るつもりでミズーは告げた。案の定ふたりは絶ぜつ句くしている。

　だがやはりベスポルトの名を聞いた時と同じやましさで、彼女はあとを続けた。

「わたしが追うわ。ひとりで」

　ファニクを盗み見ると、やはりなにか言いたげに唇を動かしていたが、この場でまた口を差し挟んでくるほど無ぶ遠えん慮りよな男ではない。それは狙ねらい通りだった。

「そんなのは、わたしには関係が──」

　少女の反はん論ろんもまた同じではある。ミズーは彼女の鎧の肩に手を触れた。まったく予想外だったのだろう。気味悪そうにそれを見下ろし、マリオが黙る。

「一度あれと戦ったなら、敵かなう相手じゃないのは分かったでしょう」

「剣士が姉なら、あなたはその味方なんじゃないの？　だからわたしを遠ざけようとしてるんじゃないの？」

　一息にまくし立てるマリオに、思わず息を詰める。

　押し出そうと喉まで出かかった言葉が、どれもすべて舌の上で消えた。なにひとつとして適てき切せつな返答が思いつかない。

　が、逡しゆん巡じゆんは長続きしなかった。それまで黙だまって散らばった剣を拾っていたファニクが声をあげたのだ。

「話は後にして、ここを離れたほうが良いと思うんすけど」

　足を持ち上げて裏をのぞき込みながら、

「靴の裏がどんどんすり減へってる気がするんすよね。ここが硝化の森になるんなら、あまり裸足はだしでは歩きたくないっす」

「そうね。とりあえず帝都の外に出ましょう」

　嘆息して、ミズーは彼の提てい案あんを受け入れた──もっとも実際には反射的に飛びついたというほうが近いのだろう。自覚して、ほぞを嚙かむ。提案そのものは的を射いているが、それをだしに都合の悪い問いから逃げるのに利用した。

　それでも、ほかにどうすることもできない。警衛兵に向き直りミズーは続けた。

「フリウ・ハリスコーも帝都にはいないわ。あの子はヌアンタット高地の子でしょう。硝化の森で生きていけないことはよく分かってるはず」

　そしてもちろん、とっくに死んでいるということもあり得る。

　それを言えば、警衛兵は怒って飛びかかってくるだろうか。そうかもしれない。どのみちここでそれを言い合ったところで結果が変わるわけではない。肝かん心じんなのは、なにかが既すでにどうなったのかを推すい測そくするのではなく、これからどうするかを決めることだ。

　借りのことが脳のう裏りをかすめた──ベスポルトへの借りが。彼にはなにひとつ返せなかったが、せめて娘を助けるくらいのことはできるかもしれない。

（駄だ目めだ）

　ひとりでかぶりを振る。なにひとつ役に立てそうにはない。自分の問題が差し迫せまっている。それでも……もしあの娘が助けを求めて自分を呼ぶようなことがあるのなら──

　視線を上げると、全員がこちらを見ていた。自分の言葉を待っているのだと唐とう突とつに気づき、ミズーは慌てて口を開いた。

「あの子はそう簡単には死なない」

　ベスポルトが死んだのなら。夢でアマワが語っていたように、契約はあの娘に相そう続ぞくされたに違いない。少なくとも契約は当面の安全程度は保ほ障しようしてくれるはずだった。

　が、それを説明するのは困こん難なんだろう。ミズーは別の理由を探すと、あとを続けた。

「精霊使いだもの」

　それはいかにも虚むなしい理由ではあったが、立っている間にも冷たい風が吹き付け、生者の脱だつ出しゆつを促うながすならば、理由探しをしている場合ではない。

　無言のままミズーは歩き出し、ほかの全員がついてくるのを確認した。振り向いて、視界に入った街並みに身み震ぶるいする──帝都の別の場所となにかが違うわけではない。変わったのは胸をよぎる、この都の名前だった。

　硝化の風に沈んでいく。

　帝都は死者の棺ひつぎになったのだ。







　第四章　ファンシー・コーチ

　　　　　　（精霊使いの鉄則）







　帝てい都とを出る頃には日が暮くれかけていた。

　地面が硝しよう化かしていないことを確かめ、野や営えいに選んだ場所からはまだ帝都の壁かべが大きく見える。帝都の灯ひがなければ荒こう野やはどこまでも暗く、広く、寒い。それでも硝化した帝都に比べればまだしも安あん堵どを覚えた。少なくとも、荒野はただの荒野だった。

　まだ明るいうちに手て頃ごろな岩塊を見つけ、ミズーはそれを念ねん糸しで熱ねつした。岩が熱を放ほう射しやするようになると全員そこに集まり、各おの々おの適てき当とうに居い場ば所しよを決めて休み始める。薪まきがないため火が起こせない。やがて完全に日が落ちると、乏とぼしい星と月の明かりは、あたりの地形と、そして疲ひ労ろうで肩を丸める男女の輪りん郭かくをぼんやりと浮かび上がらせるだけだった。

　食料だけは豊ほう富ふにあった──ファニクは保ほ存ぞんの利きく乾かん燥そう食料を人数分取り出して分配すると、半ばやけくそ気味に口に放り込んでは味に文もん句くをつけていた。警けい衛えい兵は穏おだやかに食事を拒こばみ、陰いん気きな面おも持もちをさらに暗く沈しずめていた。マリオ・インディーゴもやはり食べずに、あたりを見回ってくると席を外してそのまま帰ってきていない。

　ミズーは多少離れて、食料をひとつまみ千切っては口に入れ、それを飲み下す苦く行ぎようを続けていた。味あじ気けない乾燥食料を食べながら、物思いも単たん調ちようになっていく。砕くだいた雑ざつ穀こくの塊かたまりを嚙かみしめているうちにミズーは自然と星を見上げていた。占せん星せい術者なら星の位置や輝かがやきにも意味を見出すのだろうが、自分にとってはただの標識以外の何物でもなかった。頭の中に入っている大陸地図の、帝都の位置を塗ぬりつぶす。そこには新たに別の地名を書き込まなければならなかった。硝化の森か、それとも別の呼び名がつけられるものなのか。

　位置と方位を気にしてミズーは視界を移した。北方。アスカラナンにリトホーフル、氷海の呪のろわれた地。ベントの大だい地ち渦うずに黄こう樹じゆ海かい。聖せい庁ちようレント・ジルオージラ。氷ひよう海かい闘とう士しやミッショーの透とう明めい裸族といった、念糸使いと並び恐おそれられる異い能のうの民。知ってはいても見たことのない地名や民族がいくらでも浮かぶ。

　つい数日前まで世界は広大なものだった。果はてしなくどこまでも続くものだった。今はその終わりが見える。

　気の進まない食事を終えると、ミズーは剣を携たずさえ立ち上がった。顔を向けてくるファニクに告げる。

「気き晴ばらしに歩いてくる」

　歩き出すと、多少は思し考こうも動いてくれた。戦争が起こるだろう。帝国という大たい敵てきを失ったアスカラナン商連合は、今度こそ精せい霊れい技ぎ術じゆつを手中にしたいに違いない。第二の帝国が現れる前に。だがそれも、まだこの世界に支配するほどの価値が残っていればの話だ。

（アマワがすべてを奪うばっていくのなら）

　世界が終わるのであれば。

　ふと思い浮かんだのは、大頭のペインのにやけた顔だった──街ひとつを牛ぎゆう耳じるために身内の悪党同士で暗あん闘とうを続けている。歳としのわりに子供じみた女好きのあのギャングが、それほど幸福な末まつ期ごを迎むかえられるとは考えにくいが、それでも彼は自分の支配する街の価値などというものを疑うたがってはいまい。

（わたしは……）

　思し索さくはそこで停止した。

　それなりの距離を歩き、最初の休きゆう憩けい地から離れている。ミズーはそこで立ち止まって剣を抜いた。重さを確かめるとともに、靴くつの裏うらで地面を擦すって足場を決める。二、三度構かまえて武器の重じゆう量りようを測はかってから、ミズーは満足して息をついた。終わりのない思索から、多少は実用的な思し考こうへと切り換かえる。

（この頃は実戦ばかりで練習を怠おこたっていた）

　周囲の暗さは気にならない。眼が慣なれたこともあって、わずかな月明かりでも刀身のきらめきくらいは見分けられるようになっていた。

　まずは姿し勢せいを動かさず、手元だけで剣を振る。次し第だいに動作を大きくして最後には飛び込んでの斬きり返しに至るまでの練習手順は、それこそ寝ね相ぞうででも実じつ践せんするほどに反はん復ぷくしてきたものだった。

　さらに剣けん速そくを上げ、精せい度どを厳きびしく設定していく。切っ先が夜気を切り裂さき甲かん高だかい音を立てた。素す早ばやく狙ねらいを定め、確実にその軌き跡せきを描えがいていく。身体が覚える必ひつ殺さつの距離を増ふやせば増やすほどに勝しよう率りつは上がる。そして最終的に──

　殺人精霊アストラは全世界を必殺の距離とした。

　剣が地面に落ちた。意識してのことではない。手が滑すべったのだろう。手から離れた剣は光のとどかない暗がりに転がっていったらしい。眼を凝こらしても見つからなかった。

　苦々しく唇くちびるを嚙む。

（どうも身が入らない……わね）

　集中力の欠けつ如じよは精せい確かくさを蝕むしばむ。精せい妙みようを失えばそんなものは剣けん術じゆつとは言えない。

　落とした剣は簡単には見つからなかった。結局は、そんなことも集中できていなかったせいかもしれない。自分の動作を支配できていたならば、たとえ無意識に手放した剣だとしても落下した場所の見当はつく。

　毒どくづこうと舌打ちしたところで気配を感じた。

　咄とつ嗟さに動きを止めたのは習しゆう性せいだった──暗くら闇やみで音を立てず、五感だけを研とぎ澄すます。大きな危険は感じない。聞こえたのは動物が地面を擦る音だった。察さつするに大型の動物ではない。そして野生動物でもない。

　恐らく動物ですらない。数歩の間に分ぶん析せきして、ミズーは身を起こした。肩から緊きん張ちようを抜いて待ち受ける。星明かりと暗がりの境きよう界かいから小こ柄がらな人影が姿を見せる。マリオ・インディーゴだった。頭を振って髪を揺ゆらしながら、挑ちよう戦せん的に顎あごを上げて立ち止まる。

「話をつけましょうよ、殺し屋」

　足音を忍しのばせ、その一言でこちらを驚かすつもりだったに違いない。実際、驚いてやっても良かったのではないかと思ったほどだった──確かに上う手まく無む音おん歩行をしていたし、この娘がわざわざそんなことを言いに来ることなど予想していなかった。だが気を利きかせるより先にミズーは思わず口走っていた。

「なんの話？」

「あの剣士の情報を渡しなさい」

　暗闇から、それほど近づこうとしてこないため聞き取りづらいが、それでも押し殺した声こわ音ねに含ふくまれた苛いら立だちは感じ取れた。息が荒い。暗さのせいで分からないと思っているのだろうが、少女が身体の前で落ち着かずに両手を揉もんでいるのも、ミズーの夜目は捉とらえていた。

　笑いかけるのは迂う闊かつだろう。ミズーは嘆たん息そくした。

「これまでわたしが得た情報を信じるなら、わたしの姉アストラはほぼ無む敵てきの存在よ」

「馬ば鹿かげたことを言わないで。確かに後れを取ったわ──計はかり知れない代だい償しようを払はらった。だけど、きちんと準備して作戦を立てれば」

「どんな作戦？　是ぜ非ひ教えて欲しいわね。決して誰にも触ふれられることのない存在にはどんな戦術が有ゆう効こうなの？」

　ついむきになりかけて言葉を切る。

　ミズーはマリオの眼を見み据すえて言い直した。

「前にも同じようなことを言ったわね。わたしにすら勝てないあなたは、アストラには決して勝てない。まったく無む駄だに殺されるだけよ」

　この少女もまた、その時のことは忘れていなかったのだろう。実じつ際さいまさか忘れるまい。再び突き刺されたように身震いして、反射的に腹のあたりを押さえるのが見えた。表情までは分からないが、マリオの大きな瞳は星明かりを吸収して危なげに揺れていた。

　自分よりも年若いこの精霊使いの姿を見定めようと、ミズーは彼女の背後までのぞき込むつもりで視線を強めた。この娘は何者だろう。闇の中に立ち尽くすか細い身体は、意い志しを持て余あまして強きよう靭じんさを増すどころか、もろく崩くずれようとしている。

　古い機械が軋きしるような声音で、マリオは言ってきた。

「あなたには勝てるわよ。今試ためしてもいい」

　それは脅きよう迫はくだったのだろうが、ミズーは聞き流していた。

　確かこの娘は、神しん秘ぴ調ちよう査さ会がベスポルトのためにつけた護ご衛えいだったはずだ。ベスポルトが死んだ今、確かに彼女はもう自由なのだろう。崖がけから突き落とされ、地面に触れるまでは誰だって自由だ。

（皮肉な話ね）

　この娘には翼つばさが必要なのだろう。

「あなたには教えてあげられることがあるわね、きっと」

　戦せん闘とう態たい勢せいを取って距きよ離りを開けていくマリオに、ミズーは告げた。闇に隠れた相手の声が投げ返されてくる。

「殺し屋に習うことなんかないわ」

「ひとりで生きていくつもりなら、それなりに学ぶ必要があるわよ。いつも精霊に守ってもらうつもり？」

　マリオが間合いを開けようとしている理由は予想がついていた。水晶檻から精霊を呼び出す時間を稼かせごうというのだろう。

　図ず星ぼしを突かれてか、彼女の動どう揺ようが夜気を汚す。ミズーはさほど意志を要ようさずに念糸を紡つむいだ。銀色の糸が真っ直ぐにミズーとマリオをつなぐ。標ひよう的てきを捉えて、少女の動揺はさらに大きく感じ取れた。マリオは既すでに開門式を唱えるため、水晶檻に念糸をつないでしまっていたはずである。

　この体勢では、マリオはこちらの念糸に対抗できず、仮に開門式を唱えることができたとしてもミズーの念糸に殺される。直ちに開門式を取りやめて念糸で反はん撃げきしてくることも可能だろうが、結局相打ちより良い結果にはならない。

　動けないマリオに、ミズーは話を続けた。

「精霊使いの鉄てつ則そく。精霊は必要にならない限り使わない」

「どうして」

　訊きかれて、肩をすくめてみせる。

「最大の武器を最初に破やぶられたら、あとはどうするつもり？」

　ミズーが告げると少女はまだ気き丈じように反はん論ろんしてきた。

「最初に敵を倒せばいいのよ」

「敵があなたより強い精霊で攻めてきた時には？」

　即そく座ざに言い返して念糸を解とく。実じつ際さいに紐ひもで縛しばられてでもいたように、マリオが体勢を崩くずすのが聞こえた。取り繕つくろう時間を与えてゆっくり前に出ると、ミズーの視界に再びマリオの姿が現れた──先ほどよりもはっきりと。

　険けん悪あくにこちらを睨みつけてきている少女に、ミズーは続けた。

「倒せる相手のことを考えても意味がない。負ける時のことだけ警けい戒かいしなさい。確かに負けて死ぬなんてことは人生でただ一度だけかもしれない。でも警戒する価値は十分にあるでしょう？」

　同意が得られたかどうかは、マリオの表情がますます反抗的に強こわ張ばるのを見ればすぐに知れる。

　それでもしばし間を開けてから、ミズーは両手を広げた。

「なら、納得がいくようにかかってらっしゃい。ただし念糸も精霊もなしよ。いい？」

　飼かい慣ならされることを拒こばむ小動物のように──それは喩たとえでもなんでもなかったのかもしれないが──、マリオは声にならない半はん端ぱな罵ば声せいをあげながら飛び出してきた。拳こぶしを振り回す突とつ進しんを横にかわして、ミズーは思わず口元を緩ゆるめた。恐怖しながらも諦あきらめないこの娘の闘とう争そう心は賞しよう賛さんに値あたいする。

　それでもそれをへし折らなければならない。ミズーは容よう赦しやなくマリオの軸じく足あしを蹴けり飛ばした。派手に半回転して相手が転てん倒とうするのを見下ろして、再び立ち上がってくるのを待つ。マリオの反応は思っていたより素す早ばやかった。だが身体が出来ていないせいか、苦く痛つうに過か敏びんな反応を示している。受け身を取ってさほどダメージもないはずの足を庇かばっている彼女の逆足を蹴りつけると、マリオは再び為なす術すべもなく倒れ込んだ。

　ミズーは無む言ごんで待つだけだった。今度はさほど素早いとも言えないがマリオが立ち上がり、髪を振り乱して拳を突き出してくる。

　その髪を摑つかめば簡単に勝負はついたのだろうが、別に勝負をつけることが目的ではない。ミズーは緩かん慢まんに体たいをかわしながらマリオの攻撃を受け流していった。若さなのか意地なのか、マリオの手数は疲つかれを知らず次し第だいに増していく。無論、かえって狙いはでたらめになっていった。ミズーは苦もなく相手の死角に回り込むと、指先で少女の身体に触ふれた──脇わき腹ばらの急所に、軽く。

　激げつ昂こうしたマリオの攻撃をすり抜けて、肋ろつ骨こつの脆もろい部位に次々と触れていく。ミズーがなにをしているのかに気づいてか、マリオの動きがさらに雑ざつになった。

「馬鹿に……するなっ！」

　喘あえぐ声に泣き言が混ざる。

　注文通り、ミズーはそれまでとは違う方向に半歩跳とんだ。

　それほどの距離を移動したわけではない──が、大振りになっていたマリオの逆方向に踏み出せば一気に間合いが開く。混乱したのかマリオが動きを止めた。突然の異い変へんに、こちらの姿を見失ったのだろう。ミズーは彼女の死角に無音で立っている。マリオが振り返らない限りは見つからない。

　数すう瞬しゆんの後。マリオが振り向くのに合わせて、ミズーは右足を振り上げた。

　左足をねじり、その力で蹴り足の速度を増す。上段の蹴りは標ひよう的てきを叩たたき潰つぶす威い力りよくでマリオの顔面に迫せまった。そしてその額ひたいに触れる手前でぴたりと止まった。

　顔には触れていないが前髪には触れている。そんな距離だった。右足を振り上げた姿勢のままミズーは微び動どうだにせず、やはりマリオの反応を待った。少女は眼前にミズーの足を突きつけられ、大口を開けている。

　ミズーはともかく、その姿勢のままでマリオは数秒も保もたなかった。内うち股またに閉じた膝ひざをそのまま地面に落とし、座り込んでうなだれる。もう既に気づいているのだろう──自分がほとんど怪け我がもしていないことに。

　足を下ろし、ミズーは腕組みした。ここまでは良いとしても、かけるべき言葉が思いつかない。迷っているうちに、ふと眼の端はしに違い和わ感かんを覚えた。マリオがなにかを拾い上げたように見えたのだ。

　彼女がそれを振り上げるより先に、ミズーは飛び退のいていた。空を切って迫せまってきた先せん端たんが胴どうをかすめる。呼吸を荒らげてマリオが立ち上がるのが見えた。剣を両手で持ち上げながら。

　ミズーが先ほど落としたものだろう。さすがに不ふ利りを感じて、苦笑いする口を手首で擦さする。そうしているうちにマリオは剣が重すぎると感じたのか、刀身に念糸を巻き付けた。少女の念糸が触れたところから、鈴を思わせる音を奏かなでて剣が折れる。いや、刀身が切せつ断だんされたというのが正確なのだろう。斜めに切られた刀身は、本来の切っ先よりも鋭く剣けん吞のんさを発している。

　その剣を腰に構かまえ、マリオが飛び出した。ミズーはやはり横に滑すべり相手の背後に回り込むと、後ろから腕を首に回して暴あばれる少女を摑つかまえた──が、腕をしっかり首に巻き付けたところで己の失しつ策さくを悟さとる。このまま力を入れればこの娘の細い首など簡単に折れるだろうが、そんなわけにはいかない。

（まずい……）

　ミズーが手を離すと同時、マリオの肘ひじが胴のわきを打ち上げてきた。わずかに急所を外していたものの、息が詰つまる──息が詰まるということは動きが止まるということでもあった。急いで飛び退きたいが、どうしたところでマリオが振り向き、今度は肘でなく剣を突き込んでくるのに間に合わないことは分かっていた。既にマリオはこちらを見上げて、にわかに再さい燃ねんした勝利の興こう奮ふんに顔色を輝かせている。

　なにかを宣せん言げんしようとしたのだろう。マリオ・インディーゴは傲ごう然ぜんと唇を動かして……その唇が意図とは違った形に歪ゆがみ、

「──ぎゃあっ⁉」

　悲鳴をあげ、剣を取り落とした。足元に落ちた剣は赤熱して燃えている。

　ミズーはその剣から、自分の念糸を巻き取った。息を整え、告げる。

「精霊使いの鉄則。最後まで気を抜かない。瀕ひん死し状態ですら念糸は最大の効こう果かを発はつ揮きすることがある」

「反則よ！　念糸は使わないって──」

　火傷やけどした両手を戦慄おののかせ抗こう議ぎしてくるマリオに、ミズーは続けた。

「精霊使いの鉄則。必然性のない約束は信じない」

「この！」

　と、蹴飛ばそうとしてきた彼女の足を靴裏で受け止め、そのまま押しもどす。

　怒り狂くるったマリオから視線を逸らしつつ、ミズーは自じ嘲ちようを付け加えた。

「どうもわたしにもいろいろと身に覚えがあるわね。最後のは、精霊使いも関係ないし」

「わたしは勝ってた！」

　大声で断言してから──

　唐とう突とつに虚むなしくなったのだろう。マリオは頭を抱えて金切り声をあげた。悲鳴とも言い難がたい。ただ力任せに声せい帯たいを振り絞しぼる、絶ぜつ叫きようそのものだった。

　そしてまたいきなり顔を上げ、言い放ってくる。

「分かった。分かったわよ！　あなたは強いわよ。誰よりも無敵の精霊使いよ！　だからそうやって自分の負かした連中に説せつ教きようする資格があるんでしょう」

　鼻息荒く腕を振り、後あと退ずさりさえ大おお仰ぎように力強く。マリオはさらに声を大きくした。

「わたしはどうすればいい？　黒こく衣いになれなかった。弟てい帝ていに見出されて、今まで必死に働いたわ。でも最初から捨て駒ごまにされていたことくらい、わたしにだって分かる。弟帝が勝てばそれで報むくわれると思ってたのに、今じゃ弟帝の帰る帝都も帝国もない！　いつの間にか落ちぶれて、仇かたき討うちすらさせてもらえない。わたしはなんなの！」

「それでも、死体になるよりはましよ」

　落ち着いてミズーは告げた。

　だが、マリオはそれを皮肉と受け取ったらしい。憎にく々にくしく一語ずつ区切りながら言ってきた。

「ありがとう。死体よりましだって認めてもらえて嬉うれしいわ」

「聞きなさい。わたしのことを無敵の精霊使いと言ったわね。今、そうやってわたしの価値を決めたのはあなたよ。なら、わたしがあなたの価値を決めても良いわけね？」

　眼前の少女が反論してくるのを待たず、ミズーは自分の服を脇腹のところまでたくし上げた。打だ撲ぼく跡あとが赤く腫はれている。すぐ痣あざになるだろう。それを指し示し、続ける。

「さっきあなたに食らった一撃よ。やせ我が慢まんすれば耐たえられるけど、しばらくの間、寝付いた後はうなされるでしょうね。これが暴力の価値よ。こんなものがあなたの価値なら満足できるの？」

　マリオは答えずに、きびすを返すと走り去っていった。

　夜風に体温を奪われないうちに服をもどして、ミズーはそれを見送っていた。それほどの時間見ていられたわけではない──数歩も離れると、マリオの姿は見えなくなった。去っていく足音だけが闇の遠くから聞こえてきている。

　足音は、地面と人との摩ま擦さつから生じる。当たり前のことを大真面目に思いついて、ミズーは微び苦く笑しようを漏もらした。人は地面の上で生きている。翼が必要になるのは、崖がけから突き落とされた時だけだ。

　空を自在に飛べるほどの力強い翼など、そう容易たやすく生えるものでないのならば、せめて落下速度を落として地面に激げき突とつしないで済む程てい度どの翼でいい。その翼をどう育てるのかは少女自身の──そして彼女の周りにいる者たちの──問題だ。

　と、足音の数が増えていることに気づく。少女が走り去ったのとは違う方向から、男が近づいてくるのが見えた。こんな時は大抵そうだろうと予想した通り、ファニクである。

「騒さわぎが聞こえたっすけど、なにかあったっすか？」

　あたりを見回しながら訊きいてくる。目め端はしの利くペイン・ギャングでも、地面に残った乱れからすべてを察するのは無理だろう。説明するには疲つかれを感じていた──ミズーはただ手を振って、嘆息してみせた。

「柄がらにもないことを言うものではないわね。うまくもいかないし」

「え？」

「いえ、気にしないで」

　疑問の声には、手を振って話を流す。と、ミズーは彼に向き直った。

「手紙をとどけて欲しい相手がいるんだけれど、頼たのまれてくれるかしら」

　その裏の意図はすぐに知れただろう。ファニクは珍めずらしく即そく答とうはせず、うなりながら渋じゆう面めんを作った。

「どこにっすか？」

「ペインのところよ。二通書くわ。ペイン宛あてと、ジュディア宛」

「俺に帰れってことっすか？　それは断ったはずっすよ」

「厄やつ介かい払ばらいじゃないわよ」

　ミズーは素面しらふで噓うそをつくと、顔色を隠してくれる夜の暗さに感謝した。

「手紙はどうしても必要だもの。それに、帝都が壊かい滅めつした真しん相そうを早く伝えてあげればペインは喜ぶんじゃないかしら。利用価値のある情報でしょう？」

「そりゃそうっすけど、そんなのは使い走りに頼めば良いっすよ」

「あなたが使い走りなんでしょ」

「そりゃそうっすけど」

　律りち儀ぎに認める彼にミズーはつい軽く吹き出した。この男と話していると、自分のしていることがなにもかも途と方ほうもなく馬鹿馬鹿しいことなのではないかと思ってしまう。彼については心配するだけ無む駄だだ。

　彼女がどうして笑い出したのか分からなかったのだろう。不思議そうなファニクの視線を見返して、ミズーは根こん負まけの印にうなずいた。

「あなたの好きにして。手紙は朝までに書いておくから」

「どんなこと書くっすか？」

　同意についてはもう触れずに、ファニクはそんなことを訊たずねてきた。

　暗い場所は、実じつ際さいよりも広さを感じさせる。足元を見下ろして探しながら、ミズーはつぶやいた。

「たいしたことじゃないわ。生きていれば必ず一度は顔を見せに行くとか」

「生きていればは余よ計けいっすね……いや、手紙作法の話っすよ。余計なことを書かない秘ひ訣けつは絵はがきを使うことっす」

　彼の声が聞こえるのと折れた剣とを見つけるのは同時だった。それを拾い上げ、もう使い物にならない武器を吟ぎん味みするのに気を取られているふりをして返答は避さける。ミズーが剣の柄つかを弄もてあそんでいるうちにファニクが話題を変えた。

「さっき、姉さんがあの剣士の味方なんじゃないかって言われた時、困ってたっすね」

　昼のことを言っているのだろう。

　ミズーが見やると彼はマリオが走り去っていった方向を向いていた。もしかすると一部始終を見ていたのかもしれない──下へ手たな説教もなにもかも。

（本当に、なんであんなことをしたのかしらね）

　胸中で自じ問もんする。だが結局のところ、手紙を書くのと同じことなのだろう。言葉を残すためだ。

　と、思っていたよりも長くファニクを無視していることに気づき、ミズーは慌あわてて向き直った。折れた剣を握にぎり締しめるが、長さも重さも失った剣はいかにも収まりが悪い。

　だがそれでも身軽ではある。もうこの剣は戦う必要がない。硬かたい防ぼう具ぐや人間の内臓に叩たたきつけられて金属の悲鳴をあげることもない。

「本当を言えば、どうしたらいいのかまったく分からない。確かに人のことは言えない」

　ミズーは自然と、ファニクと同じ荒こう野やの遠方へと視線を移していた。見えない闇やみの向こう。風がうなる音は聞こえても、そこに風があるのかは分からない。

　帝都から漂ただよう冷気は広がりを見せている。硝化が帝都に留とどまるのか、それとも硝化の森と同じように年月をかけて周囲を侵しん食しよくしていくのか。いずれ分かることなのだろう。惨みじめさを覚えてミズーは声を潰つぶした。

「わたしはどうすればいい？　アストラと戦う？　それがなんになるの。せっかく拾った命で、今度はまた自分が死ぬか、アストラを殺すために戦いに行くの？」

　ファニクは答えない。もとより彼にそんなことを期待していたわけでもない。ミズーはただ闇に向かって吠ほえたてた。

「わたしはなんなの？　そんなことのために生きてきたの？　アストラはたった一晩で帝都の全住民を殺してしまった。それと同じものに、わたしもなるの？　アストラと自分を殺すために」

　剣を摑む指は強こわ張ばり、ねじ切ろうとするように震えている。ミズーはそれを地面に叩きつけた──役目を終えた武器を。

「剣がなんの役に立つの。ただ傷つけるだけじゃない！」

　そのまま、表情を厳しくして身み構がまえる。

　なにかが返ってくることを警戒していた。投げた剣がどこかに跳はね返って飛びかかってくるのでもいい。いなくなったと思っていたマリオが復ふく讐しゆうに罠わなを張っていたとしても構わない。暗闇から得体の知れない怪かい物ぶつが現れるのも望むところだった。もちろん、ファニクの声でもいい。

　突然燃え上がった憤ふん懣まんは、その釣り合いを取るように急速に萎しぼんでいった。眉み間けんに入った力を緩ゆるめ、肺から息を抜く。もちろんなにも返ってくるはずはないのだ。

　ファニク以外には。彼は別に忍しのんでいたわけではないのだろうが、気配も感じさせず、いつの間にかすぐ間近に立っていた。

「剣、必要っすよ。身を守るのに必要っす」

　彼の言葉は特に優やさしくも厳しくもない。ただ実用的ではあった。

「それに、ひとりで行くべきでもないっす」

「わたしはアストラからあなたを守れないし、わたしが正気を失ってあなたを殺すかもしれない」

　身体の背面に溜たまった後ろ暗さとともに囁ささやく。

　が、ファニクはあっさりと言ってくるだけだった。

「そうしないようにしてくださいっす」

「……それだけ？」

　彼にしてみれば、それも野や暮ぼなことではあったのだろう。普ふ段だんと変わらない微び笑しようを浮かべ、普段と変わらない調子でふらふらと歩き出す。

「肝かん心じんなことって、だいたいシンプルっすよ」

　ミズーが出遅れたため、置いていかれる格かつ好こうになった。ファニクはさほどこだわらず先行して、夜の中に進んでいく。

　ついていく前にミズーはもう一度闇を見み据すえた。

　澱よどむ暗がりに模も様ようが映る。それを読み上げるように、唱となえる。

（あの場にいたのにファニクは殺されなかった。都に生存者もいた。アストラは、わたしより完全に近いけれど、完全な獣けものにはなっていない）

　希望はある。それが死体になるよりはましだという程度のものであったとしても、希望には違いない。

　意識が思し索さくに沈しずみ、五感が虚うつろになるその一いつ瞬しゆん。闇に顔が浮かんだ。

　いや、そう見えたというだけに過ぎない。眠りに落ちる時を正しく自覚できないのと同じように、それは不確かな錯さつ覚かくだった。だがその錯覚が囁いた声だけは、はっきりと耳元に残っていた。

「すべて、君の望むものだ」

「あなた以外はね」

　ミズーはファニクを追って歩ほ調ちようを速めた。




　ジュディア




　親しん愛あいなとは書かなかったけれど気を悪くしないで。どうしたところでわたしはわたしだということの他に、他意があるわけではないから。それはきっと、言わなくても分かることなんでしょうね、あなたには。

　あなたはなんでも分かっていた。これは本当にそう思う。帝都に行くと告げた時、そこになにがあるのか、あなたは分かっていたのではないかしら。いえ、アストラの秘密を知っていて黙っていたと言いたいわけじゃない。まさかそんなことを知っていたわけがない。ただ、わたしが帝都でなにと直面することになるのか……あの時のあなたの言葉を思い出してみるに、その危険性は指し摘てきされていた。

〝危険性は指摘されていた〟！

　考えてみれば本当に、もっと早く理解しても良さそうなものだった。残念ながらわたしは警けい告こくを活いかせるほど賢けん明めいではなかった。帝都がどうなったのか、この手紙がとどく頃ころにはもう伝わっているでしょう。わたしにはすべての事態は最悪のところを指していると思える。まず、アストラは既すでに死んでいた。死ぬよりもひどい状態でこの世を徘はい徊かいしている。紛まぎれもない絶対殺人武器として。

　絶対殺人武器。わたしたちを呪のろう言葉だとあなたは言った。でも今や、呪いにさらされているのはわたしたちだけではない。アストラは永遠に人を殺し続ける獣になって姿を消した。わたしはそれを追っている。

　やはり獣は、起こしてはいけないものだった。アストラの姿を見て、大きな……本当に大きな虚きよ無むがわたしを包んだ。わたしは二度ともどってこられなかったかもしれない──アストラと同じ、完全な獣になっていたかもしれない。夢の中でわたしを救ってくれたのは忘れかけていた思い出だった。

　ごめんなさい。こんなことを書いても意味が分からないでしょうね。でも獣の瞬間については説明するのが難しい。わたしはそれを、戦闘中に雑ざつ念ねんや躊ちゆう躇ちよから逃れるための方便だと思っていた。その瞬間には、わたしはなにも考えずに敵を殺す。後こう悔かいに苛さいなまれるのは我に返った後……でもそんなことを繰り返しているうちに、わたしの心には亀き裂れつが入ってしまったらしい。気がつけば、その隙すき間まから怪かい物ぶつが顔をのぞかせていた。

　アストラは、その隙間が大きくなり過ぎてしまった。ある男の言葉を信じれば、彼女はもう生きていない。八年前に死んでいた。死んでなお、獣として存在し続けていた！　八年間見つけられなかった彼女を、これからまた探せるのかどうか分からない。でもアストラを救わない限り、わたしはどこにも帰れない。

　自分でも奇き妙みような言い回しだと思う。〝どこにも帰れない〟なんて。帰る場所が分からないなら帰るところなんかないということだし、実際わたしはずっと帰る場所なんて持たずにやってきた。

　もし、わたしにとって帰る場所なんてものがあるとしたら……いえ、夢で見たものの話はもうやめておく。でも、やはりあなたには分かってしまうのかも。

　悪い話はまだある。アイネストが死んだ。彼の死を見たわけではないけれど、彼が死んだことには何な故ぜだか確信がある。こんなことを思うなんて自分がどうかしてるのではないかと思うけれど、彼が死んで悲しい。

　たった一日の間に、本当に大おお勢ぜいが死んだ。誰ひとりとして死ぬべき人はいなかった。そう思う。誰ひとり死ぬべき人なんていない。

　だからわたしは現れたものと戦おうと思う。アストラと。絶対殺人武器と。イムァシア人が育んできた狂きよう気き、妄もう想そうと。わたし自身と言ってもいい双子の姉と。

　願わくばわたしに前進する力が残っていますように。折れた剣ではありませんように。

　またあなたに会いたい。教えて欲しいことがたくさんある。







　第五章　ドッグ・ハンドリング

　　　　　　（犬回しの村）







「どんなにひどい村にも、乾かん燥そうした鳥の餌えさよりはまともなものがあるっすよ。脂あぶらたっぷりのベーコンに、卵に、丸まる芋いもに、あととにかく乾かわいてないものならなんでも。もしかしたら麦酒もあったら良いっすね。あ、姉さん、うひょーって言ってもいいっすよ」

　だが村に踏ふみ入れてミズーが真っ先に感じたのは、あながちそうでもなさそうだということだった。

「今のところは言わないでおくわ」

　正直に告げる。

　実際、数日間かけて辺へん境きようを進んできたのだから、もう少しまともなところに行き着いても良さそうではある。鳥の餌、つまるところファニクいわく乾燥保ほ存ぞん食しよくなどは味み覚かくを持つ動物が食べるものではないということだが、その村は村そのものが乾いて閑かん散さんとしていた。ほとんど人も住んでいないかもしれない。耕こう作さく地ちが見当たらないのは山が近いせいもあるのだろうが、それにしても村の生せい計けいがどこで成り立っているのか量はかりがたい。そこが村としての世間体を満たしている部分といえば、うら寂さびしい落ちかけた看かん板ばんに記された走り書きだけである──『宿泊できません』

　もっとも、ファニクはたまたまここに行き当たったわけではなく、もとよりここを目指していたらしい。そうでなければミズーも黙だまってついてくることはなかった。

「餌どころか、鳥も住んでいないようだけど」

　静まり返った村を見回しミズーは告げた。とはいえ、さほど心配していたわけでもない。ファニクがあの警けい衛えい兵やマリオと別れるまでこの村のことを口に出さなかったことには、ミズーも気づいていた。部外者には知られたくない場所なのだろう。つまりはペイン・ギャングに関係があるのは疑うたがいない。

「鳥が寄りつかないのは犬を飼ってるからっすよ」

「ああ、なるほど」

　とだけ、ミズーは応こたえた。ペインの屋や敷しきにいる攻こう撃げき犬をどこで訓くん練れんしているのか、疑問ではあったのだ。

「こんなところに基き地ちがあるなんて。至いたれり尽つくせりね、ギャングっていうのは」

「そうでもないっすよ。犬回しの連中ときたら愛あい想そが悪くて……」

　頭をかいていた手を制止の形に動かして、ファニク。

　指示通りに立ち止まったのは村の中頃だった。といって入り口と大差があるわけでもなく、朽くちかけた小屋がひとつふたつ見えるだけである。井戸らしきものもない。

　やがて前方に、のっそりと動くものが見えた。

　それが近づいてきているのを気づかなかったのは、ひとつにはそれの体表が土色に近かったため──そして立てる物音が人間のそれでなかったためだった。犬が現れることは、ミズーも予想していなかったわけではない。だが実じつ際さいにその犬を見つめて、彼女は息を吞のんでいた。

　攻撃犬については耳にしたことがある。長年の品ひん種しゆ改かい良りようによって生み出されたこの怪かい獣じゆうは、時に野生の馬をも捕ほ食しよくする。見かけは細身だが頑がん強きような身体は重じゆう量りようもあり、四し肢しが長く器用なのが特とく徴ちようだった。顎あごの力は強く、歯の頑がん丈じようさは類るいを見ない。土色の体毛は長く、愛あい嬌きようを感じさせるが、その毛が刃やいばを弾はじくことを知れば感想も多少は変わる。

　現れた犬はうなり声ひとつなく、前方、離れた場所に泰たい然ぜんと腰こしを下ろした。訓練された知性を湛たたえる眼に見返され、ミズーは自分が丸腰であることを意識した。間合いを測はかりつつ、あたりを見回す。犬回しが犬を放つ場合、単たん独どくということはまずあり得ない。貴き重ちような犬が返り討ちに遭あうことをなにより避さけるからだ。この場合、囮おとり役の犬のほかに数頭がどこかに身を潜ひそめているはずである。

　だが犬と反対方向から姿を見せたのは人間だった。女である。攻撃犬に似ている──文字通りの意味ではないが。細身で、野外迷めい彩さいのマントに身を包み、静かではあるが剣けん吞のんな眼まな差ざしで。

　そして分かりやすい危き険けん性を携たずさえて。ファニクは、声をかけようとしたのだろう。だがその女が装そう塡てんされたボウガンを構かまえているのを見て悲鳴をあげた。

「待つっす！　この人は──」

　犬回しがトリガーを引くのと同時、ミズーは身をかわした。狙ねらわれているのが自分であることは分かっていた。

　矢の狙いは正確だった。威い嚇かくではない。犬回しは即そく座ざに弓を捨て、剣を抜く。珍めずらしい曲きよく刀とうだった。曲芸じみた動作で上下左右に刃を閃ひらめかせ、振り回しながら突とつ進しんしてくる。

（念ねん糸しを……）

　有効な武器はそれくらいしかない。ミズーは意識を集中しようとしたが、やはり咄とつ嗟さの判断で取りやめた。振り向きつつ、限げん界かいまで後退する。案あんの定じよう、攻撃犬が背後に迫せまってきていた。肩かた越ごしに見たその瞬しゆん間かんに跳とび上がり、並んだ牙きばを見せびらかすように口を広げている。

　身を沈しずめてそれをかわすが、前まえ脚あしの一いち撃げきは食らわざるを得なかった。両りよう腕うでを交こう差ささせて防ぼう御ぎよ姿し勢せいを取るものの、大男の一撃にも匹ひつ敵てきする打撃を受けてミズーは息を詰つまらせた。勢いには逆らわず、地面に打ち倒され転がることで距離を稼かせぐ。思った以上に吹き飛ばされたらしい。十分に離れていたはずの小屋に背中をぶつけて動きが止まる。

　まぶたを閉じなかったのは意志の力というより、単にそんなことすらできなかったほどに事じ態たいが速かったからかもしれない。距離が開いたところでミズーは全体を見渡した。犬は攻撃目標を変えて、頭ず突つきでファニクを跳はね飛ばしている。犬はそのまま彼を地面に押さえ込んだ。その間に犬回しの女がこちらに近づいてきている。

　矢と同じく、犬回しの剣は鋭するどく、正確だった。厳きびしい表情には迷いもない。斬きりつけられるたびに左右に立ち位置を変えて逃げながら、ミズーは反はん撃げきの機きを待ち続けた。相手の力量を量り──間合いを測はかり──

　牽けん制せいのために低く放った蹴けりは、マントの下に隠れている犬回しの左腕に阻はばまれた。手甲のようなものを着けているらしい。感触は硬かたかった。女の顔に、陰いん気きな喜き悦えつが浮かんだように見える。その表情がミズーの悪お寒かんを呼んでいた。

　犬回しの身体に触れたまま、蹴り足が離れない。マントがめくれて、犬回しの左腕がわずかにのぞいた。彼女が着けている手甲にはびっしりと細かいかぎ爪づめが並んでいる。マント越しに爪に引っかけられ、ミズーの靴くつが捕らえられていた。
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　空いている右腕で、女が剣を振り上げる。動きを封じられミズーは舌打ちした。息を止める。これからすることは、渾こん身しんの力を必要とした。

　相手の腕ごと蹴り足を持ち上げ、さらに大きく回して振り下ろす──張り付いた足を離すことができないのは相手も同じである。力で勝まさる足に振り回され、犬回しは大きく体勢を崩くずした。

　相手の片足が地面を離れたところを見み計はからいミズーは犬回しの脇わき腹ばらに肘ひじを打ち込んだ。その反動で、引っかけられていた足を外す。

　犬回しが仰あお向むけに地面に倒れた。それを取り押さえるためにミズーも屈かがもうとし、その視線が別の場所に触れた。気き絶ぜつしたファニクを攻撃犬が前まえ脚あしで踏ふみつけている。大きな怪け我がはないようだが、頰ほおに爪の跡あとが見える。

　犬回しを気絶させてしまった場合、人質の交こう換かんができるような知性が攻撃犬にあるのかどうか。ミズーには断定しかねたものの、どう転んでもあまり有利な状況になりそうにない。しばし迷ってからミズーは地面から土を一ひと摑つかみ握にぎり締しめた。即そく座ざに、犬回しの顔面にそれを投げつける。

　突然の目め潰つぶしに犬回しが罵ののしり声を口にした。いちいちそれを聞く義ぎ理りもない。ミズーは女の手から剣をもぎ取ると急いで駆かけ出した──犬回しの視界が回復しないうちにその場から離れると、小屋の陰かげに身を隠す。

「どこへ隠れた！」

　怒りをこめて叫んだ、それが初めて聞いた犬回しの声だった。

「犬の魔力を試ためしてみるか？　わたしのバイロンは地平の彼方かなたからでもお前に追いつく」

（やってみなさい）

　胸中でミズーは答えると、拾ってきた剣の先を地面に突き刺した。自分で音を立てないよう慎しん重ちように、刀身へと耳を当てる。

　ここまではうまくいった──ひとまず満足し、ミズーは眼を閉じた。相手からこちらの姿が見えないということは、こちらからも見えない。犬回しの言う通り、犬を相手に隠れるなど無む駄だなことだろうが、犬が嗅きゆう覚かくでこちらを探り当てるようにミズーは聴ちよう覚かくで犬との距離を推量できる。

　地面を伝わる犬の足音が聞こえる。犬回しも攻撃犬といっしょに移動しているらしい。ファニクが雑ざつ音おんを立てていないことは幸運だった。気き絶ぜつしているのだろう。

　もともとさほどの距離があるわけではない。犬はすぐに近づいてくる。ミズーは呼吸を整ととのえた。次にお互いの姿が見えた一いつ瞬しゆん。それで勝負をつけなければならない。

（犬にわたしを探させれば、犬はファニクから離れることになる）

　自分が走ってきた距離と。犬の足音の数と、その大きさとを考え合わせていく。距離だけではなく犬がどの方向から現れようとしているのか、すべてその分ぶん析せきにかかっていた。タイミングを外せばすべて無駄になる。

　ミズーは起き上がった。小屋の壁かべに阻はばまれた死角から攻撃犬が飛び出してくる。壁に沿そって一直線に。

　剣を引き抜き、ミズーは背を向けて逃げ出した。相手を見る必要はない。あとは歩ほ測そくだった。やはり小屋の壁に沿い、全速力で走っていく。

　同じ向きに走っていても、彼女は小屋から離れ、犬は小屋に近づく形になる。自分が壁かべ際ぎわから踏み出したところで、ミズーは既すでに紡つむいでいた念ねん糸しに意志を込めた。彼女の身体からつながれた銀色の糸は、古びた小屋につながれている。

　小屋が爆ばく発はつした。密みつ封ぷうされていた屋内の空気が膨ぼう張ちようし、外がい壁へきを吹き飛ばす。爆風と小屋の破は片へんに打ち据すえられ、犬の巨体が地面に転がる。ミズーもまた熱ねつ風ぷうを受け流しながら次し第だいに歩ほ調ちようを緩ゆるめていった。立ち止まると、炎えん上じようする小屋の横で攻撃犬は横倒しになり意識を失っているのが見える。

　犬回しもまた呆ぼう然ぜんとそれを見下ろしていた。その彼女の注意を引くためにミズーは剣を一振りした──風切り音に、瘦やせた女の顔がこちらを向く。

「さて、これ以上続けるつもりはないでしょう？　質問に答えて。まず、攻撃を仕し掛かけてきた理由は？」

　ミズーが訊たずねると、犬回しは憮ぶ然ぜんと答えてきた。

「なにも知らない余よ所そ者が近づいてきたら、追い払うだけでいい。だが犬のことを知って近づいてきた余所者は消す。それがここの決まりだ」

「犬は一頭だけ？」

「今は体重をつけるために山やま間あいに出で払はらってる時期だ。他の犬回しもいない。わたしひとりで留る守す番ばんさ」

　奥に見える山を示して犬回しはますます不ふ機き嫌げんに顔をしかめた。倒れている犬へと視線が彷徨さまよっている。怪け我がはないように見えるが、きちんと無事を確かめたいのだろう。ミズーは肩をすくめると剣を横にほうった。犬回しは驚いたように瞬まばたきしてから、だがそれほど迷わず犬の横に屈み込んだ。犬の毛を撫なでつけ、声をかけてやっている。

　と、その声が突とつ然ぜんミズーに向いた。

「わたしからも聞いていいか」

「え？」

　犬回しは横向きの視線だけでこちらを見上げている。

「念糸使いのくせに犬を傷つけなかったのはどうしてだ。殺すこともできただろう」

　返答に窮きゆうして、ミズーは犬の寝ね顔がおを見やった。答えが浮かばないのではない。が、適てき切せつなものというのは難しい。

　結局相応ふさわしいものは見つからなかったものの、ミズーはつぶやいた。

「犬もファニクを殺さなかったでしょう？」

　それはいかにも苦しい言い訳だったのだろうが、犬回しの気には召めしたらしい。一回だけうなずくと犬を残して身を起こした。来た方向を視線で示して訊きいてくる。

「では、さっきのがファニクか。お前がミズー・ビアンカ？」

「ええ。ペイン・ギャングは全員が顔見知りなんだと思ってたけど」

「わたしは街が嫌きらいだ。街の連中も嫌いだ」

　彼女は愛あい想そなく言い捨てると、ようやく気づいたように言い直した。

「エダン・ナーシャ。わたしの名だ。この犬はバイロン」

　と、エダンが奇き妙みような仕し草ぐさをした──ミズーには、彼女が左手の親指と小指を軽くこすり合わせたように見えたが、大きな動作ではなかったため定かではない。それと同時に、犬がなにごともなかったように起き上がる。とっくに起きていたのだろう。倒れたままで指示を待っていたのだ。

　自分の犬の有能さを誇ほこってか、犬回しが勝ち誇った笑みを浮かべるのを、ミズーは無言で見つめ返していた。

（犬と、犬回し。至いたれり尽つくせり……ね）

　その言葉の含ふくむ苦にが味みに舌を痺しびれさせながら。

　ミズーは身み震ぶるいを覚おぼえた。アストラには、思ったより早く追いつくかもしれない。




「あの斧おのを送ってくれるんだと思ってたわ」

　ファニクが取り寄せた荷物の中身を見やってミズーはつぶやいた。ファニクは特に悪びれた様子もなく、あっさりと答えてくる。

「ああ、あれは骨こつ董とう品っすよね。お客さんの世話代にもらっておくって、ボスからの伝言があるっすよ」

　取り出しかけた自分の剣けん帯たいを叩たたきつけるように荷ににもどし、ミズーはしかめ面で彼を睨にらみつけた。が、言ったところで仕し方かたがないのだろう──その戦せん闘とう斧は彼女が以前、全財産はたいて精霊取扱業者から違い法ほう購こう入にゆうしたものだった。そんなものをギャングのところに残してきたのだからこの程度のことは覚かく悟ごしておくべきなのかもしれない。きちんとジュディアに渡しておくのを忘れていたのだ。

　嘆たん息そくをひとつ挟はさんでミズーは、改めて剣帯と剣を手に取った。ジュディアに預あずけておいた、長年携たずさえた彼女の剣である。投剣の入ったポーチといっしょに剣帯を腰こしに回し、不ふ備びがないことを確かめていると、これを最後に預けた相手のことが否いや応おうもなく思い浮かんだ。それほど遠い昔というはずはないのだが、腰にかかる武器の重さを長らく忘れていたようにも感じる。

　そこは、村の中頃にある小屋のひとつだった。来客用のものらしく、外側は粗そ末まつなものだが内ない装そうは居心地良く設しつらえられている。夜になってからエダンは犬けん舎しやの近くにある自分の小屋に引き上げていったため、ここにはふたりしかいない。

　頑がん丈じようなテーブルの上には、荷物が広げてあった。武器だけではなく当面の食料、水などもある。辺へん境きようを歩くだけならばそれほどの量は必要ないが。

「帝てい都とからの帰りは、帝国兵に追われながらってこともあるかと思って、使い慣なれた武器を送っておいてもらってたっすよ」

　種たね明あかしでもするようにファニクが説明を加えるのが耳に入った。彼は帝都で調ちよう達たつした剣は早々に捨てて、荷の中から取り出した彼用の包つつみを解とこうとしている。

　ミズーは剣帯を着け終え、ポーチから投剣を出して枚数と状態を確認した。そのついでにファニクを横目で見やりながら、つぶやく。

「たまに思うんだけど、気が利ききすぎて嫌いや味みに感じるのよね。一回りして意味がなくなっていることもあるし」

「そんな。誉ほめたいくせに」

　勝手に照てれて髪をかきながら、ファニクは自分の梱こん包ぽうを取り去った。そこから出てきたのは小型のボウガンによく似にた道具である。違うのは発はつ射しや機き構こうの部分が弦げんではなく、太いゴム紐ひもであるということ。また矢を置くような台もない。構造は極きわめて単純だった。

　同じ包みからファニクが金きん属ぞく製らしい丸い弾たまを取り出すのを見て、ミズーは納なつ得とくした。スリングの類たぐいだろう。手て慣なれた様子で紐の強度を確かめる彼に、改めて合点がいく。特に外観からは危険を見せつけず機き敏びんに使用される。いかにもこの男らしい武器といえる。

　とはいえ玩がん具ぐにしか見えないことも否いなめない。ミズーの視線に気づいたのだろう──ファニクは素そ知しらぬ顔をしながら、唐とう突とつに弾だん丸がんを持つ手でスリングの紐を引いた。半秒ほどもかからずに強きよう靭じんなゴムを引き絞しぼり、的を壁に向けると、手を離す。打ち出された弾は鈍にぶい音を立てて木の壁に命中した。木板の節ふしのちょうど真ん中に、丸い弾の半ばまでめり込んでいる。

「帝都からの横流し品がなくなると、こういう精せい巧こうな道具っていうのはアスカラナンから買わないといけなくなるっすかねぇ」

「そうね」

　答えながら、ミズーは違い和わ感かんも覚えていた。

（まるでピクニックの準備ね）

　腰の剣を抜いてみる気になれず、彼女は剣帯の留とめ具を確かめただけでまた外しにかかった。荷の中に防ぼう具ぐはない──身体に合う女物の防具などというものは滅めつ多たに手に入らないものだった。それでも、慣なれた剣帯だけでも身に着けているせいだろう、以前との違いが身体で感じられた。常に持ち歩いていた獅し子しのレリーフがないと、骨から肉の大半がこぼれ落ちてしまったようにも感じられる。

（こんなことで、わたしは戦える？）

　顔には出さずつぶやく。

　ペイン・ギャングらの腕は確かだろう。帝国兵と比べても練れん度どでは遜そん色しよくないかもしれない。だが相手にしなければならないのはただの山さん賊ぞくや殺し屋ではない。

　外した剣帯をテーブルにもどし、ミズーはまったく脈みやく絡らくなく話を変えた。

「あなたの気が利いてるって誉め続けるのはしゃくなんだけど……犬は使える？」

「もちろん、そのつもりでここに来たっすよ。勝手に犬を使ったりしたらボスはカンカンになるっすけど、まあ場合が場合っすから」

　と、ファニクは無む念ねんそうに肩を落とし、付け加えてきた。

「本当なら、あのエダンの親父おやじさんを頼たよろうと思ってたっすよ。留守だったのは残念っす。コブラのおやっさんにはカードの貸しが一ひと財ざい産さん分あるんで、力を貸してもらえたはずだったんすけど」

「エダンは協力してくれるの？」

「難しいっすね。堅かた物ぶつっすよ。なにしろ俺おれたちが来ることは知ってたはずなのに、期日通りじゃないからって攻撃してきたくらいっすから」

「そうね。敵でないと分かってもにこりともしなかった」

　言いながら、額に手を当て黙もつ考こうする。ペインに頼んでみるというのが一番妥だ当とうな手には違いない。が、それにはまた十数日はかかるだろうし、ペインが首を縦たてに振ってくれるという保ほ証しようもない。既すでに帝都を出てから四日が経けい過かしていた。一夜で帝都を滅ほろぼしたアストラのことを考えれば、可能な限り時間を無駄にしたくない。

「でも犬に追わせるにしても、手がかりが要いるっすよ」

　ファニクの指し摘てきも、もとより分かっていることではあった。

「犬にアストラの足取りを追わせるのは不可能だと思う」

　ミズーは認めて、付け加えた。アストラが精霊であるのならば無む抵てい抗こう飛行路にも入れるのだろうから、なんであれ追つい跡せきのしようがない。

「けれど、ある程度予測のついていることがある……確信はないけれど、わたしたちのほかにもアストラを追っている人間がいるはずよ。そいつが追跡のエキスパートで、もしわたしたちよりアストラに近いところにいれば手がかりにできる。そいつなら、犬で追えるかもしれない」

「そいつっていうのは？」

　スリングの調子を確かめながら、ファニク。

　今さらそんなものが視界に入ったのは、ミズーがわずかに眼を伏ふせたせいだった。

「ウルペン。生きているなら、きっとアストラを追っている」

　沈黙は長いものではなかった。弾のいくつかを一番取り出しやすいポケットに入れながら、ファニクがつぶやくのが聞こえてくる。

「追跡のエキスパートってやつは、自分の痕こん跡せきを消すのも上う手まいもんじゃないっすかね」

「犬の魔力とやらを信じてみるしかないわね」

　確かにこんなことで上手くいくのであれば魔法としか言い様がない。

　皮肉に引っかかりを覚えながらも、ミズーは無理やり受け流した。まったくもって頼りない方ほう針しんではある。それでも偶ぐう然ぜんが味方するならば辿たどり着けるのだろう。

「まあ、エダンには明日話してみるっすよ。こんなこともあろうかと念のため機き嫌げん取りに、犬用ビスケットも送ってもらっておいたっすから」

　荷物から箱を取り出し、得とく意いげにファニクが言ってくる。ミズーはやはり、うめいて答えなかった。




「断る。あと、そんなものをバイロンに与えるな」

　とりつく島もなくエダン・ナーシャが言い放つ。ついでに、ファニクが犬の足元にほうったビスケットを爪つま先さきで踏ふみつぶしながら。

　どのみち犬は、主人の臭においがついていない食べ物に興味はないのか、ただ頭の毛を風に揺ゆらしてその感かん触しよくを楽しんでいるようだった。

「そこをなんとかならんっすかね」

　傷ついたような眼まな差ざしで食い下がるファニクに、犬回しはあくまで冷たかった。

「いいか、このバイロンはベイク・タワーの私し財ざいだ。こいつの姉だかなんだか知らんが、そんなものを探すのに勝手に連れ出せる道理がなかろう」

　彼女は今はマントを着けていないため、格かつ好こうが分かりやすい。剣は下げていないが剣帯だけは着けている。剣の代わりに大おお振ぶりのナイフが吊つるされていたが、これは戦せん闘とう用というより雑ざつ用ように使うものだろう。あからさまな防具は着けていない。とはいえ服はほぼ全身を覆おおい、二重くらいの厚さはありそうだった。そして左腕だけが金属製の手てつ甲こうに守られている。軽けい装そうともそうでないとも言い難い、奇妙な武ぶ装そうではある。

　犬は無む論ろん、装身具の類はなにもない。持ち主を示す札ふだもない──この手の攻撃犬を所しよ有ゆうすることはそもそも非合法である。

　ファニクは未み練れんを残しながらビスケットの箱に蓋ふたをすると、立ち上がりなおも続けた。

「事情は話したじゃないっすか」

「ああ、聞いた。それで帝都が消えてなくなったなどという途と方ほうもない話をした上で、その原因が剣士ひとりだとまで言う。信じろというのか？」

「信じて欲しいっすよ」

　犬回しはまったく取り合わず、そのまま背を向けた。犬の獲え物ものを探すためだろう。また左手の指をこする奇妙な動作を見せてから歩き出し、遠ざかっていく。

　立ち尽くしてその背中を見送りながらファニクがつぶやくのが耳に入った。

「犬回しは左手に、特別な香こう料りようを染しみ込ませているっすよ。この調合は犬回し独どく自じの秘ひ伝でんなんすけど、その匂においを使って犬をコントロールするんだとか。一種類だけじゃなくて、人差し指にはどんな香料、手のひらのどこには別の香料と、いろいろあるらしいっす。手甲を着けてるのは、なにがあっても左腕だけは負傷しないためでもあるんすよ」

　彼の蘊うん蓄ちくは意識の外に漂ただよわせ、ミズーはあきらめ混じりにつぶやいた。

「ペインに頼むことも考えないといけないかもしれないわね。かなりの回り道になるけど……」

　いくつかの可能性を思い浮かべ、有ゆう望ぼうなものがどこにもないことに嘆息しながら、それでも言い直す。

「あるいは、犬なしで進むか」

「まあ相手の手がかりがまったくなければ、犬がいたって役には立たんすねぇ」

　表情が大おお袈げ裟さなファニクは、眉まゆ根ねを寄せるとどこか摘つままれたような顔になる。彼がその顔を見せることはそれほど多くない──長いつき合いとは言えないが、ミズーは実じつ際さい、彼が困り顔を見せることなどほとんどないのだろうと勝手に見当をつけていた。

「ピウルに行くことも考えたほうがいいかしらね。情報屋がいる」

「情報屋に払えるほどの金がないっすよ。用意した帝都金券はもう紙かみ屑くずっす」

　損そん失しつ額がくを思い出したのかファニクは天を仰あおいでみせた。と、空を見てさらに思い出したのだろう。無む念ねんに言ってくる。

「こうなるのなら、あの子に協力してもらえば良かったっすね。あの兄さん抱かかえて、空をすっ飛んでったの見た時はびっくりしたっすけど」

「駄目よ。もし協力してもらったら、今度はこちらがマリオの要求を聞かないとならなくなる。聞き分けてくれて良かった。あの子、アストラに会ったら、きっと真っ先に飛び込んで死ぬ。ギーアがいたらそれを止めることもできるでしょうけどね」

　虚むなしく答える。

　だが言葉だけでは失しつ意いは埋うまらなかった。マリオから受けた打だ撲ぼくはもう跡あとが残るだけで痛みはない。服の上から傷きず痕あとを手で暖あたためると、かえって腹の中にある怯おびえの塊かたまりははっきりと感じ取れた。

「あの子、わたしの言葉を聞いてくれたのかしらね」

「なにがっすか？」

　問われたところで、あまり深く考えていたわけではない。ミズーは迷って地面を見回した。犬回しの踏ふみつぶしたビスケットを見つけたのは意識していたわけではなく、またそこに視線を止めた意味もない。エダン・ナーシャの鋭えい角かくに食い込んだ靴くつ跡あとは砂すな地ちによく目立っていたが、やがて風が吹けば薄うすれて消えるだろう。

「言葉が意味を持つのは、いつだって間に合わなくなってから。そんな気がするから……結局わたしがあの子になにを言ったところで手遅れなのかもしれない。そんなことを思っただけよ」

「間に合わないっすか？」

「言ったでしょう。そんな気がするだけ。あまり訊きかないで」

　手を振って話を打ち切ると、エダンと犬はもう姿が見えなくなっていた。風が砂を飛ばす中で、ミズーはマントを口元に引き寄せた。

「ここに突っ立っていても仕方ないわね。小屋に引き上げましょう。エダンを説得できないなら、どこに行くにせよ昼になる前にここを発たったほうがいい」

「ういっす」

　昼まではまだ時間があるが、太陽はもう高く昇のぼっている。とはいえここまで歩いてきたのだから、今さら出立にそれほど準備が要るわけでもなかった。あまり急がずに村を横切っていく。失しつ望ぼうは感じるものの、さほど強くない。それを認めて、ミズーは胸に食い込む軽い後ろ暗さにも気づいていた。

　先を歩くペイン・ギャングの背中に声を発する。

「ねぇ」

「なんすか？」

　首だけ回して肩越しに、ファニク。

　彼に、ミズーは訊たずねかけた。

「あなた、どうしてギャングになったの？」

「いや、大した生い立ちがあるわけじゃないんすけど」

　言いながら、彼は例の困り顔を見せた。視線をまた空に向けてあとを続ける。

「家の手伝いサボって遊んでたら、自然と行き着いたっすよ。俺みたいなのが遊びに行く店ってのが、ちゃんとそういうのの入り口になってるんすね。本当によく出来た仕組みだと思うっすよ」

「家族は反対した？」

「そりゃそうっすよ。即そく勘かん当どうっすよ。親父に背せ中なか刺さされたっすよ。姉ちゃんの結婚式にも来るなって言われてるっすよ」

　と、ファニクがさすってみせたのは背中というより尻しりに近いように思えたが、それはわざわざ言わなくとも良いのだろう。ふざけた様子もなく真しん剣けんなギャングに、ミズーはそのまま質問を繰くり返した。

「こんな生活を止めようと思うことはないの？」

「そりゃ、あるっすよ。うまくいってるうちはいいっすけど失敗したらろくなことにならないっすから」

「ならどうしてそうしないの？」

　歩ほ調ちようを速めるように強く踏み出して──

　ミズーは躊ちゆう躇ちよした。世間話のはずが詰きつ問もんのようになっている。

　もっとも、ファニクのほうがかわすのは上うわ手てだった。気き楽らくな調子で、

「まあ、そう簡単に抜けられない仕組みにもなってるっすよ。それに今んとこは、うまくやれる自信もあるっす。どうしてそんなこと気になったっすか？」

　別に、とでも告げればそこで話は終わらせられる。

　わざわざ言い訳の機き会かいまで与えてくれるというのは、やはり気の利きいているところなのだろうが。ミズーはそこに乗らなかった。背後からファニクの横顔を見通しながら、

「あなたは、わたしが止めろと言ったら、ギャングを止める？」

　さすがにこの問いは彼を困こん惑わくさせたようだった。

「いや、止めないっす。どうしてっすか？」

「そうよね。だから……言葉は間に合わないという話よ」

　ようやく言い終えて、ミズーは肩の力を抜いた。

　小屋の前に着くとファニクはそのまま戸口にまとめてあった荷物を摑つかみ、その一方をミズーは受け取った。が、刹せつ那な。

　すぐにそのまま手を離す。革かわ鞄かばんは地面に落ちて小さな砂すな煙けむりを起こした。ミズーは手早く囁ささやいた。

「なにか聞こえなかった？」

　この村──いや、攻撃犬の訓くん練れん場に動物の声はない。朝から昼への気温上じよう昇しように伴ともなって風が強さを増している。音といえばそれくらいだった。直感に従って周囲を視線で探りつつ、剣に手をかける。ミズーはその体勢で数秒待った。変化はない。

　訝いぶかしげなファニクの顔を見返し、にっこり笑って肩をすくめる。

「気のせいだったようね」

　ミズーは武器の柄つかから手を離し、地面の鞄に移そうとした。

　その動作に隠れて、左手で剣を引き抜く。

　一気に振り上げたその刀身が、物もの陰かげから放たれた凄すさまじい速度のなにかを弾はじき返した。その重さに、反動で剣を取り落とす──左手一本では支えきれなかった。質しつ量りようではない。速さから来る衝しよう撃げきだった。剣のみならず彼女自身の身体も地面に横倒しになる。

（なにが来た⁉）

　その一撃は明らかに彼女を狙っていたはずだった。剣で弾いたというのに視界に収おさめることもできないほどの速度で何ど処こかの物陰へとまた飛んでいってしまった。出所も行き先も分からない。

　ファニクに蹴け飛とばされた。逆らわずに蹴り転がされながら、背後の地面に細長いなにかが突き立つのが見える。敵の正体を見定めようと、ミズーは感覚のすべてを動員した。が、分からない──そもそもここまで侵しん入にゆうしてくるには、攻撃犬の嗅きゆう覚かくを回かい避ひしてこなければならなかったはずだ。もしくはエダンと犬を殺してその足で追いついてきたか。どちらにせよ普通では考えられない。そのため油ゆ断だんしていた。

　地面に片かた膝ひざをつき体勢を直す。地面に刺ささっているものを確認しようと視線を移して、ミズーは我わが眼を疑うたがった。地面にはなにもない。鋭い刃のようなものが刺さった跡が、ほんのわずかに残っている。

　その代わり、落とした剣が間近に転がっている。彼女はそれを拾い上げ、集中に努めた。敵の正体がなんであれ、あの速度、察さつ知ちが遅れれば命取りになる。

　三度目には余よ裕ゆうがあった。振り向きざま、剣を一いつ閃せんする。小さい的に刀身が命中し、飛来してきた物体の軌き道どうを変えた。速度を落としたその姿がかろうじて見える。

　翼つばさがある。刃から伝わってきた感触から、それが金属か金属に等ひとしい硬こう度どのなにかだと分かる。翼は巨大なものが二枚と、その下にある薄うす羽ばの数枚──それ以外は、鳥に似た形状をしていた。頭部と嘴くちばしは胴どうに埋うまっている。足はない。

　精霊だった。弾かれ、空中で一度動きを止めてから、垂すい直ちよくに加か速そくして視界から消える。鳥にこんな動きはできない。

　再び見失って、ミズーは舌打ちした。ファニクが叫さけんでくる。

「姉さん、いったん小屋の中に──」

「駄目。精霊と戦うよりは、操あやつっている精霊使いを捕つかまえて止めさせるほうが早い」

「精霊使いがいるっすか？」

　ミズーはうなずいた。

「そうでなけりゃ、こんなところに精霊がいるわけないでしょう」

　駆け出す。手で合図して、ファニクには別方向に走らせた。

　村にはそれほどの建物も障しよう害がい物もない。が、ほとんどの建物はフェイクで、中は空だという──むしろ隠れられる場所は多い。

　後頭部から鼻び孔こうに抜けるような追つい撃げき音を感じ、ミズーは走りながら身体をずらした。精霊が通り過ぎ、遥はるか前方へと消えていく。この大きさの精霊であれば念糸で対抗することも可能かもしれないが、速すぎて知ち覚かくが困こん難なんだった。

　ミズーが発見したのは、半はん壊かいした納な屋やを通り過すぎた時だった。立ち止まる。男がひとり倒れていた。死んでいる。爆ばく発はつで抉えぐられた円の中心に、両手を広げて仰あお向むけに。顔は潰つぶれて表情も分からない。強い衝しよう撃げきを至し近きん距きよ離りから受けたのだろう。手には鉈なたのようなものを持っている。

　状況から理解はできた。この男は精霊の入った水晶檻を鉈で割わったのだ。その際に起こった爆発で死んだ。ミズーが耳にしたのはその騒さわぎだったのだろう。精霊は解放され、そのまま無む差さ別べつに暴あばれている。

（精霊使いどころか、水晶檻を割った爆発がどれほどのものかすら知らない素人しろうと？）

　そんなものが、どうしてここにいて彼女らを狙うために精霊を解放したのか。まったく分からないまま、ミズーは身を伏せた。頭上を旋せん回かいし飛んでいく鳥精霊を眼で追いながら、うめく。

（精霊を叩たたくしかない……わね）

　幸い、さほど強大な精霊ではない。

　ただ執しつ拗ように攻撃の意図を持って飛び回っている。長引けば不利だった。

　再度襲しゆう撃げきしてきた鳥精霊を剣で打ち払う。手て応ごたえは十分だったが、標ひよう的てきを傷つけた様子はない。ミズーは意を決し、剣を鞘さやに納おさめた。

（剣を当てられるのだから念糸で捉とらえることだってできるはず）

　自分に言い聞かせ、集中を高めていく。場合によっては念糸は剣などよりよほど器用に的を捉とらえられるはずだった。意識をし、念じるという手間がかかるが、達たつ人じんはおよそ信じがたい効果を発はつ揮きすることもある。

　あるいは、アストラならば……

「くっ！」

　雑ざつ念ねんが邪じや魔まをした。眼球だけで視線を上げると鳥ちよう精せい霊れいが迫せまる黒い点が虚こ空くうに見えた。ミズーは攻撃をかわしながら前方に身を投げ出し、起き上がって体勢のずれを清せい算さんした。勘かんで距離と角度を測り直す。精霊の速度と今までの襲しゆう撃げきパターン、自分の位置と移動にかかった時間。すべて一刻ごとに変化していくが、一度把は握あくすれば、あとはそれを予よ測そくまで加速させていけばいい。

　ミズーは念糸を紡つむいだ。身体から離れた思し念ねんの糸が、辿たどるべき通路を求めて浮ふ遊ゆうする。予測さえ正しければ捕つかまえられるはず──

（かかった）

　自分の念糸が精霊に絡からんだことを知覚して、彼女はさらに念じた。

（焼き尽くせ！）

　炎が膨ふくれ上がる。鳥精霊が飛んでいたその場所に火か球きゆうが弾けた。赤い炎が霧む散さんするともうそこにはなにも残っていない。消しよう滅めつしたのか、多少傷ついただけで無抵抗飛行路に逃げ込んだのか分からないが、鳥精霊も消えていた。

　息をついて、立ち上がる。小型の精霊だが念糸への反動がまったくなかったわけではない。身体の痛みを手で撫なでてはらい落とし、しばらく待っているうちにファニクの声が聞こえてきた。

「うわ、こりゃなんすか？」

　死体のことだろう。ミズーは陰いん気きに声を落として返事した。

「わたしが見つけた時には、もう死んでいた。侵しん入にゆう者……よね？」

　一応確認すると、ファニクは男の死体をのぞき込み、検けん分ぶんしてから答えてきた。

「そっすね。ファミリーじゃないっす。犬に気づかれずここまで接せつ近きんできるなんて、ちと考えられんっすけど」

「バイロンは気づいていた」

　と──

　向き直ると、昨日と同じようにいつの間にかエダンが立っていた。犬といっしょに。

　明らかに彼女は不ふ機き嫌げんだった。鋭い眼をさらに吊つり上げ、死んだ男を睨にらみつけてから、攻撃犬の頭に手を置く。

「お前たちから離れてようやく分かって引き返してきた。昨日から犬が興こう奮ふんしていたのに、わたしが見落としたんだ。こいつら、お前たちの臭においに紛まぎれて侵入したのだろう。わたしの失しつ策さくだ」

　苦々しい口調から、エダンが誰にでもない、自分自身に腹を立てているのは理解できた──が、なんにしろやつあたりとしか言い様のない激はげしさでファニクへと問い質ただす。

「心当たりはあるか？」

「今、ファミリーは特にどことも抗こう争そうしてないっすよ……まあ、派は手でには」

「犬の魔力を試ためしてみるか。下がれ」

　これはミズーに対しての命令だった。入れ替わりに左手を擦こすり、攻撃犬を前進させる。と、犬が死体を調べている間にファニクが場を離れようとしていることにミズーは気づいた。なにも言わずに元の小屋に向かって小走りに去っていく。荷物を取りに行ったのだろう。ふたりで残され、ミズーは仕方なくエダンを観かん察さつした。怒った犬回しはますます無ぶ愛あい想そうに険けん悪あくな形ぎよう相そうを浮かべている。

　気になって、ミズーは問いかけた。

「犬の魔力って？　犬が持っているのは嗅きゆう覚かくじゃないの？」

　エダンが三角の眼をこちらに向けてくる。

「剣を使う者ならば、剣の魔力を信じるのだろう。それがただの鋼こう鉄てつに過ぎないと知っていてもな」

　犬回しはそれだけ告げるとまた左手を動かした。犬が死体から離れ、次の指示を待つ姿勢にもどる。

　その指示を出す前にエダンはまたミズーのほうを見た。彼女の声音はぎりぎりまで絞しぼられ、締め上げられたような窮きゆう屈くつさがあるが、不ふ快かいではない。もう一言、付け加えてくる。

「あるかないかではない。そうだろう？」

　と、エダンは左手で犬を走らせた。勢いよく飛び出していく攻撃犬に続いて、犬回しもついていく。当然犬のほうが速いために距離が離れていくが、その一定のところでエダンも追いかけて姿を消した。

　ミズーは、ひとりでつぶやいた。

（そうね）

　それは分かっていた。

　あるかないか、ではない。

（仮にそんなものないとしても、探す価値があるのかどうか。それだけ）

　やがて、ファニクがふたり分の荷物を担かついでもどってきた。彼に向かって手だけで挨あい拶さつし、エダンと犬が去っていった方向を示す。彼がこちらに向かう足の向きを変えるのに合わせてミズーも歩き出し、合流すると、ファニクは小声で耳打ちしてきた。

「あの死んでたのは精霊使いじゃないっすよね？」

「ええ。少なくともまともに精霊を扱あつかおうとしてる人間のすることじゃない……水晶檻を割って使うなんて」

「どうしてっすか？」

　自分の鞄を受け取りながら、ミズーは答えた。

「有形の精霊を捕らえておけるような水晶檻はおいそれと手に入らない。割ってしまったら、もう精霊を封じておくことができなくなる」

　実際には、そうした精霊の使い方がないわけではない──無形精霊を封じた水晶檻を割って爆発を利用することは普通に行われている。厳げん密みつにはその程度のことで精霊使いを名乗っても構かまわないのだろうが、通常、精霊使いとは実体の精霊を扱うことを言う。精霊使いと念ねん術じゆつ能のう力りよく者がほぼ同じ意味に使われることが多いのは、念糸を使わなければ水晶檻を完全には制せい御ぎよできないためだ。強い水晶檻であればあるほど、より完かん璧ぺきな開門と閉門の儀ぎ式しきを必要とする。

「実体の……しかも人を殺すように訓練された精霊は貴き重ちようどころの話じゃないし。わたしひとりを殺すために使い捨てにするのは馬鹿げてるわ。賞しよう金きん額がく程度じゃ元が取れない」

　今となってはその賞金を払はらう帝国も存在していないわけだが、無関係な話題に触ふれるまでもなく行く手から悲鳴が聞こえてきていた。泣きわめくような男の声。そして犬のうなり声と、エダン・ナーシャの恫どう喝かつと。

「三下ごときに恥はじをかかせてもらった礼をしないとね」

　抜ばつ剣けん音まで聞こえたところで、ミズーはファニクと顔を見合わせ、駆け足になった。そう遠くはない。数秒で追いつき、制止する。

「待って！」

　予想外の光景があったわけではない。男がひとり取り押さえられていた。巨大な犬にのし掛かられ、身動き取れずに身体を丸めている。エダンはそれを見下ろしながら短剣を掲かかげていた。頑かたくなに引き締められた顎あごにはっきりとした意志が見て取れた。つまり、噓でもはったりでもないとだけ明確に。

　攻撃犬も同様だった。身を縮ちぢませて怯おびえる男など手て頃ごろな獲え物ものだと言わんばかりに眼を輝かせ、牙きばの並んだ口からはよだれを滴したたらせている。

　両者のどちらに言っているのかは自分でも確信がないまま、ミズーはあとを続けた。

「わたしを狙ってきた敵よ。尋じん問もんさせてちょうだい」

「当たり前だ。簡単に殺すつもりはない」

　エダンはあっさりそう言ってくると場所を開けた。犬回しと犬の間に割り込むような形で前進しながら、ミズーは男に向かって屈み込んだ──身を折るとちょうど、犬の顔の高さと同じになる。犬と視線を合わせてからそれを無視するためには多少、意志の力を必要とした。得も言われぬ違和感の中、その男を見やる。

　エダンに言われるまでもなく、確かにその男は注意を引くような際どさも、感かん服ぷくするような貫かん禄ろくが感じられたわけではない。犬に押し倒されて怯おびえているという部分を差し引いても特別なものは見受けられない。もっとも、それを言えばファニクから特とく殊しゆな気配を感じたことがあるわけでもなかったが。

　男の格かつ好こうは先ほど死んでいた男と大差はない。辺へん境きようにならばどこにいてもおかしくないであろうし、辺境以外のどこから来たということもあり得る。剣のような重武装はしていないが手にはナイフを持っていた──持っているというより、ハンドガードが指から抜けずぶら下がっているだけだったが。手首には犬の嚙かみ痕あとがしっかりと刻まれている。

　彼女が迷っていると感じたのだろう。背後からエダンが指示を発してきた。

「隙すきを突いてきたということは、ここに犬がいることも知っていたのだろうな。過ぎた情報通のようなものが背後にいる。それを聞き出せ」

　言わずもがなのことではある。が、ミズーが気にしたのは別のことだった。

「聞き出してどうするの？」

「見つけて始し末まつする。当然だろう」

　言葉通り当然のように、エダンが告げてくる。

　彼女の役やく割わりを考えれば確かに聞くまでもないことだった。部外者である自分がそれに口出しすることは無意味だろう──これがただのギャング同士の抗こう争そうであれば。だがミズーはうなずく代わりに一呼吸おいた。

　男を見定め、彼が次第に恐きよう慌こう状態から落ち着いて話を聞いていることを確認する。ミズーはゆっくりと口を開いた。

「なら拷ごう問もんするまでもない。わたしが知ってる……あなたたちに情報を流したのは黒こく衣いでしょう？」

　実際にはそれほどの確信があったわけではないが、それはおくびにも出さず訊たずねる。

　男の表情に明らかな動揺が走るのを見下ろし、続ける。

「あの精霊も、黒衣から渡された。そうね？　黒衣に脅おどされてるのなら……あの犬回しだって同情してくれるんじゃないかしら」

　後半は小声で、エダンには聞こえないように。望み薄うすだと分かってはいたが。

　だが男が見せた怯えは、犬回しに向けてのものではなかった。今にも彼を食いちぎれる位置にいる犬に対してでもない。男は震え声で、口早に囁ささやいた。

「黒衣は同情しない」

　彼は無事な左手で自分の首を押さえている。なにをしたいのかはよく分からないが、頸けい動どう脈みやくでも守っているつもりなのかもしれない。意識しての仕し草ぐさではないだろう。充じゆう血けつした眼球になにも映うつさず、訴うつたえるように続けてきた。

「黒衣は……俺たちの仲間のところにいる。精霊が入ってるっていう水晶檻を山ほど持ってて……それを解放すればいつでも全員殺やれると言ってる」

「言ってる？」

　これも質問ではない。確認だった。男はきょとんと不ふ思し議ぎそうにしている。

「……？　それがどうした？」

「いえ、なんでもない」

　話を打ち切ってから立ち上がる。

　ミズーはそのままエダンとファニクを見やり、告げた。

「この男は多分、どこかの山さん賊ぞくかなにかでしょうね」

「ミブロ傭よう兵へいっすよ。多分」

　補ほ足そくするファニクを手で制し、ミズーは自分の胸を示した。

「黒衣に支配されているらしい。その黒衣の狙いはわたし」

「ならば、その黒衣を狙うのがわたしだ」

　犬回しはそう言ってから短剣を鞘さやに納め──怪け訝げんそうに顔をしかめた。

「なんだ。文もん句くでもあるのか？」

「いいえ」

　我ながら理り不ふ尽じんと感じる苛いら立だちを片付け、犬の毛並みへと視線を逃がす。

「じゃあその黒衣は傭兵を脅おどして、精霊を持たせた上でわたしを始し末まつするために送り出しているってわけね」

　彼女が獣精霊を失っていることを考えれば、一応有ゆう効こうな策さくとはいえる。ウルペンは恐おそらく帝都から軍用の水晶檻を持ち出したのだろう。だとすれば魔精霊のような強大なものも含ふくまれているに違いない。もっとも──

（隠れてじっとしてるより有効な策とは思えないけどね）

　結局のところ精霊を扱うのに精霊使いが必要とされるのは、精霊はそれを御ぎよす者がいなければ好き勝手にするだけだからだ。精霊そのものを意のままに操あやつることができるのならばそれで良し、無理であればせめてそれが存在して意味のある場所、時を厳げん選せんして精霊を解かい放ほうしなければならない。それを徹てつ底ていするからこそ、帝国は精霊を戦場で有効利用することができたのだ。

　ウルペンは黒衣に匹ひつ敵てきするほどの優すぐれた使い手かもしれないが、精霊使いではないに違いない──その訓くん練れんを受けていないだろう。もし訓練を受けているならば、自らが精霊を率ひきいて現れるはずだ。敵の間近で適てき当とうに精霊を放り出して結果を見るような方ほう策さくは、お世せ辞じにも確実性があるとは言えない。こうして捕ほ虜りよを取られれば、みすみす手がかりを渡すだけにもなる。

　もしくは罠わなであるかだ。数か月前、黒衣相手に彼女とジュディアが仕し掛かけて失敗したように。ミズーは傭兵の男の注意を引いて、口を開いた。

「その黒衣はたったひとり？」

　男はきっかり二度、首を縦に振った。

　敵の真しん意いは分からない。最さい良りようとは言えない策をわざわざ取ってきている。だがどうしたところでそれを確かめる方法はひとつしかない。迷いは唇を嚙むほんの数すう瞬しゆんだけで済ませ、ミズーは続けた。

「その黒衣がいる場所に案内しなさい。わたしが黒衣をなんとかする」

「罠っすよ」

　と、ファニク。

　彼が自分とまったく同じ結けつ論ろんを出していたことにミズーは面めん食くらった。が、それはそれとして反論する。

「それでも奴が自分自身を餌えさにするなら踏ふみ込むまでよ。ある程度まで迫れればあとは犬に……追ってもらえるんでしょう？」

　訊くと、エダンが初めて笑みらしいものを見せた。禁きん欲よく的な硬かたい表ひよう皮ひからのぞく、野性的な、にやりとした単たん純じゆんな笑い顔。男のほうも異い存ぞんないようではある。逆にミズーが黒衣に殺されたところで、それで解決するかもしれないのだから。

　だが最後にエダンは、控ひかえめな反対意見を述べてきた。

「そいつを歩かせるのは難なん儀ぎだぞ。尻を両方嚙ませてる」

「これからは、せめて片方だけにして」

　ミズーは嘆息してそれだけ言い返した。







　第六章　インヴィンシブル・フォート

　　　　　　（不落の手しゆ段だん）







　ミブロ要よう塞さいの不ふ落らく伝説は──攻こう撃げき犬と同じ程てい度どには──聞いたことがあった。そして犬に比くらべれば他た愛あいない話だと言わざるを得えない。砦とりでは一度も敗北を知らぬまま築ちく百年を越こえるものだという。ミブロの兵士らは、自らの要塞の歴史は一千年を数えると主しゆ張ちようする。ところが千年前の地図にはこの城が記しるされていない。城があったならば地図に記されないわけがないとする学者が大たい勢せいを占しめ、ミブロの自じ説せつはあまり広く認められていなかった。

　彼らミブロ人の主張はこうだ。既すでに崩くずれた、砦の外がい壁へき。その上に根を張はった木々はどう見ても樹じゆ齢れい数百年を過すぎている。木が歩くという森の伝説を信じるのでなければこれは砦の歴史を証明するものだと。宗しゆう教きよう論ろん争そうにまで発はつ展てんしたこの議ぎ論ろんは未いまだ結論を見ていない。なお、ミブロは自国に調ちよう査さ隊が入ることを断だん固ことして拒きよ否ひし続けている。

　そしてミブロ以外の辺へん境きよう人はこう言っている。難なん攻こう不落もなにも、通り抜ける価値のない砦など誰も攻せめはしないと。

　要塞が構かまえるこのミブロ山岳は辺境の最さい果はてだった。地図で見ればここは辺境諸しよ国こくの南西、沿えん岸がんまで人も住まないような険けわしい山地が続くだけである。海からなにかが這はい出して攻めてくるというのでもなければ、確かにこの砦はなにも守っていないということになる。強ごう欲よくなカリオネルですらミブロ要塞には使者を送って協定を結むすぶに止めた。価値のない土地に対して攻城戦を仕し掛かける手間を帝てい国こくは嫌きらい、ミブロはミブロで、戦えば確実に不落の伝説が失われることを理解していた。協定について、ミブロ側の要求は一点だけだったという。『帝国は、戦えば勝てたとは思わないこと』

　砦についてのファニクの蘊うん蓄ちくは、それら既き知ちの話を上回るものではなかった。いちいち議論を吹っ掛かけるファニクと、議論を受けるミブロ傭よう兵へいとに辟へき易えきしたものの、聞き流していればそれだけのことである。

　歩けない──と主張する──ミブロに肩を貸してきたのはファニクだった。ミブロ傭兵は道中、ミブロの誇ほこりについて口を閉じることはなかったものの、犬には決して近寄らなかった。

　彼によれば、山に入る道はひとつしかない。

　山道はそれなりの傾けい斜しやになっているが、馬車が通れる程てい度どの道みち幅はばはある。見み張はり小屋は無人だった。

「静かっすね」

　飛び道具の準じゆん備びをしながら、そこにある重い空気をファニクが声に出す。

　鳥の囀さえずりひとつないその静せい寂じやくは硝しよう化かした帝てい都とを思い起こさせた。剣けん帯たいの位置を確かめながら斜しや面めんを見上げる。ミブロ要塞は、少なくとも広く知られている地図によれば山さん岳がくの中腹にある。ふもとからは隠れているがそれなりの規き模ぼのものだった。中には数百人のミブロ戦士とその家族が暮くらしているはずだが。

「黒こく衣いはいきなり、精せい霊れいをけしかけて城門を破は壊かいした……そして軍団長を殺して、長老たちを人質に取った」

　ミブロの男は小屋に備そなえ付けになっているらしい杖つえにすがって外に出てくると、恐れを含ふくんだ声でそう述べた。

「伝説の要塞が、随ずい分ぶんとまた簡かん単たんに落とされたものね」

　呆あきれたというよりはただ腑ふに落ちず、ミズーが問うと、ミブロの顔色はさらに青ざめていった。

「それが、妙みようなんだ。城門が壊こわされた時には、ミブロの軍は大半が既すでに死んでいた……」

「ハート・オブ・レッドライオンも、砦をひとつ破やぶったことがあるだろう」

　唐とう突とつに横からエダンが言い出す。この犬回しが彼女の情報を知っていたのは意外だった──それまでまったくその素そ振ぶりを見せなかったのだ。

　ミズーはただ肩かたをすくめて応おうじた。

「ダンナス関ぜきのことを言ってるのなら、精霊がいての話よ。どのみちこことは規き模ぼが違い過すぎる」

「そうか。バイロンは城門を打ち破るのは無む理りだろうが、そんなことをせずとも人知れず横を通り抜けられる道を探し当てる」

　可愛かわいげなく言ってくるエダンに、ミズーは胸中で舌したを出しながらファニクを見やった。ペイン・ギャングは面白がるように含ふくみ笑いを浮かべている。

　なんにしろ、ミズーは告げた。

「この山の抜け道なら、わたしが知ってる」

「なんだと？」

　驚おどろくエダンに種たね明あかしをするというのは優ゆう越えつ感を覚えられなくもなかったが、それでもそれは楽しい思い出とは言い難がたいものだった。頰ほおに引きつるものを感じながら、風に触ふれて気を解ほぐす。

「通ったことがあるのよ。たった一度だけ。でも砦に行くのなら犬に先せん導どうしてもらったほうがいいわね。わたしは要塞を避さけて通ったから」

「この山道以外に、人の通れる道などない」

　誇ほこりを傷つけられ怒ったようにミブロが言ってくる。ミズーはそれ以上続けられず、曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

「そうね。どうしてあんな道を通れたのか、奇き跡せきのようなものなんでしょうね」

　今では通れないだろう。昔は通れた。そもそも──今思えば──確かに道など通らなかったのかもしれない。

　山道を進む最初の一時間ほどは、散歩のようなものだった。杖を使っているミブロの速度に合わせてゆっくりと進んでいく、ただし気き鬱うつな散さん策さくである。ふもとから離はなれ、斜面を登れば登るほど、静寂は深まっていく。ミブロの領りよう域いきに入ったというのに迎げい撃げきどころか哨しよう戒かいにも行き当たらない。数々の大勢力に脅おびやかされてきた少数民族の例に漏もれず、ミブロは排はい他た的なことで知られている。貧まずしいために男たちはその憤ふん懣まんを売り物にすることで祖そ国こくを養やしなってきた。つまりは、他民族への怒りを武器にした傭よう兵へいである。砦の中で生まれ育つ彼らミブロは、特別に経験豊ほう富ふというわけでも人並み以上に有能というわけでもない。それでもミブロ傭兵が高く名を売ったのは、彼らがどんな非ひ道どうな作戦にでも喜んで参さん加かしたためだった。

　少なくともミズーはそう聞いていた。彼らの土地に入ったならば、いざこざを避ける方法はない。エダンは犬を十歩分ほど先行させ、彼女自身も油ゆ断だんなく左右を警けい戒かいしている。その後ろをミズーとファニクが並んで歩いていた。

　静けさに毒どくされてか、ミズーはなにも感じることなくただ足だけを進めていった。木々は多いがそのほとんどは実りのない黄こう皮ひ樹じゆである。名前ほど鮮あざやかな色しき彩さいを持つのでもない。この木は樹皮に粘ねばりけのある種たねを含ふくみ、それを食べる猿さるの死体から発はつ芽がする。木の皮くらいしか採ることのできないほど弱った猿は、どうせ長生きできないというわけである。気が利きいているようでまったく利いていない性質だが、この山では不思議なほど繁はん栄えいしている。

（気が利いているようで利いていない……人間の隆りゆう盛せいも、似たようなものか）

　あるいは真実かもしれずとも、あまりに陳ちん腐ぷな連れん想そうに気き恥はずかしくなり、ミズーはひとりで嘆たん息そくした。無む念ねん無む想そうでいたつもりが、いつの間にか物思いが募つのっている。確かに人間の構こう造ぞうは気が利いていない。

　山道には猿の気配もない。猿を捕ほ食しよくするもっと大型の獣けものも、小動物も、虫すらいない。

　と、眼前で手が振られているのに気づいて、ミズーは立ち止まった。エダンが合図しながら囁ささやいてくる。

「バイロンが警けい戒かいしている」

「どういうこと？」

「人間の死体の臭においだ」

　まるで自分が嗅かぎ当てたかのように自信を持ってエダンが断だん言げんする。ミズーは犬を見やったが、大型の攻撃犬は丸い眼で後方の人間たちを振り返っているものの、いつもとなにかが違うものを感じさせるわけでもない。

「どうして人間だと分かるの？」

「武ぶ装そうしてるからさ」

　彼女は左腕うでを高く上げて指を擦こすった。弾はじき出されたように、犬が登り坂を走り出す。

「バイロンが吠ほえればそこに敵がいる。吠えなければ死体しかない」

　歩ほ調ちようは速はやめない。ミブロは急ぎたがっていたが、急げば疲ひ労ろうするだけである。それまでと変わらないペースを保たもったまま進んでいくと、やがて道の中央に黒い塊かたまりが見えた。バイロンが座って待っている。無む頓とん着ちやくな吞のん気きさで舌したを出した顔だが、詫わびているように見えないこともない。その道の脇わきに木にもたれかかる格かつ好こうで死体が倒たおれていた。

　ミブロ傭兵が、肺はいから直接息を抜くような声をあげている。

　血けつ痕こんは道の真ん中に大きくひとつ、そして血だまりを踏ふんだその男自身の足あし跡あとが不規則な模も様ようを描えがきながら死体へとつながっている。歩行中を手て際ぎわよく殺されたというところだろう。新しい死体だった。せいぜい、ここ半日か。

「トーイー……そんな、なにがあったんだ」

　その死体の名前なのだろう。ミブロは倒れている仲間を木から引きずり下ろすと、もう少し楽な姿し勢せいに置き直してやっている。

「即そく死しっすね」

　死体を見立てて、ファニクがつぶやく。

「上から逃げてきたところを背後から一ひと突つき……に見えるんすけど」

　死体は剣を抜いていたが、戦せん闘とうをしたという風でもない。

「ではこの上には逃げ出したくなるようななにかがいるってことか。黒衣が精霊を解放して要塞を片付けたか？」

　先の隠れている道みち筋すじを眺ながめやり、犬回しの声が不ぶ気き味みに響ひびく。

　ミズーはその死体の傷を──たったひとつの致ち命めい傷しようを見下ろし、うめいた。口の中に乾ひ涸からびた舌が横たわり、喉のどを塞ふさいで声を出す邪じや魔まをしている。

「そうね。でも、もう警戒は意味がないかもしれない」

　言葉とは裏うら腹はらに、彼女は剣の柄つかに手をかけていた。




　山の天気らしく、空は次し第だいに暗い層そうを厚くしていく。まだ日ひ暮ぐれには時間があったはずだが、遥はるか山さん頂ちように近い花か崗こう岩がんの岩がん壁ぺきも雨雲の陰かげりに色を濃こくしていた。

　それまでの山道とは違い、要塞の周囲は木々も切り倒され、大きく開けている。ここに登るまでにもいくつかの死体を見ていた。どれも同じ。抗あらがうことすら許ゆるされずに殺されている。

　進むにつれ、ミブロは見るからに憔しよう悴すいしていった。彼は死体の名前をすべて知っていた。かける言葉も見つからず、より急ごうとする彼に速度を落とせとも言えない。目的地に着いた時、ミブロはそこでようやく足を止めた。止まれば止まったで、二度と動きそうにはなかった。

　城門は正面から薙なぎ倒されている。かつては強きよう固こな扉であったものが砕くだけ、小山ほどの無む為いな材ざい木もくに化けている。要塞の壁面にはその他にも、攻こう城じよう砲ほう弾だんを撃うち込まれたような陥かん没ぼつが無数にある。無む論ろんあたりに大砲などなかったが。

「なんだこれは」

　ミブロは彼の誇ほこりとなる要塞の成れの果てを見つめ、抱きかかえた杖が曲がるほど握る手に力を込めている。

「お前が出てきた時と、どう変化している？」

　無ぶ遠えん慮りよといえば無遠慮に──だが実用的に、エダンが尋じん問もんの声をかける。冷れい徹てつに顔色も変えていない犬回しに、ミブロは抗あらがう気力もなかったのだろう。ただ返答を吐はいた。

「みんな死んでる」

「砦が破は壊かいされているのは？」

「それは、最初に壊こわされたんだ……馬ば鹿かでかい、妙みような格かつ好こうをした精霊が。だが黒衣は、自分のために働けばこれ以上の犠ぎ牲せいはないと」

　雨あま粒つぶがひとつ、肩をかすめて地面に落ちた。暗あん雲うんから雷らい鳴めいが聞こえてきている。犬が耳を立て、確認するように鼻先でエダンの腿ももを押していた。この鈍にぶい人間たちはもしかしたら雨が降ることに気づいていないかもしれないと思ったのだろう。

「本降りになる前にテントを作るか、砦に入るかだな」

「そうね」

　ミズーは空を見上げ、迷っているふりをした。犬回しの提てい案あんはもっともである。雨に濡ぬれて良い点はひとつもない。雨が激はげしくなるのであれば野や営えいすることは気が進まない。豪ごう雨うが降るとこのあたりの地形がどう変わるのか分からないのだから、危険ですらある。かといってミブロ要塞の中が今どうなっているのかも十分に予想がつく……

　迷っているわけではない。結果が分かるために自分で決めたくないだけだ。認めてミズーは、ほかのふたりを見やった。エダンは犬の耳をいじっているし、ファニクはぼんやりと要塞の破壊跡を観かん察さつしながらこちらの指示を待っている。ミブロの青黒い顔色からはなにも読み取れない。それこそ、本当に雨に気づいていないのかもしれない。

　仕方なくミズーは告げた。

「入りましょう。建物が雨で崩くずれないことを祈いのって」

「なにに祈るっすか？」

　余よ計けいなことを訊きいてくるファニクを、軽く睨にらみやってから。ミズーはひとけのない要塞と、暗い空と、数を増していく雨粒とを示した。

「幸運によ」

　今までがついていたのか、いなかったのか、それは分からなかったが。不運に襲おそわれながら生き延のびられる程度に幸運だったとは言える。

　破壊された扉を乗り越える。雨に濡ぬれ始めた木材は滑すべりやすくなっていたが、なんとか無事に渡り切った。門の内側は前庭になっている。演えん習しゆう場にでも使われていたのか、人形や杭くいなど、それらしい設せつ備びがある。もちろん、死体が転々と倒れていた。男もいれば女も、子供もいる。

　雨は既すでにかなりの強さになっていた。風の悲鳴と雷が聞こえてくる。突とつ風ぷうが、地面に横たわるミブロのスカーフを旗はたのようにはためかせていた。死体には表情がない──彼が手を伸のばした方向には女のミブロが死んでいる。なにかを話しかけようとして、そのまま死んだのか。このふたりがどういった関係だったのかは、切断された女の首がどこにも見当たらなかったため判別つけがたい。

「そんな……そんな……」

　雨音が、ミブロの繰くり返す嘆なげきを覆おおい隠してくれるのは有り難がたかった。ある程てい度ど予想していたはずの城塞の惨さん状じようを実じつ際さいに見て、胸と胃の中間から捻ひねり上げられるような痛みが込み上げてくる。死体を見ることには慣れがある。だが、これと同じ痛みを味わったのは三度目だった──ヌアンタット高地の村と、帝てい都とと、そして今。いや違う。四度目だった。彼女が皆みな殺ごろしにしたイムァシアと。

　落雷が地面を揺ゆるがした。思わぬ近さで轟とどろく衝しよう撃げきに、嫌いやな予感を覚えながらミズーは振り向いた。ほぼ確信に近い懸け念ねんは的中し、ミズーは砦から離れた山やま間あいの斜しや面めんに、樹木を押しのけて聳しよう立りつしようとしている巨大な人形の存在を見ていた。

　稲いな妻ずまは、そこに落ちたのだ。聳そびえるといっても周囲の木々よりその巨人の背が高かったわけではない。稲妻によって燃え上がり、窪くぼんだ地中から現れようとしている巨人はむしろ木などより遥かに小さい。だが見ていても、巨人の姿は大きさを一定させようとはしなかった。光り、空気に触ふれて弾はじけ、形を何度も歪ゆがませながらその手を広げ──

　閃せん光こうと轟ごう音おん。巨人の手から放たれた──いや、巨人の手そのものが幾いく筋すじもの稲光となって、四方に拡かく散さんし樹木を薙なぎ倒す。その精霊は稲妻そのものだった。雷光が寄り集まり、留まってなんとか形を保っている。その姿形は人というより猿に近い。

（雷らい精せい霊れい……とでも？）

　精霊は砦を見ている。自らより巨大なものを許ゆるせないように、怒りの声をあげていた。

「あれだ！　あの化け物だ！」

　山腹の雷精霊を指さし、半狂きよう乱らんでミブロが叫び出す。

「あいつが門を破壊した！　雲から力を引き出して──ひとたまりもなかった。雨が止むまで暴あばれ続ける！」

「あんなもの戦いようがない」

　舌打ちしてミズーがうめくと、ファニクが聞いていたのだろう。大声で叫んできた。

「でも、あいつも狙ねらって攻撃できるわけじゃないみたいっすよ！」

　炎と雨に挟はさまれ、煙けむりの合間に姿を燻くすぶらせながら、雷精霊が輝かがやく両腕を突き上げた。雲から稲妻が降り注ぎ、精霊の身体を膨ふくれ上がらせ、溢あふれた電光が弧こを描えがき周辺に乱らん発ぱつされていく。確かに、狙いがあって放っているという様子ではない。

「隠かくれてやり過ごすしかないな」

　犬を砦の屋内に走らせながら、エダンが声をあげる。

「幸運に祈るというのは名めい案あんだ。どうしてあの精霊のことを言わなかった！」

　言葉の後半は、ミブロの胸ぐらを摑つかみ上げながら。茫ぼう然ぜん自失のミブロ傭兵はなにも答えようとしない。ミズーは横から犬回しの手を払いのけた。

「今さら意味がない。それに、精霊のことは何度も警けい告こくされていたでしょう。罠わなだってことも分かっていた」

「まだ他にもいるんじゃないのか？」

　刹せつ那な、建物の入り口からけたたましく犬が吠える。

　ミズーは剣を抜いた。落雷が鳴り止まない中、犬の背中を目印に駆かけ出す。入り口の中は影になって見えないが、犬は明らかにそこに向かって吠えていた。

　彼女が追いつくのと同時、犬が飛び退く。入れ替わる形でミズーは中の見えない戸口に剣を突き入れた。が、暗がりから瞬しゆん時じに伸のびたなにか硬かたいものに剣けん先さきを弾かれる。

　続けてしなやかな鞭むちのように薄うすい鉄板が飛び出してくるのを、今度はミズーが剣で打ち返した。解かれたゼンマイにも似にて、緩ゆるやかに巻き癖ぐせのある薄い刃である。速そく度どを保たもったまま器用に彼女の周囲を巻くと、全方向から攻撃を仕し掛かけてくる。

　大きく拡ひろがったかと思えば次には引き絞しぼられる。身を沈しずめて後こう退たいしながら、ミズーは左手でポーチから投とう剣けんを取り出した。剣で刃を受けるのに合わせて、まだ本体を隠している入り口内部の影へとダガーを投げつける。

　もう一本、同じ刃が出て短剣を弾く。だがそれによって精霊の姿も顕あらわになった。

　精霊は二本の自在な刃に引きずられるような形で暗がりから現れた──といっても、それに本体などというものはなかった。そもそも刃も二本ではない。つながった一本の両りよう端たんである。一枚の薄うすい刃が、きつく螺ら旋せんに巻かれている姿。それがその刃じん精せい霊れいだった。最初に見せた一いつ端たんは外側の端はし、続けて伸ばした一端は中心の端で、おかげで刃精霊は中央からも解ほどけ、今は輪わのような形状になっている。全体の大きさはせいぜい一抱え程度だが、刃をどこまでも解くことができるのであれば全長はかなりのものになるだろう。

　犬が吠え続ける中、そして雷鳴が鳴り響く中、ミズーは金属の擦こすり合わさる剣けん戟げきの音に集中した。二枚の刃を一本の剣で受け続けなければならない。彼女に対して二枚は必要ないと刃精霊が判断すれば、もう一方の刃がほかの者のところへ向かうだろう。雨が勢いを増していく。体温と集中力を奪うばわれながら、ミズーは決め手を見出せないまま攻勢に転じた。刃を打ち払はらい、敵の本体に剣先を突き込む。もとより精霊などに剣が通じると思っていたわけではないが、防ふせぐだけではいずれ後れを取ってしまう。

　牽けん制せいのための軽い突きである。だが切っ先が触れると、刃精霊は意外なほど軽く後方に弾かれた。砦の壁にぶつかってから、跳はね返ろうとしたところで勢いきおいを殺すため、刃の一方を地面に突き刺す。動きを止めて、刃精霊は再さい度ど刃で斬きり掛かかってきた。

（軽い？）

　刃を受けながら、つぶやく。

　雷らい気きが満ちているのか、それとも雨に濡ぬれたせいか、肌はだの表面に痺しびれを覚おぼえている。受ける刃が一本に減ったことで思し考こうに余よ裕ゆうが生まれた。恐らくこの刃精霊は宙ちゆうに浮いているだけで、自由に飛ぶことはできないのだろう。

　ミズーは積せつ極きよく的に刃を弾き、精霊の動きを揺ゆさぶった。刃精霊の本体を横に打ち払い、入り口から遠ざけていく。横目で見やると、どうやら雷精霊は次し第だいに近づいてきていたらしい。倒とう壊かいした門のところまで稲妻が達たつするようになっていた。膨ぼう張ちようを繰り返す空気と水すい蒸じよう気きのおかげで呼吸もままならない。ひたすらに忍にん耐たいを重ね、刃精霊への間合いを詰つめて──

　それまで気づいていなかったが、刃精霊と戦ううちに身体の表面にいくつか裂れつ傷しようが生じていたらしい。皮一枚の薄い傷に過ぎないが。にじみ出た体たい液えきと雨の感かん触しよくが混ざり合い、まるで粘ねん液えきの中で泳いでいるような不ふ快かいさと、そして言い様のない陶とう酔すい感ももたらす。ミズーは剣の柄つかを両手で握にぎり締しめ、斬るためではなくその刀身を精霊本体へと叩たたきつけた。横よこ殴なぐりに打ち据すえるのと同時、紡つむいだ念ねん糸しに意志を注そそぎ込こむ。

　念糸が狙ねらっていたのは、精霊が安定のために刃を突き刺していた地面だった。湿しめった土を熱して、水蒸気が膨ふくれ上がる爆発力で土を吹き飛ばす。

　支えを失った刃精霊は打たれた勢いを殺せず、宙を滑って離れていった。砦の外へ。破壊された門の上へと。

　雷光が閃ひらめく。雷精霊の放った稲妻は導かれるように刃精霊を直撃した。次いでもう一撃、さらに一撃と、続けざまに雷撃に打たれるうち、刃精霊の形が崩れていく。単なる金属の塊となって浮揚力も失ったところで──ミズーは声を張り上げた。

「急いで！　中へ！」

　入り口を示す。疲労はひどかったものの、彼女も急いで屋内へと走り出した。雷精霊は今も変わらず、雷雲から落ちる稲妻を身に受け、それを乱放射し続けている。

　犬と、ミブロを摑まえたエダンと、そしてファニクとが建物へ入っていく。ミズーは雷精霊の動きを監視しながら最後に続いた。建物は一応は堅固な造りになっているのだろうが、最も頑がん丈じようだっただろう城門が破壊されていることを思えば、雷精霊の攻撃にそう耐えられるはずはない。それでも精霊が雷雲から力を引き入れているのなら雨が弱まれば成算もある。やり過ごせることを祈るしかない。

　雨よりも死の臭においが鼻についた。

　砦の中には死体が無む数すうに倒れている。灯あかりもなく暗い建物内の隅すみ々ずみに、その兆きざしが溢あふれていた。影から伸びた手は招まねくように折れ曲がり、暗がりからは見開かれた眼が思わぬ角度で光を反射している。雨音はこぼれる血の滴しずくを連れん想そうさせ、また本当にそうでない理由というものもない。

「死んでるっすね」

　見れば分かることをファニクが口にする。微び震しんに揺れる空気がその声を曇くもらせていたかと思うと、止とめ処どもない雷鳴が地面を叩き、余よ韻いんを搔かき消す。

「どうして……」

　とは、ミブロの声だった。疑ぎ問もんさえ繰り返していれば受け入れがたい光景を拒きよ絶ぜつできるとばかりに、分かり切った謎なぞかけの中で堂々巡りしている。

　砦の第一層に窓まどはない。開け放しにされた扉の隙すき間まから稲光が差し込むたび壁が、床が、倒れた人影が照てらされる。そこは兵の待たい機き所か、広間のようなものだったのだろう。それなりの広さがあり、そこかしこに死体が積つみ上げられていた。通路は左右ふたつに分かれている。

　不完全な明かりの中、ミズーは見当をつけて壁にかかった松明たいまつに念糸を紡いだ。湿し気けた照明が揺ゆらぎつつ灯ともる。雷光ほど明るくはないが、暗さに慣なれた眼には、それは明々と不気味に光の輪を広げて見えた。

　ミズーは壁から松明を取り上げ、ほかの三人を見やった。ファニクとエダンはそれぞれ武器を手に砦の内部をうかがっている。犬はうなだれたミブロのそばにいた。彼は動かない。完かん膚ぷ無きまで破壊された故こ郷きようの姿に、まったく動きを見せない。

　かけられる言葉などなにもない。が、ミズーは彼に向かって足を進めていた。声をかけようと口を開いても、言葉は無む音おんの息となって抜けるだけだった。そもそも呼びかけようにもこの男の名前を知らない。

　と、それが聞こえたかのように男は突然顔を上げた。両手を上げ──怒りの形相で。もっとも前まえ触ぶれなどなくともミズーは予よ期きしていた。恐おそれてすらいたかもしれない。彼が次に叫さけぶであろう言葉を。

「これはお前のせい──」

　途と切ぎれた。

　ミブロの声は濁にごった喘あえぎになって喉のどに留とどまった。文字通り呼吸を縫ぬい止めるように、男の首に後ろから短剣が突き刺さっている。即そく死しだった。苦く悶もんもない。

　短剣はもともと男を狙ったものではない。それはすぐに分かった。自分を狙っていたものだ──男が摑みかかってきたせいで、軌き道どうに入ってしまったのだ。ミズーは剣よりも先に松明を掲かかげた。死体が積み重なっていると見えた場所からテーブルが蹴り出され、音を立てて転がった。さらに人影が立ち上がっている。テーブルの上に死体を置き、その下に隠れていたのだろう。それは影そのものに見える、黒い姿だった。黒衣。

　ミズーが剣を落とし、新たにスローイングダガーを抜くのと。

　黒衣が左手で短剣を抜くのは、ほぼ同時だった。

　互いに向かって投げ放つのも、避よけるのにも同じ瞬しゆん間かんを共きよう有ゆうする。敵の短剣をかわしながらミズーが落とした剣を拾う隙すきに、黒衣は懐ふところから別の武器を取りだしていた。水晶檻。

　ミズーは不意に感情が沸わき立つのを感じていた。怒り。あるいはそれは、自分が負けることを理解していたからかもしれない。彼女は剣を構かまえ突とつ撃げきしようとしていた。黒衣は水晶檻に念糸をつなぎ、彼女のほうに投げている。

　黒衣が水晶檻を砕くだき、爆ばく発はつさせれば、それで終わる。

　まるで黒衣の仮面にただひとつ浮かんだ眼のように。水晶檻はその場に静止して見えた。外には雷鳴。空からは雨。床にはミブロの屍しかばね。犬の発する警けい告こくの声。耳の中には途と絶だえた恨うらみ言が渦うず巻まいている。

　間に合わないことは分かっていたが。残りどれだけの距離であろうと、どれだけの時間であろうと、無視して到とう達たつする方法はある。

（構かまうものか……！）

　胸の空くう虚きよに、獣けものを呼び起こそうとする、その時に。巨大で重い、柔やわらかいものが彼女の自由を奪うばった。

　遠ざかる黒衣の顔に、近づいてくる水晶檻は既すでに眼としては大きすぎるものになっていた。そしてその眼が嘲あざ笑わらうように形を変えた。砕くだけたのだ。

　水晶檻の爆発は無音だが、崩れ落ちる砦となると話は違う。

　ただでさえ損そん壊かいしていた建物は内部の爆発で一度天てん井じようを膨れさせ、二層以上の重みに耐たえられず一気に崩れ落ちた。瓦が礫れきが床を叩たたくごとに、力無いはずの死体の腕が躍おどり出す。ミズーは眼を閉じずにすべてを見ていた。水晶檻の爆発の光。白い輝きに死者たちの影は饗きよう宴えんのごとく蠢うごめく。

　ミズーは力強いなにかにマントを引きずられ、後退させられたため助かった。崩れる広間を見送りながら遠ざかっていく。崩れる石材の向こうに黒衣は消えた。エダンと、ファニクもである。またもや雷鳴が轟とどろくのと同時、ミズーは壁に背中を打ち付けられた。見上げると、攻撃犬の巨大な身体がそこにある。

（……ギーア）
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　衝撃に朦もう朧ろうとする頭ではその犬の名前も思い出せず、ミズーは咄とつ嗟さに違うものを呼んでいた。毛皮を摑み、引き寄せようと腕に力を込める。無む論ろん彼女の力で犬の巨体を引っ張ることなどできるわけもなく、犬の身体に抱きついたのはミズーのほうだった。それを頼たよりに立ち上がる。

　松明は瓦礫の下に失っていたが、剣はまだ手から離れていなかった。犬は彼女が立ち上がるのを辛しん抱ぼう強く待っている。攻撃犬の体毛は触ふれて優やさしいものでは決してない。だが喉のどの奥から頭を吹き飛ばしかねないほど異い様ような圧力をもって込み上げてくる感情の塊かたまりを吞のみ込むには、そのくらいで丁ちよう度ど良かった。

　諦めている場合ではない。

（まったく、わたしは。そんなことはしないと誓ちかったはずなのに）

　たとえ無理でも、投げ出すことはしないと。アマワと戦うのであればなにも投げ出してはならない。

（何回誓いを破れば気が済むの。犬にまで借りを作って）

　あたりを見回す。死体はまだ残っている。最後に残ったミブロまで死に絶たえ、この砦にはもうなにもない。

（これはわたしのせいか）

　巻き込まれたなどと言うつもりはない。仮にそうだとしても、責任とは言い訳を介かいするものではない。

（……それでも）

　ここで潰つぶれるわけにはいかない。誓いとはそういうものだ。

　砦は半はん壊かいしたが、それ以上崩れるということもないようだった。屋根が破壊されたため雨音はさらに大きく、近くなっている。多少明るくもなっている。通路は完全に分ぶん断だんされ、ファニクらが無事なのかどうかも分からない。ミズーはゆっくりと剣を構えた。破壊された通路のこちら側に、現れているものがある。

　精霊だった。砕かれた水晶檻から解放されたのだろう。まずは動きを見せず、そこに立っている。人形に近い形状をしていた。それにしては両腕が長く、手に相当する部分は鞭むちのように長く尖とがっている。全身、凹おう凸とつに乏とぼしく表面はチョコレート色で光こう沢たくがある。

「何体の精霊がいるの」

　誰にともなくミズーは問いかけた。剣先を向けながら、その精霊との間合いを測る。

　犬が威い嚇かくの低音に喉を震わせている。犬回しの指示がなくとも攻撃犬は臭いを覚えた対象を守るだろう。ミズーは刀身を水平に固めつつ、犬から距離を置いた。精霊の出方を探るために左手で投剣を抜き、肘ひじから先の動きだけで投げる。

　半円形のダガーは精霊の首あたりに命中し、突き刺さった。そのまま動かない。

「…………？」

　訝いぶかしむ暇ひまもない。

　精霊が片腕を振った。尖った鞭の先せん端たんが近づいてくるとミズーは反射的に剣で受けていた。途と端たんに剣を手からもぎ取られる。彼女の剣は精霊の腕に食い込み、外れなくなっていた。剣を腕に埋め込んだまま、精霊が飛びかかってくる。

「粘ねん精せい霊れい！」

　ミズーは叫び、飛び退いた。精霊が振り回す腕が足元を打ち、そして床石を貼はり付かせて持ち上がった。重じゆう量りようを増し回転の径けいを広げる粘精霊の攻撃をさらに後こう退たいしてかわすと、入れ替わりに犬が突進していく。攻撃犬の体当たりを受けて精霊が仰のけ反ぞる──犬は貼り付かなかったものの、体毛を一摑み持っていかれたらしい。ミズーはマントを外すと足元から石の破は片へんを拾い上げ、中に包み込んだ。それを振り上げ、回転させてから機きを見み計はからってマントの片側だけを放すと、投石機の要よう領りようで石片が飛んでいく。

　頭大の塊をぶつけられ、粘精霊がよろめく。やはりその石も精霊の頭部に貼り付いたまま落ちなかった。石の重さに重心を狂くるわされ、上体を傾けた精霊は動きも鈍にぶっている。そこにもう一撃、石片を叩きつけると粘精霊は仰あお向むけにひっくり返った。

　重くなり過ぎた付着物を一いつ斉せいに弾き飛ばし、精霊がすぐに起き上がる。ミズーの剣も外れて落ちた。すかさず駆け寄ると剣を拾い上げ、鞘さやに納おさめながらミズーは念糸を伸ばした。崩れかかった天井に。石材のひとつに熱を込めると、膨張した石が最後の均きん衡こうを狂わせ、天井はさらに瓦が解かいした。崩れ落ち、瓦礫を粘精霊の頭上に降らせる。

　飛びかかろうとしていた粘精霊は、背中に落ちた瓦礫に貼り付かれる形で動きを止めた。そのうちにまた巨大な床板が石材ごと精霊を押し潰す。崩壊する広間に、ミズーもまたいつまでもいるわけにはいかなかった。犬が退たい避ひするのを追いかけて、通路の奥へと飛び込んでいく。

　通路の入り口まで倒壊すると、再び暗くら闇やみがあたりを支配した。今度は雷光すら差し込んでこない。明かりになるものを探しているうちに、前方から犬の鳴き声が聞こえた。呼ぶように、ただ一声。

　手探りで闇の中を進む。頼りにできるのは犬の声だけで、膝ひざ下したから触ふれる生命なき感かん触しよくが──死体の頭か、横倒しのモップかは分からないが──方向を惑まどわせた。気が急せくことは仕方ない。呼吸を整えながら、ミズーは認めた。ファニクとエダンは通路の逆側を進んでいるはずである。黒衣、いやウルペンに殺されていなければだが。

　硬かたい物に足を取られ、転びかける。ミズーは外したまま手に持っていたマントを丸めると剣に巻き付けた。また念糸を使って着ちやつ火かする。あまり長くは保たないだろうが、とりあえずの照しよう明めいは作れた。

　期待していたというのに通路に松明は一本もかかっていない。その代わりひどく散らかっているが死体もなかった。嘆たん息そくし、犬の姿を探す。犬は思ったよりも近くにいた。手を伸ばせばとどくところで後ろを振り返り、黒い瞳をこちらに向けている。

「そうね。急ぎましょう」

　犬の声を聞いたように思えて、ミズーは同意した。

「精霊を避けて、あの黒衣を見つける……できる？」

　できるわけがない上、犬が聞き分けたということもないだろうが。それでも攻撃犬は鼻先を前方に突き出し、迷いなく暗闇を進み出した。その尻尾しつぽに触れるところで後を追い、ミズーはとりあえず今のところの消しよう耗もうを数え上げていった。身体中に裂れつ傷しよう、擦すり傷きずはあるが、その程度だった。投剣は残り五本。マントを燃やしてしまっているため身体を守るものは服しかない。ファニクやエダンとははぐれたが、犬がいる。

　そして剣が一振り。何年も生死を共にしてきた無む銘めいの剣が。指は柄の癖くせを自然と知り、身体もまた最も効果的な構えを覚えている。

（わたしのせい……か）

　静かに、ミズーはつぶやいた。

（なにをすれば良いのか分からないまま追いかけて、結局は剣を使うことしか知らない。わたしはきっと、ツケを支し払はらっている。狂きよう気きのツケを）

　イムァシア刀とう匠しようらの狂気が姉妹の変身を生み出したのであれば──

　狂気の中に溶とけた姉ではなく、狂気を暴ぼう力りよくで払ふつ拭しよくしようとした自分こそが、それを背せ負おったということか。

（だからせめて立ち向かうことを誓った。勝ち目がなくとも。でも、どうせ負けるならなんのために？）

　なんのために剣がある？

　物思いは、上方から顔に触れる光のために中止した。

　通路の終わりは、外に続いていた──いや、厳げん密みつには外ではなく、中庭のようだった。激はげしく降り注ぐ雨の中に迷い出て、剣に巻き付けた布から炎が消える。自分の身体は濡れるに任せて、ミズーは剣から燃えかすを拭ぬぐい払はらった。犬も雨の中、傍かたわらにいる。

　中庭は兵の集合場になっていたのだろう。石いし畳だたみは終わり、芝しばの地面になっている。この城じよう塞さいの最さい後ごの戦いに際さいして集合し、そのまま全ぜん滅めつした経けい過かを物語っていた。整せい列れつし、倒たおれた死体の数は五十を下らない。恐おそらくこの砦とりでで、最もつとも死体の数が多い場所だろう。雨と雷かみなりと、騒そう音おんの中の沈ちん黙もくと。ミズーは頭を巡めぐらせ、剣の刀身に手のひらを当てた。雨あま粒つぶを拭い、次にまた雨が触ふれるまでほんの一瞬だけ鏡きよう面めんを見せた刃やいばに、黒い人ひと影かげが映る。

　ミズーが振ふり向くと同時、ウルペンは砦の二に層そうから飛び降りてきた。空中から立て続けに二本の短剣を投なげ放はなち、こちらをその場に釘くぎ付づけにする。激はげしい雨の中、見づらい短剣を剣で打ち払い、ミズーは敵てきの姿すがたを追った。ウルペンは既すでに地面に降り立ち、芸げい術じゆつ的とでも言いたくなるほど滑なめらかに短剣を放ってくる。ミズーは上体をねじってそれをかわすと、手にしていた剣を地面に突き刺さした。そのまま地面に転ころがり、立ち上がるまでにポーチから投剣を二本──右手と左手に一本ずつ、準備を済ませる。

　稲いな妻ずまが天を割った。犬が飛び出し、ウルペンを襲おそう。灰はい色いろの雨粒に混じって、銀に輝かがやく彼の念ねん糸しが閃くのをミズーは見ていた。今までの経けい験けんから、接せつ近きんすれば自分が、投剣の扱あつかいではウルペンが勝まさり、そして念糸の練れん達たつ度どでは一歩以上自分のほうが劣おとるとミズーは見立てていた。総そうじて互ご角かくとしても、相手に念糸を使う隙すきを与えればその一いち撃げきで負ける可か能のう性せいが高い。

　だがウルペンが念糸を紡いだのは彼の手前の地面にだった。白い粉こなのようなものが弾はじける。地面を砂化させたのだろう。足場を乱みだされ、突とつ撃げきの勢いきおいを弱めた攻こう撃げき犬にウルペンは砂を蹴り上げる。砂はすぐに雨と混まざって泥どろになり、犬だけでなくこちらにまでとどいていた。顔にかかった泥を拭うこともできず投じたダガーは二本とも狙ねらいを外し、ミズーは地面の剣を抜きながら、距きよ離りを取るウルペンに合わせて前進した。

　犬もまた飛びかかっていく。が。

　ウルペンが懐ふところからなにかを投げていた。短剣ではない。

　それが水すい晶しよう檻おりであろうことは勘かんに頼たよるまでもない。

　彼の念糸が水晶檻を砕くと、輝かがやく爆ばく発はつが拡ひろがった。ミズーは両手で身体を庇かばい衝しよう撃げきに備そなえたが、爆発に接近し過ぎていた犬が横よこ倒だおしに吹き飛ぶのも見えていた。犬は地面を転ころがり泥の中で動かなくなる。

　ミズーはなんとか耐たえたが数メートル後退していた。開いた間合いに立ちはだかるように、新たに現れたのは……もうひとりの黒こく衣いだった。

　いや、黒衣の姿をしたものだった。水晶檻から解かい放ほうされたのであれば精霊のはずだが。そこに立つものはウルペンと寸すん分ぶん違たがわぬ姿で──負ふ傷しようも、汚よごれさえも完全に同じだった。そして同時に、同じ声を発してくる。

「これは擬ぎ精せい霊れいだ……帝ていももう少し、ましな精霊を残してくれれば良かったのだが。まあ贅ぜい沢たくは言えん」

　先に飛び出してきたのは精霊のほうだった。立ち位置からかろうじて、どちらがどちらか判はん断だんできていたものも、同じくウルペンが接近してくればたちまち見分けがつかなくなる。ミズーは剣を構かまえ、自じ制せいを言い聞かせた。混こん乱らんすれば、負ける。

　ふたり同時のウルペンに攻こう撃げきされ、鋭するどく斬きり掛かかってくる短剣に対し、剣の長身を活いかして牽けん制せいする。相手が使ってこない限り、迂う闊かつに念糸も使えない──間ま違ちがえて精霊のほうに紡つむげば反動でこちらが倒たおされる。剣術の優ゆう位いも防ぼう戦せんの上に二対一ではそう長く保たもてるものではない。

　逆に距きよ離りを取りさえすれば、動きようによっては一対一に持ち込める。不ふ利りは変わらずとも、それならば突とつ破ぱ口こうもあるだろう。が、ウルペンもそれを知ってか執しつ拗ように距きよ離りを詰つめてくる。

（どうすればいい）

　ウルペンの狙ねらいは明めい解かいなものだった。利きき腕うでを狙っている。それだけは守らなければならない。

　獣けものを起こせば一瞬で終わる。

　ミブロたちの屍しかばねの山を築きずいたように。

（誘ゆう惑わくか……）

　刃やいばをひとつ打ち返すたび鈍にぶくなっていく反はん応のうに苛いら立だちながら、ひたすらに雨の中、踊おどる。誘さそいは刻こく一いつ刻こくと大きく、そして深刻さを増していく。

　逸はやる気持ちを集中して抑え、狙うべき箇か所しよを探る。これを試ためせば自分が丸まる腰ごしになってしまうこと──失敗すれば命がないことも分かっている。剣を打ち合い、後退する一瞬。そこにすべてのタイミングを合わせるつもりだった。

　もう今さらふたりの敵、どちらがウルペンかなど見分けはつかない。見分けるつもりもない。敵が接近に固こ執しつするということは、こちらが退けば必ず追ってくるということでもある。ミズーは角度をつけ、大きく退いた。右手の側から一方が踏み出してくる。

　その足首を狙って、ミズーは剣を突き下ろした。渾こん身しんの力で黒衣の靴と足を貫かん通つうさせ、地面に縫ぬいつける。一方の動きを封じたところでミズーは剣を放した。ウルペンはこれも計算ずくだったはずだ。こちらが敵の一方に致命傷を与えた時には、剣は敵の体内にある。残った一方が左手で短剣を突き込んできている。狙いは首くび筋すじ。これもある程度は予想の上だった。ウルペンは獣の瞬間を知っている。短剣でも一撃で命を奪うばえる箇か所しよを狙ってくるはずだ。

　ミズーは左手を自分の髪に回し、それを思い切り引っ張った。一摑みの髪を刃の軌き道どうに据すえ、絡からめ取る。

　痛みが走った。濡れた髪が千切れる不快な音。髪を貫いた刃が肌を削けずるが、それでも気道や動脈までは達しなかった。刃が髪に絡まり武器を取りもどすことのできないウルペンに右拳を打ち込む。本物か、擬精霊かは分からないが、黒衣の装しよう束ぞくに次々と打撃を与えていく。地面に釘くぎ付づけにされ動けない一方からもう一方を引き離し、ミズーはひたすら正面の敵に攻撃を繰り返した。踊りの種類が変わっても、雨粒を跳はね返して動き回ることに違いはない。摑み合いの力比べになってしまえば勝ち目はないため拳を当てては体たいをかわすことに努め、リズムはより機き敏びんに、激はげしくなっていく。最後の一撃を──

　折り畳たたんだ両腕を同時に突き出し、重ねた拳を敵の胸に叩きつける。それが最後の力だった。身体が動かなくなる。それは相手も同じだった。打撃を受けた胸を押さえ、つまずきながら何歩も後ろへよろめき、膝ひざをつく。その動きから、ミズーは今打った相手が精霊ではなくウルペンだと察さつした。

　髪に絡みついていた短剣はとっくに落ちて、どこにあるのか分からなかった。横目で見やると足を刺された擬精霊は──負傷もまたただのふりなのだろうが──その場に変わらずうずくまっている。

　武器もなく無む手てで、ミズーはウルペンを見下ろした。あたりの死体を示し、訊たずねる。

「あなたが、アストラにこれをさせたの？」

　髪に含まれた雨が溢あふれ、滝たきのように顔を流れ落ちていく。ウルペンは仮面の下から答えてきた。

「逆だよ。俺は妻を追っていたんだ。俺がこの砦に来たのはアストラからわずかに遅れて……ここがじきにこうなることは最初から分かっていた」

　こちらの真ま似ねをするように腕を振り、続ける。

「ここ数日でいくつかの街や村が消えている。ここもそのひとつだ。思ったより早く来たな、ミズー・ビアンカ」

「あなたの刺し客かくがお粗そ末まつだったからよ」

「刺客？　まあ死んでくれたらとは思っていたが、どうせあんなものでお前を始末できるなどとは……」

　雷雨の響きに声もまた霞かすむ。ウルペンははっきりと損そん傷しようの兆ちよう候こうを見せながらも、落ち着かない左手で新たな短剣を抜いてみせた。投剣の姿勢で構え、つぶやく。

「俺がお前を殺してみせる。お前が完全な獣でないのなら、俺がやる」

（怖い……）

　むしろ笑い出したいような心地で、ミズーは認めた。本当にこの男には勝てないかもしれない。決してあきらめないこの男には。

　相手に合わせて投剣を抜きたかったが、両手ともに相手を殴なぐり続けてひどく傷いたんでいる。しばらく待たなければ満足に剣を持つこともできそうにない。

「ウルペン」

　賞しよう賛さんすら秘ひめて。告げる。

「あなたが、後でアストラを殺してくれると約束するのなら……わたしはここで殺されてもいい」

　ウルペンは笑い出した。可お笑かしくて仕方がないように。

「約束などという言葉は、もはや皮肉にしか聞こえんな！」

　彼が短剣を振り上げたその瞬間に、音が聞こえた。

　雷鳴と同時だった。ウルペンの手になにかが命中し、短剣が落ちる。見ると、雨音に紛まぎれて接近していたのだろうファニクがスリングに次の弾たまを装そう塡てんしていた。さらにすぐ横を飛び出して、エダンが剣を抜きながらウルペンに突撃していく。

　ウルペンはなにか捨て台詞ぜりふのひとつも残したのかもしれない。だが、聞こえなかった。すぐに身を翻ひるがえし離り脱だつを図る。念糸で攻撃される危険を察してか、あるいは犬が気がかりなだけか、エダンも深くは追わなかった。敵が帰ってきそうにないことだけ確認すると犬に向かって方向を変える。

　崩れた防壁から姿を消すウルペンを、ミズーもただ見送っていた。今ここで追っても犠ぎ牲せいなしで捕とらえられそうにはない。立ち尽くしているうちにファニクが駆け寄ってくる。

「無事っすか？」

「ええ、一応ね」

　感覚のもどってきた両手の動きを確かめながら答える。エダンを向きやり、

「犬のほうは？」

「気絶しているだけだ」

　言いながらエダンが袋から取り出した小こ瓶びんを嗅かがせると犬が跳はね起きる。抱くように犬の首を撫なでてやってから、彼女は手のひらを上にして空を見上げた。

「雨が弱まってきた。あの嵐あらしの精霊が大人しくしているうちに離れたほうがいいな」

「そうね」

　ミズーは同意し、まだ倒れたままの擬ぎ精せい霊れいに背後から近寄った。警戒しながら剣を引き抜き取りもどすと、唐突に精霊の姿が変わる。精霊が模もしたのは彼女の姿だった。負傷し、ずぶ濡れになってくたびれ果はてた顔を見せている。見み窄すぼらしい似姿を見せられますますため息の深さを増しながら、ミズーは無言で剣を納おさめた。精霊は戦う意志もないのかぼんやりと歩き出している。それはどこまでも、自分に似ていた……

　犬回しの言った通り、雨は降り出したのと同じく急速に弱まり始めていた。雷の量も減っている。抜け出すなら今だろう。

　ウルペンが出ていった壁の隙すき間まを指し、ミズーはエダンに視線で訊たずねた。犬回しはうなずいたものの、顔はしかめていた。

「雨中ではな。追つい跡せきは期待しないほうがいい。相手のタイミングが良かった」

　もとより不意打ち、変わりやすい天気──ウルペンもそういったものを見越していたのは疑いない。

　だがミズーは、まだ続くミブロ山岳を見上げつつ、つぶやいた。

「相手が進むおおよその方向が分かっているとしたら？」

　エダンは意表を突かれたのだろう。奇き妙みような面おも持もちで、

「……それならば魔力を試ためす価値はあるかもな。だが、どういうことだ？」

　剣の柄をいじるだけでミズーは答えなかった。雨はいずれ上がるだろうが、暗雲が晴れるかどうかは分からない。




　道なき山岳で進むべき方向を示すのは犬だけだった。

　ウルペンは特別な地図でも用意しているのか、方位に迷いすら見られない。雨はいったん止んだものの時とき折おり思い出したように降り出しては追跡を困こん難なんにさせる。一日、二日と険けわしい山を乗り越えていくうちに全員の口数も──ファニクすら──減っていった。

　三日目に入ると会話はただ一度だけだった。

「姉さんは目的地、分かってるんすか？」

「ええ。多分」

「……俺たち、あの男に案内されてるんじゃないっすか？」

「その通りよ。次の罠わなまでね」

　山は大地に横たわる魔物そのものといえた。

　あまりに巨大で、自分より小さいもののことなど眼にも入らない。山神などというものを崇あがめる人間もいるという。山神の姿は語る者によりまちまちで、ある者によればそれは山のような巨体を誇ほこるなにかであると言われ、ある者は小動物の姿で不心得者を探るのだと唱える。山神ならずとも山は目まぐるしく姿を変えた。天候の変化は突然で容よう赦しやなく、気がつけば道を見失い堂どう々どう巡めぐりさせられ、星の姿すら毎夜変わるように思える。山の寒さに震えながら毛布を引き寄せ、ミズーは寝そべる犬の背中を枕まくらに夜空を見続けた。輝く星々は山の下に寝ていた時よりは近いようにも見え、だが結局は手がとどかないほど遠くにある。

　追跡は難しくとも犬は標的の痕こん跡せきを見失うことなく先せん導どうしていく。だが決して追いつけずにいた。途と切ぎれそうで途切れない細い糸を辿たどって進む日々をまたさらに幾いく日にちか過ごし、山岳の奥地へと踏ふみ入れていく。火山帯が近くにあるため山は豊かである。持ってきた食料がなくなったとしても、なんとなれば獲え物ものにはことかかないだろう。疲ひ労ろうが募つのる他にはそれほど不都合もない。進んできた標高はミブロ要塞とさほど変わらなかった。台地ではないがそれに近い地形になっている。

　毎日、毎時間、進む一歩一歩すべて──目的地に近づいていることを、ミズーは気配で感じていた。肌が粟あわ立だち、神経を逆さか撫なでする。

　やがて。

　切り立った断だん崖がいの下に、見慣れた山岳の自然とは異なるものが広がっていた。それは外から分かりづらい盆ぼん地ちに横たわり、傾けい斜しやのせいか傾かたむいて見える。黒々とした鉄色の都市だった。すべてにおいて帝都とは対たい照しよう的だが、真ま逆ぎやくであればかえって似ているとも言える。

　降りるには崖を迂う回かいしなければならない。着くのは翌日だろう。見下ろしてファニクが驚きよう嘆たんの声をあげていた。

「こんなとこに街があったっすか」

　対してあまり関心もなく、エダンが付け足している。

「だが、滅ほろんでる」

　その都市は徹てつ底てい的に破は壊かいされていた。家のひとつひとつ、鍛か冶じ場ばの煙えん突とつも折れ、施し設せつを圧あつ壊かいさせ横倒しになっている。人の姿はない。最も目立つ中央の塔とうが、寄り集まった死し霊りようのように聳そびえ立っている。

　なにを期待していたのか。

　ミズーはふと、自問した。なにも期待などしていたはずはない。自分は知っていた。期待するものなどなかった。

　それでもその都市──豊かな自然の中にあり、金属の威い風ふうにてそれを圧倒する姿を見て、なにか失望を感じたのも否定できなかった。本当に、なにを期待できたというのか。自じ嘲ちようとともに繰り返す。そこになにもなければ良かったのか。それともまったく違うものがあれば良かったのか。

　いや、そこにあるものは最後に見た廃はい墟きよの姿と変わらない。鉄が朽くち、錆さびとなってこの峰みねに時をかけて散さん華げするまで、彼女の死よりも遥はるか未来まで残るに違いない。

　空は暗く、風も吹いている。その風が奏かなでる声に怨おん念ねんを感じたとしてもそれは錯さつ覚かくなのだろう。歓かん喜きを感じたとしても同じことだった。死に絶えた都市は、それ以上でもそれ以下のものでもない。

　空は赤くない。鐘かねの音もない。都市は狂きよう気きもろともに果てている。そう見えるが──本当になにもかも滅びたのかどうかは誰にも分からない。物質に隙すき間まがある限り。

「生きているうちにここに帰ることになるとはね」

　イムァシアの廃はい墟きよを見渡してミズーはつぶやいた。







　第七章　レチターティブ・デュエル

　　　　　　（黒と赤の決闘）







　廃はい墟きよの入り口に着いたのは、翌日、早朝のことだった。

　夜通し歩いたわけではない。多少早めに着いたが、夜や間かんは不ふ利りと見て薄はく明めいまで待ったのだ。都市の門はひとつだけ。奇き跡せき門と名付けられた威い風ふう堂どう々どうたる鋼こう鉄てつの門である。両開きの扉とびらは金きん属ぞく製で、恐おそらく現げん存ぞんするどんな攻城兵器も受け付けない──にもかかわらず、内側からであれば数人の力で開けられるようになっている。機き構こうが無事であればの話だが。

　扉の開閉機構は名前通り奇跡に近い精せい巧こうさを持っていたのだろうが、今は完全に破は壊かいされていた。力任せの高こう熱ねつ体が扉ごとねじ切り、門を風の通り道にしている。本来なら、招まねかれざる客はここに辿たどり着くまでに胸壁から自動装そう塡てんの石いし弓ゆみで撃うち殺されているところだろう。その胸壁にも、もう射しや手しゆが立つ場所はない。傾かたむき崩くずれている。

　この都市の存在を知る者は多くない。その利用価値故ゆえに秘密が保たもたれたのだろう。ミブロ要よう塞さいを指揮する将軍とその側近、そして最近耳にしたところでは神しん秘ぴ調ちよう査さ会……そして先せん帝ていも知っていたという。ならば推すい測そくだが今の帝や黒こく衣いもそれを知っていておかしくはない。ミズーは数え上げて、その名簿の最後にジュディアと自分の名前を付け加えた。たった今ファニクとエダンも加わった。

「なんだか不ぶ気き味みっすね」

　廃墟の中をうかがいながら、ファニク。

　ミズーは答えず、エダンに合図した。

「どこにあの男がいるか、探れる？」

「やってみよう」

　犬を門に入れ、犬回しは珍めずらしく真っ先に剣を抜いた。不意打ちを警けい戒かいしているのだろう。犬を追い、破壊された奇跡の残ざん骸がいをくぐっていく。

「ついてこい。ファニク、お前が最さい後こう尾びだ」

「ういっす」

　エダンが指示する通りの順番でついていく。扉を前にして、ミズーはほんの一時だけ足を止めた。躊ちゆう躇ちよしているうちにファニクが背中に近づく感かん触しよくを覚える。ミズーは振り向き、怪け訝げんそうな彼に肩をすくめてみせてから歩き出した。深呼吸し、慎しん重ちように。

　都市内部はいっそう荒こう漠ばくとしていた。無む論ろん建物のすべてが鉄でできているわけではないが、黒こげになった街並みは金属よりも重々しく地面に沈しずんでいきそうではある。門のすぐ内側は二重防ぼう壁へきがいきなり行く手を阻はばみ、処しよ刑けい場のようなグラウンドがただ広がっている。が、やはり今はその防壁も打ち倒されていた。引きちぎられた壁の向こうは住居部。都市中央に近づくにつれて建物は大きく、階かい層そうを増したものが増えていく。それは都市心臓部の巨大な御ご神しん体たいを崇あがめ、平ひれ伏ふす信しん徒とたちの大たい群ぐんを思わせた。御神体──剣の塔とうは外がい観かん、剣になどまったく似にていない。イムァシアで最も高い、世界にも類るいを見ないその塔は、なににということであれば墓ぼ碑ひに似ていた。
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　十数年間この都市にいたというのに、下からその塔を見上げるのはこれで三度目でしかない。ミズーは意識して指先から力を抜いた。拳こぶしを握にぎりつぶしそうになっていた。初めて塔を見上げたのは遠い昔。次に見上げたのは三年前。ともに赤く渦うず巻まく空の下にあった。

　三年前に、あの塔の部屋で、彼女は不用と言われた。彼女では駄だ目めだったと言われた。

　今ではその言葉の意味が分かる気がした。アストラを手放してミズーを選び、彼らは五年間待ったのだ。アストラが帝都で獣けものになってから、五年間。ミズーに変化がなかったために彼らは見切りをつけたのだろう。皮肉にもそれがミズーの引き金になった。

　都市をひとつ殺し尽くすほどの。

　と。

「姉さん……姉さん！」

　ファニクに声をかけられ、我われに返る。ミズーがなにを言う前に、彼は行く手を指さし言ってきた。

「犬回しが怒おこってるっすよ」

　見ると、前方かなり離れたところでエダンが腕うで組ぐみしてこちらを睨にらんでいる。隊列すら維い持じできないことに腹を立てているのだろう。

（そうね。集中しないと）

　ウルペンが待ち構かまえていることはまず間違いない。彼が帝都から持ち出した精せい霊れいは十中八九、ミブロ要塞で使われたものがすべてだろう──使い惜おしむ理由がない──が、油ゆ断だんして良いということはなかった。

（彼とわたしの状況は似ている）

　犬回しの待つほうへと急ぎながら、ミズーは胸中でつぶやいた。同じものを追い、同じものを取り合い、そしてひとつひとつ武器を失っていく。

　追いつくと、エダンはなにも言わずに探たん索さくを再開した。背後から彼女を観かん察さつし、ミズーは犬回しが怒っている理由はひとつだけでないと感じていた──未み知ちの場所でなにが起こるのかも分からない焦しよう燥そう。犬の魔力を信じても嗅かぎ当てられないかもしれない不安。手に取るように理解できた。自分の胸の中にも似たようなものがあるのだから。

（すべての終わりが近づいている……）

　始まりはどこにあったのか。

　今となってはよく分からない。彼女のもとにアマワが現れた時か、三年前このイムァシアを殺さつ戮りくした時か、八年前にアストラがいなくなった時か、それとももっと以前なのか。

　それは分からずとも、終わりはもうじき訪おとずれる。

「見つけたぞ！」

　エダンが低く囁ささやいても、ミズーは驚おどろかなかった。バイロンが走り出している。ウルペンの臭においを嗅かぎ当てたのだろう。今度は遅れずについて走り、ミズーはポーチから残り三本の投剣すべてを重ねて取り出した。一本を右に持ち替かえ、残り二本を左手に残す。

　数百メートルも走ったか。密みつ集しゆうした建物が高くなるにつれて、道は地下へ潜もぐるように深くなっていく。道みち幅はばは変わらなくとも空が狭せまくなるにつれ圧あつ迫ぱく感は増した。鉄てつ錆さびの市し街がいに硬こう質しつの足音が反はん響きようする。前後から上下から迫せまる視覚と音の気配に、自分が追っているのか追われているのかも曖あい昧まいになるが、ミズーは逆にその無感覚に陥おちいるにつれ却かえって落ち着いていくのも感じていた。どういう形で終わるにせよ、それは自分の結けつ末まつだ。迎むかえ入れなければならないことに違いはない。

　長い直線の道。イムァシアは直線と、直線に近い曲線とで構こう成せいされている。線を図形にし、図形を立体にし、この世界に完全なものを生み出そうとした。はっきりと、それは狂きよう気きだった。

　走る勢いきおいのままミズーは身を翻ひるがえした。振り仰あおぐ。道の両りよう脇わきを挟はさむ、標ひよう識しきもない建物の列。錆びた風と薄うす闇やみの影とをたっぷりと含ふくみ、黒々と立ち並ぶその屋根の間に潜ひそむ人影を見つけていた。

　黒衣の装しよう束ぞくに錆を塗ぬり込んでいるのは、犬の嗅きゆう覚かくを騙だますためだろう──が、その色は正しくその男には相応ふさわしい彩いろどりだとも思える。ウルペンが無む音おんで屋根から飛び降りるのに合わせて、ミズーは右手の投剣を放った。空中にいる敵に剣が触ふれたように見えたが大した傷も与えていない。ミズーは続けて左手の投剣も、彼の着地に投じた。それは腕を一振りしたウルペンに、強ごう引いんに弾はじき返される。

　ウルペンの狙ねらいは最後尾にいたファニクだった。いきなり至し近きん距離に着地され、スリングの狙いに迷うペイン・ギャングを、通り抜けるように殴なぐり倒す。手負いとは思えない素す早ばやさで反転し次々にファニクを打ちのめしていくウルペンに、ミズーは背後から狙おうと最後の投剣を手に近づこうとした。が。

　足元の死角に、ウルペンの念ねん糸しが伸のびていることに気づいたのはその時だった。自分に紡つむがれていたのならば、もっと早く気づいたかもしれない──念糸をつなげていたのはミズーを通り過ぎ、エダンである。

　もう間に合わないのは分かっていたが、ウルペンに念糸を投げる。彼女の念糸がとどく寸前にウルペンがエダンへの念糸を解とき応おう戦せんの体勢を見せたために、ミズーは自分の念糸も中ちゆう断だんせざるを得なかった。背後でエダンが倒れる。わずかな時間でしかなかったはずだが、念糸にやられたのだろう。力を失ったファニクの胸ぐらを左手で摑つかみ上げ、ウルペンが仮面の下から笑い声をあげている。

　念糸での戦いは分が悪い。ミズーは投剣を投げつけた。刃やいばは吸い込まれるように黒色の装しよう束ぞくに突き刺さる。黒衣の仮面の中央に。

　ウルペンの哄こう笑しようが止まったならば、相手の死を確信しただろう。それだけの深度はある手応えだった。彼が手を放し、ファニクの身体が地面に落ちる。ウルペンは笑い続けたまま、その手を投剣の刺さった仮面の後ろに回した。無む造ぞう作さに仮面を引き剝はがす。

　ミズーは舌打ちした。投剣が命中したのはウルペンの眉み間けんだった。が、彼は最初からそれを見越し、仮面をずらして被かぶっていたのだろう──剣が傷つけたのは彼の左眼、既すでに失っていた傷きず痕あとの上だった。

　それでも彼が無む傷きずで済んだわけではない。塞ふさがった傷から再び血を流しつつ笑い続けるウルペンを睨にらみ、ミズーは速すみやかに抜ばつ刀とうした。

「終わりの時が来たようね、ウルペン……互いにもう武器も策さくもないでしょう」

　ミズーが唱となえると、その男は唐とう突とつに笑えみを消した。もとより顔は笑っていなかったが。ただ声をあげていただけである。

　そして彼が沈黙したわけでもない。ウルペンは静かに告げてきた。

「いつだって、その瞬しゆん間かんはこともなげに訪おとずれる。呼びかけに応えろ、ミズー──逆ぎやく世せの聖者たちが我々を待っている」

　出血し青ざめた顔の半分と、傷から流れる血で赤く汚よごれた顔の半分。

　それは首から身体に伝い落ち、錆を塗った黒装束に同じ色の血けつ痕こんを染みつかせている。出血はそれほど多くはない。ただ一筋、流れただけだ。その衣を示し、彼は続けた。

「ミズー・ビアンカ。俺が分かるか。俺は黒衣の格かつ好こうをしている男だ。この意味が、これの意味していたところが分かるか」

　わずかながら首を左右に振り、ミズーは相手との間合いを測はかった。精せい密みつな戦い方を求めるのであれば、距離を正確に把は握あくしていなければならない。間合いとは己おのれと敵の直線距離だけに留とどまらない。周囲すべてを感覚で摑む。敵の技ぎ量りよう、武ぶ装そう、負傷や疲ひ労ろうの度合い。足元に倒れているファニクのことも計算に入れれば、ウルペンが次にどの方向に踏み出すか予測の精せい度ども上がる。次の風はいつ吹くか。空中を漂ただよっている埃ほこりが数秒後にどうなるか。すべて数え上げていく。

　刻一刻と計算が進行していく中、ウルペンの態度はあくまで無む造ぞう作さだった。語ることに専念し、言葉ひとつひとつを嚙み締しめ、続けていく。

「俺は、なによりもそのふりをするのが便利だから黒衣を着ている。もちろんただそれだけだと言うこともできるが、今となっては別の意味もあると感じる。これは逆さに塗られた聖なる衣だ。理解できるか。表が逆さならば、この裏側こそが聖なる世界ではないか。黒衣たちはこの衣の中で、仮面の内側で帝都の平へい穏おんに包まれてきた……俺もだ」

　そこまで語ってウルペンはようやく短剣を抜いた。風に解かれた髪が幾いく筋すじか、青く凍こおった男の顔にかかっている。

「さあ、ミズー・ビアンカ。俺とお前の帝てい都とは崩くずれ去った。これからの未来、もうこの世界に完全な場所は存在しない。もう誰も確かなものに守られることはない。生皮を引き剝はがされ、痛いほどに剝むき出しの俺とお前、ふたりだけの決着が迫せまってきている」

「ウルペン、あなたを……」

　殺す。そう言いかけて、ミズーは躊躇ためらった。

（言えば……戦いが始まる。きっと、それがこの男との最後になる）

　武器の柄つかを摑む指。それを握り直す。ウルペンもまたその言葉を待っている。だが。

　犬が吠ほえた。

　先さき駆がけからもどってきた攻撃犬は、立て続けに吠えながらミズーの横を通り抜け、ウルペンに飛びかかっていった。ウルペンは慌あわてた様子も見せず、すぐ近くの扉を蹴け破やぶり建物に転がり込む。犬も追いかけて入っていったが、格かく闘とう音もないまま犬の声はそこで途と絶だえた。ミズーも扉からのぞき込むと、そこは民家だったらしい。一家が生活していた痕こん跡せきになり得るものといえば、棚から落ちて割れた花か瓶びんとテーブルに置かれたまま溶とけて貼はり付いた金属の食器だけで、あとは灰はいと埃ほこり、錆くらいのものしか残っていなかったが。

　埃に残った足跡は台所まで続き、犬もそこにいた。床に開いた四角い穴の周りをうろついている。穴の近くには蓋ふたらしき鉄てつ板ぱんも転がっている。なんにしろ襲しゆう撃げきより先に予あらかじめ開けておいたもののようだった。ウルペンがそこから逃げたのは疑いない。床穴には、攻撃犬が入れるほどの大きさはなかった。

（策が尽きていたのはわたしだけか）

　ミズーは苛立ちを込めて床を殴なぐった。もっとも、ウルペンに通れる穴ならば自分にも通れるだろう。穴からすぐ下に通路のようなものも見える。落ち着いて耳を床につければ足音も聞こえた。ウルペンが逃げていった方向も分かる。

　ひときわ大きな物音とともに床が震ふるえた。顔を上げると入り口から倒たおれ込むように、誰かがもたれ掛かっている。

「エダン」

　ミズーは呼びかけると、玄関を出て犬回しのもとに急ぎ駆け寄った。犬もついてきている。子犬のように鼻を鳴らす攻撃犬の鼻先を押さえて、ミズーはエダンの乾かわいた顔をのぞき込んだ。

「良かった……大丈夫のようね」

　途と中ちゆうで念糸が解かれたことで、効こう果かが不完全だったのだろう。脱だつ水すい症しよう状じようを起こしているがそれ以上のことはないようだった。立てないのか身体を引きずるようにして犬に近づくと、左手でなにか合図を送る。

　犬は素す直なおに従って玄関から出ていった。途切れ途切れの声でエダンが言ってくる。

「バイロンに……ファニクを介かい抱ほうさせる……ファニクが起きたら……わたしを運ばせる」

「何ど処こへ？」

　口に出してからミズーはそれが愚ぐ問もんだと悟さとった。といっても返事が分かっていたからではない。エダンの表情がそれを物語っていたからだった。

「敵のところにだ！　だからお前は、先に……追え！」

　と、奥の床穴を示す。

「今ならまだ追える……行け！」

　急いだほうが良い。それは分かっていたが、ミズーは犬回しの焦じれた眼まな差ざしに睨まれたまま留とどまった。犬はうなり声をあげ、ファニクの顔をなめ回している。手ひどく殴られたファニクはうなされているようだった。眼を覚ましたとしても歩けるようになるにはまだ数分以上かかるに違いない。エダンのほうはさらに手間取るだろう。

（追って追いつくのは、わたしだけ）

　確信を持ってミズーは自答した。もうこれから先、誰もいない。誰の助けもない。逃げ道すらあるまい。召しよう喚かんされている。いつだって、その瞬間はこともなげに訪れる……

　ミズーは地面から膝ひざを上げた。立ち上がり、導みちびかれるように空の一点を見やる──剣の塔、その天てん頂ちよう。ただひとたびの爆ばく破は音とともに、巨大な火か球きゆうが膨ふくれ上がった。朝陽よりも眩まぶしい真しん紅くの炎が塔の頭を溶かしながら舞い降りる。実じつ際さいには、それは水晶檻から解放されたのだろう。火か焰えんは翼つばさのごとく広がり、空を赤く染そめ上げた。その火球、獣精霊ギーアはなにをするでもなくただ塔の上に立っている。四し肢しを鉄てつ壁ぺきにめり込ませ、身に纏まとう炎の帯おびを螺ら旋せんの姿に爆発させながら。

　どこからか、誰が鳴らしているのか、鐘かねが鳴った。幻げん聴ちようなのか、本当に聞こえているのか。見るとエダンはいつの間にか気き絶ぜつしてしまっている。犬は耳を立て、驚いているようにも見えたが、ミズーはかぶりを振った。自分自身さえそれを聞いている確信がない中、犬が本当に聞いているのかどうかなど断定できるはずもない。

　鐘の鳴り響ひびく中、ミズーは塔の上に立つギーアを見つめていた。獣精霊は滅ほろびた都市を見下ろしている。動かない。この精霊を呼び出したのはウルペンではあり得ない。殺人精霊が所持していた獣精霊の水晶檻には、ウルペンの念糸といえども触ふれることはできなかったはずだ。ギーアを解放できたのはひとりをおいて他にない。

（そこにいるのね……）

　あの塔の中に。

「バイロン！」

　ようやく覚えた犬の名前をミズーは呼んだ。

「ふたりを頼たのむわね……お願い。もし聞き分けてくれるなら、なんとかふたりを運んで、この街から外に逃げて」

　そして彼女は家の中にもどり、ウルペンの走る地下通路へと飛び降りた。




　通路はすべて石製だったが、床だけは違った。というより正確には、床もほぼ完かん璧ぺきに詰つめられた石いし畳だたみには違いないのだが、その上に複ふく雑ざつに組み合わされた鉄てつ棒ぼうの群むれが敷しかれている。鉄棒は左右の壁から突き出て、ちょうど床の中央で互い違いに嚙み合うように出来ていた。本来なら、これがすべて稼か動どうするように設せつ計けいされていたのだろう。降りてみてようやくミズーは思い出した──塔の部屋にも同じものはあったのだが、塔のものはそこから逃亡できないようにするためか、造りがかなり変わっていた。

　これは本来地熱とガス圧によって動く鉄車と連動していて、働いたならばこの通路に投とう棄きされたものを一方向に押しやる仕し組くみになっていた。つまるところはゴミ処理用の大規模な機械だった。今動いていないのは、三年間誰にも整せい備びされなかったせいだろう。そこかしこから錆を嚙み締める鉄歯の音だけが聞こえてきている。

　閉所を駆けながら、ミズーは頭の中に地図を描いていた。この通路は塔へと向かっている。同じ機能の通路は都市に無数にあり、そのうちのいくつかが塔まで達しているのは確かだった。ウルペンがわざわざ用意したからにはこの通路がそうである可能性は大いにある。通路は暗いが、作業用の明かり取りがまばらにあるため進めないことはない。

　かなりの距離を走り続けていたが、立ち止まることのないまま行き止まりに着いた。天てん井じようの蓋ふたが開いている。整備用昇しよう降こう口になっているのか、梯はし子ごもあった。その手前で壁に背中を預あずけ、息を調ととのえてからミズーは梯子の下に忍び寄った。頭上を警けい戒かいする。通路から出る時というのは、間違いなく大きな隙すきとなる。定石通りならばウルペンはそこを狙ねらってくるだろう。

　壁に設しつらえてある梯子に手をかける。錆の臭いが鼻び孔こうを刺した。

　なにもなかったというのに心臓が跳はねるのを感じていた。疲労のための動どう悸きとはまた違う。肋ろつ骨こつと心臓の間に注ぎ込まれた冷水のように、それは無ぶ遠えん慮りよで容よう赦しやのない感かん触しよくだった。重じゆう量りようがありそして鋭するどい。

（戦えるの？）

　ミズーはつぶやき、そして染みついた弱さに歯は嚙がみした。

（ほかにどうしようもないんだから、戦うしかない……分かっているでしょう。そのためにファニクたちを巻き込んできた。アストラに殺さつ戮りくされたミブロ要塞を通り抜けてきた。今さらどうして怯おびえている！）

　だが身体のどこを探してもその答えは見つからない。我知らずミズーは、本当に自分の身体を探っていた──髪を、顔を、首を、胸を、胃の上を。そして。

　硬かたいものに指が触れる。やわで曖あい昧まいな身体とは違い、しっかりと確かな感触で。剣だった。人の身体にはない、鋭い毒どく棘とげの代わりをする鋼こう鉄てつの爪つめ。

　手はすぐに剣から離れた。逃げ出すように。

（そうか）

　ふと、ミズーは悟さとった。戦うことが怖いのではない。

（わたしは戦いたくない。ギーアとも、アストラとも……ウルペンとも）

　この世界で唯ゆい一いつ、家族と呼べるものたちを相手に剣を振るわなければならない。それを恐おそれている。

　剣、必要っすよ。身を守るのに必要っす。

　蘇よみがえったファニクの言葉に、ミズーは虚むなしく微笑ほほえんだ。

　肝かん心じんなことって、だいたいシンプルっすよ。

（ええ……そして、残ざん酷こくなことも大たい抵ていがシンプル）

　どうしたところで剣は、自分の代わりに相手を殺す道具だ。それは覆くつがえらない。

　それでもやはり希望はある。希望があるのだから進む。

（わたしは……なんのために……戦う？）

　エダンと自分は違う。犬回しは自分の職しよく能のうに自負を持ち、兵士としての闘とう争そう心に従したがっている。自分には誇ほこるべきものはなにもない。戦う理由も、戦いを求めてではない。

　ファニクも自分とは違う。ペインの便べん利り屋は常つねに必要なことをする。必要とあれば戦うこともするだろう。決して勝てない相手にすら挑いどむかもしれない。だが恐らくその相手に勝つこともない。つまり彼は、実じつ際さいのところ戦っているのではなく、必要なことをしているだけなのだから。

（なんのために……剣がある？　みんな、なんのために戦っている？）

　ジュディアは彼女を守るために戦ってくれた。エリコ・スアハ、リス・オニキスらは軍人だ。アイネストは……酔すい狂きようのためとしか言い様がない。マリオ・インディーゴは。あの元警けい衛えい兵は。ふたりとも単に巻き込まれ、押し流されているだけだとしても、どこかの岸に流れ着こうと抗あらがっている。

　ベスポルトは。そして、フリウ・ハリスコーは。

　ミズーは梯子を摑み直すと、意を決して昇のぼり始めた。通路から乗り出す一いつ瞬しゆん、気をつけて周囲を見回すが敵の気配はない。力を入れ、床に転がって待ち受ける。決して明るくはないが天井から下がるランプには灯ひが入っていた。ウルペンが点けていたのだろう。

　奇き襲しゆうはなかった。だがその部屋を見上げてミズーは別べつ種しゆのものに襲われていた──胸に沈み込み、一度は忘れていた痛みが蘇よみがえる。そこは塔の中だった。

　彼女がかつていた部屋とは違う。恐らくは、もっと下か層そうの、廃はい物ぶつ処しよ理り場かなにかだろう。部屋はかなりの広さがあるが廃はい材ざいが堆うずたかく積まれて手て狭ぜまになっている。もとより、いきなりあの部屋に出ることはまずないと思っていた。彼女がいた部屋にもゴミ処理通路がつながっていたが、そちらは途と中ちゆうで格子が何重にも連つらなり、そして二重底にまでなっているためどのみち通路から部屋に入れなかったはずだ。

　だが場所が違えども、壁の質しつ感かんや床の湿しつ気け、澱よどんだ冷気などは変わらない。

　積んである石せき材ざいの陰から見やると、奥の扉が開いたままになっていた。普通に開けたのならば自動で閉まったはずである──そんな造りになっている。扉は破壊されていた。ウルペンが鍵かぎを破やぶったのだろう。

　ミズーが向かおうとしたその時、扉の奥から声が聞こえた。

「ギャングの助け程度で俺を殺せると思ったか？　無ぶ粋すいだな……」

　素早くきびすを返し、石材に潜ひそみ直す。ウルペンはそのまま続けてきた。

「だが正直、お前が恐ろしくなってきたところだ。精霊を使っても、なにをしてもお前を殺せない。契けい約やく者同士の殺し合いというのはこうまで厄やつ介かいか」

　声は強くない。一度どこかの壁に反はん響きようしてからとどいているのだろう。つまり直線の位置に相手はいない。剣の柄を摑み、ミズーは待った。現状では互いの攻撃手段は念糸しかない。意識を集中し、備そなえる。

（ウルペンの狙いは分かっている。いざという時必ず邪じや魔まになるファニクやエダンと引き離すため、あの襲撃場所、逃とう走そう路ろを用意して待っていた）

　この塔には、もう偶ぐう然ぜんであれなんであれ助けが来るなどということはあるまい。

　これより先は命か身体を削けずり合う戦いになる。

「分かっていたのならどうして隠かくれてなかったの？　わざわざ居場所を知らせるためにちょっかいをかけてきたようにしか思えないけど」

　暗くら闇やみに向かってミズーが問いかけると、声は反響する位置を変えながら即そく答とうしてきた。

「隠れてどうなる？　もう帝てい都とは崩壊した。安全な場所はどこにもない。どこに隠れたところで、いつかお前が来る。それでは駄だ目めだ。お前を殺さなければ」

　ウルペンは移動している。つまりは攻撃できないのはこちらだけというわけだ──ミズーは剣を抜いた。そして空いている左手で剣けん帯たいを外しにかかる。どうせもう他に武器はない。少しでも身軽になったほうが良いだろう。

　その間にもウルペンは語り続けている。

「精霊アマワは未来を約束する。その時には理解できずとも後になれば分かると、煩わずらわしく繰り返しながらな。奴やつはまずお前をヌアンタット高地に誘ゆう導どうし俺と引き合わせた。その後も駒こまのように人間を動かし……集め……なにが目的なのかは知らないが。ここに至ればお前にも分かるだろう。お前を殺すかアマワを滅ほろぼすかだ」

　外した剣帯を床に置き、ミズーは剣だけを両手に握り締めた。

　敵の姿が見えないために建物そのものと戦っているようにも思えてくる。扉はフェイクだ──自然とミズーは読み取った。隣りん室しつにいるように見せかけ、ウルペンはこの廃材処理場にいる。反響を利用して位置を誤ご魔ま化かし、今も近づいてきているに違いない。音もなく気配も感じさせず、最も予想外の場所から仕し掛かけてくるはずだ。

　ミズーは立ち上がり、剣を上方に向けた。振り下ろされてきた一撃を刀身で受け止める。勢いを殺すために身体を捻ひねり受け流すと、そのまま横に跳とんだ。石材の上から飛びかかってきたウルペンは、この廃材置き場で拾ったらしい鉄てつ棒ぼうを構えていた。続けて棒を振り上げ、打ち込んでくる。

　思いのほか重量のある得え物ものだが、ウルペンが左腕だけで扱っていることもあってなんとか剣で対たい抗こうできる。上から打ち下ろされてくる攻撃を特に警戒しながら、ミズーは退かずに斬きり結むすんだ。

　相手の手数を減らすためには、こちらから攻めることだ。敵の武器を防ぼう御ぎよに使わせれば良い。

　そして相手を殺すためには、相手に攻めさせることだ。それをかわして斬り返せば敵は無防備に死ぬ。

　どちらともつかずにミズーは剣を鉄棒に絡からませた。剣は打ち、払はらうだけの武器ではない。角度によっては敵の武器に触れ、引き込んで離さない──つまり摑むこともできる。ウルペンの体勢を崩くずして斬り返す。剣先は彼の頰ほおをかすめ、肌はだに固まった血の塊かたまりを弾はじいた。

　無む言ごんだが歌うように、戦いは続く。鬼き気き迫せまるウルペンの殺意を跳はね返すには全力が必要だった。予想通り接近戦には分がある。あの軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいエリコ・スアハの難なん剣けんなどと比べればウルペンの技ぎ量りようは子供のようなものだった。ただし狂きよう信しんし、死を恐おそれない子供だ。

　ミズーは彼の形相を正面から見み据すえ、切っ先で連れん打だしていった。いくつかはかわされたが、二度ほどウルペンの体表を抉えぐる。いずれも深い傷ではない。骨まで達たつせず皮だけを滑すべる感触に、全身の毛穴が開くような居心地の悪さを覚える。ウルペンは痛みを感じていないのか動きを緩ゆるめもしない。まるで……

（まるで獣を相手に戦っているみたい）

　思いつきに身体が戦慄おののく。それが隙すきだったのだろう。

　ミズーは顔の横に、いつの間にかなにかが迫ってきていることに気づいた。ウルペンの鉄棒。咄とつ嗟さに身を沈めるが、完全にはかわせない。かすめた鈍どん器きの衝しよう撃げきに、ミズーはさらに半呼吸ほど動作を鈍にぶらせた。逆側から返ってきた鉄棒に下か腹ふくを打たれる。

　その場に留とどまれば死ぬまで打たれ続けることになる。ミズーは打撃に逆らわず転がった。後退すると、追いかけてくるウルペンの足が視し界かいに入る。ミズーは足を伸ばし、ウルペンの踏ふみ込む靴くつと床の間に爪つま先さきを差し込んだ。彼の体重がかかるその刹せつ那なに足を引き抜くとウルペンもまた転てん倒とうした。

　彼の手から鉄棒が落ちる。床を跳ね回り、耳みみ障ざわりな音を立てる鉄棒を横に蹴り飛ばしながらミズーは立ち上がった。剣を振り下ろす。今度はウルペンが後こう転てんしてかわし、距離を取っていく──ミズーは追わなかった。まだ打たれたダメージから立ち直っていない。胃のむかつきが収まる頃には、ウルペンは離れた場所で起き上がっていた。懐ふところから短剣を抜いている。

　距離をおいた対たい峙じにミズーは息をついた。もう投剣がない。

　ウルペンが口を開く。

「アストラを守るためだ。負けはしない」

　彼は狂くるっている。それはもう、とっくに知っていた。

　それでも耐たえきれずにミズーは叫さけんだ。

「そうまでして、我が物にして、どうなるっていうの！」

「この世界には確かなものなどなにもなかった」

　そこまでは穏おだやかに、ウルペン。しかしすぐに彼は声を荒らげた。

「だが、誰がどう言おうと、俺はアストラを愛していた。お前にもそれを否定させるものか！」

　憤ふん怒ぬとも慟どう哭こくともつかない。言うなればそれは単に吐と露ろの眼まな差ざしだった。

（そんなことに……縋すがって……）

　ミズーは吐き出せず、それを嚙み締めた。

　震ふるえが走る。嚙み切れなかった言葉だけが唇くちびるから漏もれた。

「否定しない」

　手の中の、剣を見下ろす。

　そこに答えが書いてあるかのように、ミズーは告げた。

「それは嫌いやだけど、否定はしない」

「そうか」

　彼の表情が──ほんのわずかにだが──緩ゆるんだ、ように見えた。

　つまりは、そうなのだ。彼の言葉は上の空でミズーは認めた。彼に言わなければならない言葉は、それだった。彼の表情を少し和らげるだけの意味しかない。だがそれでも言わなければならなかった。

「では始めようか、ミズー・ビアンカ。最後を、始めよう」

　彼の言葉で我に返る。

　ウルペンは天井を見上げていた。いもしない聴ちよう衆しゆうを──あるいはどこかに潜ひそんで聞き耳を立てているかもしれない聴衆を意識してか、朗ろう々ろうと声を大きくする。

「発ほつ端たんはどこだったか？　先せん帝ていはいつ、契約者になったのだろう。未知の精霊が生まれたのはいつだっただろう。精霊が現れたのはいつだったのだろう。俺が妻と会ったのは八年前だ。俺が契約者となった日……だが不ふ思し議ぎと、それを始まりとは感じないな」

　そこは聖せい堂どうでもなく、広間でもなく、がらくたの置かれた薄うすら寒い倉庫に過ぎない。それでも彼は自由に両りよう腕うでを広げ、声をあげている。誰に聞かれても恥はじ入ることのない彼の言葉を紡つむぐために。

「すべての始まりは俺とお前の戦いからだった。そう思わないか？　その戦いは今までずっと続いてきた。きっと戦いがまだ終わっていないから、俺はそれをすべての始まりと感じてしまうのだろう。何故ならそれは決けつ闘とうだからだ」

　彼は短剣を、捧ささげられた聖なる何物であるかのように掲かかげた。

「ミズー・ビアンカ。俺の義ぎ理りの妹。俺たちの、俺たちだけの戦いを終わらせよう。そうすれば御み遣つかいの言葉もまた終わる。さあ、呼びかけに応こたえろ。お前もまた逆世の聖者……誰もがそうだ。この逆ぎやく吊づりの世界に立っているのならば！」

　ウルペン。わたしの義理の兄。

　唇をかすめる無音の声。

　それにはっきりとした実体を与えるには、彼女は震え過ぎていた。力なく、ただ剣を持ち上げる。

　自分の剣はなんのためにあるのか。今はそれが分かる。

　殺すためではない。身を守るためでもない。いくつもの呼びかけに応えるため。言葉を伝えるために。

　伝えたい言葉があるから、自分の手には剣がある。

　ウルペンは短剣を構え、ミズーはそれに合わせて剣を振り上げた。逆さか手てで肩の上に。

　互いに最後の武器だ。根こん拠きよはないが分かっていた。互いに避よける余よ裕ゆうもない。それも決まっていた。速度だけ。心を決め、投げ放つまで、その速度のみの勝負。

（これは知らない距離だ……命中しない）

　聞こえてくる自らの囁ささやき。だがミズーは構わずに剣を投げた。一点の曇くもりもない全力で。命中するかどうかの確信も要いらない。ただすべてを込めて投じる。

　ウルペンが同時に短剣を放つのもまた見えていた。その切っ先は真っ直ぐに彼女の眉み間けんを目め掛がけている──視界の中央から離れないその刃を、ミズーは見み据すえていた。その短剣に黒い大きな影が覆おおい被かぶさる。

　ミズーの放った長剣だった。短剣と接せつ触しよくして軌き道どうを変える。的まとを外していたのだろう彼女の剣はウルペンの胸に突き立った。

　逆に彼の短剣は狙いから外れ、肩かた口ぐちをかすめていく。ミズーは動かずウルペンを見つめ続けた。

「なんと……」

　ウルペンは己の胸の中央に刺さった剣を見下ろし、口から血をこぼした。傷口を両手で摑む姿し勢せいで、両膝を床に落とす。

「なんという……皮肉か！」

　喉のどに血が詰つまったのだろう。今度は首を仰のけ反ぞらせ天井を振り仰ぐと大量の血けつ液えきを吐はき出す。それは美しくもなく、ただ赤黒く生命と悪あく夢むの入り交じった猛もう毒どくの極ごく彩さい色しきに他ならない。ウルペンからは絶ぜつ叫きようもない。吐き出されるのはただ体液だけだった。少なくとも彼が生身の人間であったことを示すだけの、赤い血。

　のたうち回る彼から、ミズーは視線を逸そらさなかった。やがて力を失いぐったりと倒れた彼は──驚くべきことに、まだ息がある。血まみれの黒衣に埋うもれ、すっかり血を吐き出したその男は一回り縮ちぢんだようにも見えた。

　雑ざつ音おん混じりの呼吸を繰り返しながら、ウルペンがつぶやく。

「見事……負けたな……俺は」

　ミズーはようやく脱だつ力りよくし、肩を落とした。彼は死ぬ。

　深い傷の奥から、彼の声は途切れ途切れに聞こえてくる。その傷いたみも、凍こごえるようなさむけも、深しん淵えんへと落下していく恐きよう怖ふも、すべて伝わってくる。

「……俺たちは……精霊との知恵比べに……負けた、のかな」

　苦く悶もんと死の合間から漏もれ出た彼のつぶやきに、ミズーはかぶりを振った。

「いいえ。あなたは自分の心に勝ちを譲ゆずった。それだけ」

　止まらない。力が入らないまま何度も首を振り、そしてようやく止めてから、続ける。

「あなたの言葉はわたしが伝える。だから、泣かないで」

　彼が涙を流していたわけではなかったが。ミズーは泣いていた。溢あふれる涙が──手で拭ぬぐっても追いつかない涙が顎あごに伝い、首くび筋すじを撫なでて落ちていく。

　それは触れられるのに似ていた。彼女から溢れ、彼女に触れ、撫でて去っていく。その感触だった。

　暗闇がある。そこにはなにもない。空気もなく、身動きできない。そこに誰かがいることをどうやって知れば良いのか。知る方法などない。

　だが涙の感触があるのならば、いくらかは耐えられる。きっと。

　ウルペンはもう死んでいたのだろう。だが、彼の声は聞こえた。
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「そうだな……俺は、泣かずに……逝いけるか」

　忘れてなどいなかった。

　触れる距離を、覚えていた。泣き続けることで記き憶おくしていた。

　ミズーはすぐに泣きやんだ。もう泣かずとも良い。

　開いている扉を見やる。塔を昇のぼらなければならない。







　第八章　タッチング・ディスタンス

　　　　　　（握る小指）







　彼の血ちで濡ぬれた刃やいばを運ぶのは、なにか神しん聖せいな役やく割わりであるように思えた。それが錯さつ覚かくだったとしても、倒とう錯さくだったとしても構わない。

　塔とう内ない部ぶに完かん全ぜんな灯あかりはないが、どこかしらには必かならず光こう源げんがあるように設せつ計けいされていた。窓まど、あるいは明あかり取とり用の細い穴あな。空くう調ちようのための通つう路ろもある。暗くらい通路でも立ち止まって見回せば必ず光が見えた。それを頼たよりに進んでいく。塔の中を歩いたのは、かつて一度だけ──わけも分からずに上の部へ屋やまで連れて行かれた子供の時を別とすれば、たった一度、降りてきた時だけだった。その時も刃を携たずさえていたし、それは当然血で汚よごれていた。不ふ思し議ぎと迷うこともなくミズーは複ふく雑ざつな通路を進み、階かい段だんを探さがし、動かない昇しよう降こう機きの扉とびらを蹴け破やぶって中の梯はし子ごを使った。剣けん帯たいを置いてきたため刃は抜ぬき身みのまま、梯子も片かた手てで昇のぼっていく。

　塔の深しん部ぶは静しずかだったが、まだ鐘かねの音は鳴っているのだろう。厚あつい壁かべを通してわずかな揺ゆれを感かん知ちできる。三年前のあの夜、この鐘は確たしかに止まった。すべてを炎ほのおでなめ回す中、いつの間にか鐘は途と絶だえ、そしてその沈ちん鬱うつな響ひびきは呪のろいのように彼女の記き憶おく、彼女の体内に移うつった。鐘がどこで鳴っていたのかは、結けつ局きよく知ることはできなかった。

　この鐘を鳴らしているのは誰か。

　単たん純じゆんに考えれば、それはこの機き械かい化かされた都と市しの機き能のうを動かす、なんらかの機き関かんが打ち鳴らす駆く動どう音おんなのだろう。あの夜に途絶え、そして今また偶ぐう然ぜん鳴っている。いや、自分が知らなかっただけで、この廃はい墟きよでは時とき折おり思い出したように鐘が鳴っていたのかもしれない。死してもなおうめくように。

　鐘を止めることはできない。ミズーは静かにつぶやいた。たとえイムァシアをもう一度焼やいたとしてもこの鐘は止むまい。どれほど憎にくみ、忌いま々いましく呪い、ひたすらに怒いかりを束たばねても、あるいは諦あきらめても……この鐘は鳴り続ける。生しよう涯がい、この都市の狂きよう気きを許ゆるすことはないだろう。それでも鐘は鳴る。彼女とは関かん係けいなく、いつまでも。

　もし鐘が止まれば──

（寂さびしい……でしょうね、きっと）

　塔を昇るにつれ、室しつ温おんは上がっていった。ギーアの炎えん熱ねつだろう。つまりは──今、獣じゆう精せい霊れいの炎は自分を灼やくということだ。

　疲つかれも忘れて進んでいく。滲にじむ汗あせを拭ぬぐう耳元に、囁ささやく声があった。

「そうして、すべてを哀あわれむつもりか？　絶ぜつ対たい殺さつ人じん者しや、哀れみながら殺したところで、君は殺人者だ……」

　ミズーは立ち止まらなかった。見み回まわしたところで誰もいないことは分かっている。ただ静かに短みじかく、告つげただけだった。

「哀れみとは違う。誰もいない世界は寂しい。当たり前のことを感じただけ」

　精せい霊れいアマワが呼びかけてきたことで、ミズーは自分が目もく的てき地ちに近づきつつあることを悟さとった。通つう路ろを曲まがり、長い階かい段だんに突つき当たる。そこはこれまでと違ちがい、昼ひるのように明るい──というのも不ふ適てき切せつだろう。なにしろ天井がなかったのだから。

　ミズーは見上げて、唾つばを吞んだ。塔の上部が切せつ断だんされたように消きえ失うせている。空は赤あか々あかと燃え上がり、塔そのものもあちこちが赤せき熱ねつし溶よう解かいしていた。ギーアが破は壊かいしたのだろう。そこはもともと塔の頂ちよう点てんに近い階かい層そうなのだろうが、階段を昇ればそこが終しゆう点てんのようだった。その上はすべて溶とけ落ちている。

　ギーアの姿すがたは見えないが、溶けた石、折れた鉄てつ骨こつには獣精霊の爪つめ痕あとが刻きざまれていた。空を染そめる炎も、灼しやく熱ねつの色に燃える鉄も、すべてその存在の断だん片ぺんを示している。

　階段に足をかける。焦こげた臭においを吸すい込んで次になにが起こるか待つが、なにごともない。ミズーは小こ声ごえであとを続けた。

「このイムァシアが抱えた狂きよう気きの正体、今なら分かる。アイネストとウルペンが教えてくれた。彼らも同どう種しゆの狂気に取り憑つかれていたから」

　二段より上は足早に進んだ。剣けんを下げ、逸はやる気持ちに逆さからわず。

「イムァシア人は完かん全ぜんなる武ぶ器きが実じつ在ざいすると信じた。問いかけには常つねに完かん璧ぺきな答えがあると信じてしまった。自分の叡えい智ちが万ばん能のうだと信じた。答えの出ない問いが何な故ぜこの世界にあるのか、それを忘れてしまった……支し配はいできないものとともに生きることが怖こわかったから。彼らは恐きよう怖ふに耐たえられなかった」

「ならばミズー・ビアンカ。君は疑問を恐おそれないのか？」

　階段を中なか程ほどまで昇ったところでアマワの問いが返ってくる。ミズーは緩ゆるやかにかぶりを振ってみせた。

「いいえ。でも今なら受け入れることはできる。疑問と恐怖をもたらすのは他た人にんの存在。自分だけであれば世界は安あん堵どできる。でもその世界は──」

「その世界は？」

「きっと、硝しよう化かしているんでしょうね。他ひ人と事ごとじゃあない。正にわたしの中に、その硝化が巣すくってる」

　告げて、ミズーは左手で自分の胸むねに触ふれた。

　最さい後ごの段だんに足をかける。と、

「それで、どうする？」

　強い風が吹ふいていた。地上、どれだけの高さか。広い塔の上ではその実じつ感かんもない。

　振ふり向きながらミズーは最後の一歩を踏みしめた。風に暴あばれる髪かみに紛まぎれ、囁ささやきを返す。

「中のものは吐はき出す。離はなされたものは取りに行く。シンプルにね」

　見て回せば、破壊された塔はそのために設しつらえられた舞ぶ台たいのようですらあった。眼がん下かに遥はるかなイムァシアの廃はい墟きよは、亡もう者じやのための客きやく席せきである。もともとは十数年閉とじこめられていたその部屋は、壁も天井も引き剝はがされると様よう子すも変わって見える。なにもない──男たちののぞく天井の窓も、眠れない時、狂ったように身体を打ち付け気き絶ぜつして休もうとした壁も。わずかに残った鉄骨や壁の一部がまばらな墓ぼ地ちを思わせた。ふと、ミズーは無む念ねんを感じた。あの壁に本当にジュディアの名前があったのかどうか、確たしかめたかったのだ。

　その破壊の中心に火か焰えんをまとった獣精霊がいた。それと並ならんで赤い髪の剣士も立っている。殺人精霊アストラもまた抜き身の剣を携たずさえていた。

　長くはかからないだろう。

　ミズーは双ふた子ごの姉を見つめた。長くはかからない。こうしてともにいられる時間は、きっと驚おどろくほど短みじかい。ほんの……瞬しゆん間かんだけだ。

（せめて、心に留めよう）

　同じ風に吹かれるアストラの姿を。ミズーは階段から離れ、塔の中央へ、精霊たちの待つ方向へと進み出た。近づくにつれ相手の姿は詳しよう細さいに見えてくる。その髪、姿、表ひよう情じよう、息いき遣づかい、足元の影かげの形。肩かた口ぐちにある、獅し子しのマント留どめ。距きよ離りが縮まれば見えるものも変わっていく。

　獣精霊が吠ほえる。鼻の正面から打ち付けてくる咆ほう吼こうにミズーは足を止めた。下か腹ふくに込こみ上げるのは恐きよう怖ふだけではない──締しめ付けてくる感かん情じようの波に悶もだえる。さすがにギーアほどの精霊と戦たたかう手段はない。獣の瞬間以外には。

「ギーア、お願い──」

　懇こん願がんすることは虚しく。

　ギーアの爪が床を蹴けった。巨体が跳はね、塔が揺ゆれる。絶ぜつ望ぼう的にミズーは飛び退のいた。獣精霊が彼女のいた場所に降り立つと、先ほどとは比にならない振しん動どうが足元から殴なぐりつけてくる。巨大な精霊の威い風ふうは凄すさまじいものだったが、前方にある獅子の姿には脅きよう威いというより懐なつかしさを覚える。

　熱量は強さを増している。獣精霊に触れられれば数秒と待たずにこの世から焼しよう失しつするだろう。逃のがれるためには退かざるを得えない。進もうと思えば手だてはひとつ。ミズーは剣を振り上げた──が。

　それをどうにもできないうちに。ギーアが突とつ進しんしてくる。

　どこまでも後ろに逃げるわけにはいかない。ミズーはかかとを床にかけて急反はん転てんした。左へ。勢い、力、殺さつ傷しよう能のう力りよく、反はん射しや速そく度ど、運動性能、どれをとったところで獣精霊に勝まさるものはない。どう逃げてもいずれ必ず追いつかれる。ならば、それまでのわずかな時間を最さい大だい限げんに使って切り抜けるしかない。

　すれ違うだけでも熱気に体力を奪うばわれる。ミズーは寸すん前ぜんでギーアをかわしながら、熱からの脱だつ出しゆつ口こうを探さがした。うまく精霊の横を通り抜けることさえできれば、どうにかアストラに接せつ近きんできるかもしれない。だが獲え物ものを狙う獣精霊の動きは無む駄だのないものだった。相手が弱るまでは飛び込み過ぎることもない。ミズーが逃げたことを察して即そく座ざに退き、元の体たい勢せいにもどる。

　炎の壁の向こう側。ミズーはただ立っているだけのアストラを見つめた。隔へだてられた場所で、瞳ひとみになんの価値を映うつすこともなくただそこにいる。ウルペンが狂う理由は痛いほど知れた──アストラの様子は、生きている者より確かく実じつに美しい。

　そして恐ろしい。ミズーは自らを鼓こ舞ぶするために特に意味のない掛かけ声ごえを口にした。いちかばちかの賭かけに出る。真まっ直すぐに走り、ギーアに捉とらえられる寸前で右か左かに跳とぶ。獣精霊が少しでも迷まよえば、身体半分が消し炭ずみになる程てい度どで駆かけ抜けられるかもしれない。そののちアストラの前に出られるのならば、生きているのは一瞬だけで良い。このままなにもできないよりはましだ。

　ギーアは先ほどと同じく飛び出してきた。突き出した爪の大きさに、自分の計算がいかに小こ賢ざかしいかを思い知らされる──身体半分で済すむですって？──ミズーはそれでも機きを見て身体を回かい転てんさせた。また左に回り込こむ。ただし今度は横に跳ぶのではなく、あくまで前進を続けている。方向を変え、行く手にアストラを据すえようと顔かおを上げると。

　そこに見えたのはギーアの顔だった。

（読まれていた）

　あるいは、ただ反射速度に負けたのか。単なる偶ぐん然ぜん、出会い頭がしらか。それはもはやどうでもいい。

　ミズーは眼めを見開き、前まえ脚あしを振り上げる獣精霊に感かん嘆たんを漏もらした。アストラと同じく、それは間違いなく美しい。その爪そう牙がに自分の命をむしり取られるのであれば、なおさら美しいに違いない。

　その爪が自らの身体に打ち下ろされるのをミズーは待っていた。すべてが覆おおい隠かくされ、見えなくなるまで。重い。獣精霊の力と床に挟はさまれ身動きが取れなくなる。肘ひじを突き立てても起きあがれない。そして。
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　ミズーは訝いぶかった。自分は死んでいない。ギーアの高こう熱ねつも、もう感じていない。

　落ち着いて見上げる。獣精霊は前脚で彼女を床に押さえつけている。それは間違いない。ミズーはまったく動けなかったが、内ない臓ぞうを潰つぶされているわけでもなかった。ギーアの炎の勢いは変わっていないというのに髪ひとつ焦こげていない。

　先ほどまで感じていた熱はなんだったのか──獣精霊が発していたものには違いないが。今は必要がないから彼女を焼いていないというのであれば、それまでは必要だったということになる。もう彼女を拘こう束そくしたのだから威い嚇かくは必要ない……

　ギーアはミズーを押さえつけたまま、今度はその顔をアストラに向けている。アストラの態たい度どには変化がなかったが、それに向けてうなり声をあげていた。

　息を吞のみミズーは悟った。獣精霊は両者を近づけまいとしている。

「ギーア……あなたはわたしたちを……イムァシアの子供を守ってくれているのね」

　自分を押さえつける精霊に触ふれ、ミズーはつぶやいた。ギーアは視線だけをこちらに向けてくる。ハート・オブ・レッドライオン。その赤い瞳へと懇こん願がんする。

「それでも、お願ねがい。わたしを行かせて」

　この精霊が命令に従したがわなかったことはない。だが願いとなるとどうなのか。獣精霊は注意をアストラにもどしていった。前脚は動かさない。

「ギーア！」

　叫さけぶと。

　声が聞こえた。

『獅子は、獅子の子らを守る』

　聞いたこともない声だった。獣精霊がなにかをした素そ振ぶりもなかったが。ミズーには分かった。それはギーアの声だった。

　ただ驚きよう愕がくし、紅ぐ蓮れんの獅子を見つめる。獣精霊は超ちよう然ぜんと、だが優やさしくあとを続けた。

『獅子の子が獅子になるまで』

「あなたは……」

　胸の上にあるギーアの脚あしを抱だきしめようとし──はたと、ミズーは思いとどまった。獅子が言っているのはそういったことではない。

　抱こうとした手をそのままギーアの指にかける。さらにミズーは全力で、精霊の脚を持ち上げようとした。人間の腕力などでこの強大な精霊の身体をはね除のけられるわけはない。が、構かまわずに全身の力を振り絞る。

　ギーアの身体は微び動どうだにしない。息を止めて力を入れていくうちに鼻はなと喉のどとに痛いたみが溜たまっていく。嚙かみ締しめた奥おく歯ばが音を立てていた。

　やがて、獅子の指の一本が、わずかに持ち上がる。

　奥にしまわれていたギーアの爪がのぞいていた。巨大で、硬かたく、そして艶つややかで鋭えい利りな刃。その先せん端たんを正面に、ミズーは声をあげた。意味などない叫さけび声だが、獣のあげる雄お叫たけびとは違う。声そのものに違いはなくとも、今の自分の叫びには意志がある。とうに力が尽つきていてもおかしくない。まだ力を入れ続けるほどの持じ久きゆう力りよくはないはずだった。押さえられて身動きできない背を仰のけ反ぞらせ力の放ほう出しゆつに専せん念ねんしているうちに、混こん沌とんとしていた思し考こうさえも溶とけ合い、押し広げられていく。虚きよ無むをも満みたすほどに。

　思いは次々と現れ、溶けていった。思い、そして記き憶おくも。すべての言葉も。一度現れてそして溶ければ、もうその思い出が虚構だったのかどうかなど疑っても意味はない。それはもう彼女の中に溶けているのだから。言葉そのものを忘れても、それは思いの中で生きている。

　光が。

　酸さん欠けつ状じよう態たいから来る幻げん覚かくだったのだろうが、白い光が見えたところで唐とう突とつにギーアが腕うでを退いた。押しのけようとしていた重みが消えても彼女の身体が跳ねなかったということは、つまりとっくに力など尽きていたのだろう──疲ひ労ろう困こん憊ぱいして寝ね転ころがったまま、ミズーはようやく呼吸を思い出した。息を吸い、吐はく。と視界は回かい復ふくし、獣精霊が後ろに下がるのが見える。

　身体の節ふし々ぶしが痛んだが、ミズーは剣を持ったまま起き上がった。ギーアが見ている。

「ありがとう」

　自分を認みとめてくれた獣精霊に、礼を言う。

　ミズーはアストラへと向き直った。もうふたりの間にはなにもない。平へい坦たんな石造りの床だけだった。

　殺人精霊の瞳が、自分を映した。ミズーは剣を持ち上げた。重い。鋼はがねの重さではなく、刀身を汚している血の重さか。

「アストラ、あなたの崇すう拝はい者しやが死んだ。わたしが殺した」

　血ち塗ぬられた刃を見せ、その刃の向こうに相手を見み定さだめる。

「わたしが来るのは八年遅おそかった。ごめんなさい……それでも、今できることだけはしてみせる。あなたを愛してる、アストラ」

　無む論ろん、アストラは答えない。殺人精霊が歩き出した。躊躇ためらうこともなく、きっかけもなく、ただこちらに向かって歩いてくる。携たずさえる剣すら散さん歩ぽのように揺ゆれていた。

　ミズーもまた進み出た。無数に重なった薄うす皮かわを剝むくように、少しずつ意識も言葉も滑なめらかになっていく。

　鐘は鳴っていた。その鐘の音に、獣精霊が咆吼にて唱しよう和わする。

　永遠の獣との距離が、一歩一歩縮まっていく。彼女が一歩進めばアストラも一歩。二歩分近づく。胸の中に、獣が蠢うごめく感かん触しよくがある。だがミズーは気にせず進んでいった。恐おそれはない。獣はどうせ、彼女を飲のみ干ほせはしない。

　獣の瞬間が訪れる。ミズーは剣を構えた。同じく構えるアストラを真ま似ねるように。

「精霊アマワ……お前にくれてやるのは、この一瞬だけ」

　その瞬間に──叫ぶはずのない──ミズーは叫んだ。

「ほかはわたしのものだ！」

　刀身は手を握り合うように絡からんで交こう差さし、互いの心しん臓ぞうを同時に刺さし貫つらぬいた。




　たったひとつ風が吹き抜けると、殺人精霊の姿はどこにもない。

　ミズーは自分の剣を見下ろした。刀身に付ふ着ちやくしていた血も拭われている。疑問には思わなかった──それは当たり前のことに思えたからだ。

　ひどく疲れていたが、心臓に穴はない。傷ひとつなかった。獣の瞬間の後に必ず現れる発ほつ作さもない。ミズーは手から剣を落とし、待った。発作をではない。これからなにが起こるのか、あるいは起こらないのか、予感があった。
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　風も鐘も、獣精霊のうなり声も、一瞬前と変わらない。違いはただひとつ。存在するべきでないものがひとつだけ消えたということだった。

　だが完全に消えたわけでもない──心臓に触れた刃の感触を思い出し、ミズーは胸を押さえた。傷いたみではなく、それはただ鋭い感触というだけだった。体内には剣だけではなく、その刃を通して別のものも注そそぎ込まれた。ほんの一瞬だけだったが、再会した双子の姉との思い出。

（わたしがアストラの記憶を持っていたように……わたしが獣に喰くわせた思いは、アストラの中にあった……？）

「それは都つ合ごうの良い錯さつ覚かくというものだ、ミズー・ビアンカ」

　姿なき精霊アマワが告げてきてもミズーは驚かなかった。アマワの声は風の音と変わらない。淡たん々たんと続けてくる。

「君はただ虚無から解放され安あん堵どしている。それだけだ」

「だから、なに」

　ミズーが言い捨てると、アマワの声はさらに広がった。空から響ひびくように。

「わたしは疑問を呈ていしているのだ。ぶつかり合って、双方ともに満まん遍べんなく消失するはずの片方が残った。何な故ぜだ」

「さあね。わたしたちがふたりとも最後まで不ふ完かん全ぜんだったからかしらね」

　と、眼を細める──見ていたのは、アストラがいた場所だった。そこにはもう誰もいない。そこに彼女がいたことを信じる者すら、自分以外にはいないだろう。

　風に吹き上がる髪を押さえて、ミズーは口を開いた。

「わたしはただ信じただけ。イムァシア人の求めた答えなんてこの世界にはない。彼らは最初から最後まで間ま違ちがっていた。わたしもアストラも、彼らの思い通りになんて……なるものか」

「それで君は、契けい約やくの価値がない者になってしまった。わたしを失しつ望ぼうさせた」

「なら、殺してみたらどう？　ベスポルトやウルペンのように。そうしたいのに、できないんでしょう」

　頰ほおを引きつらせて表ひよう情じようを固め、告げる。

「あなたはなにもかも奪うばおうとする。でもあなたには奪えないものがある。だからなにも手に入らないのと同じ。あなたは哀あわれよ。気をつけることね。わたしはもうあなたを恐れない……わたしの前に現れたなら、負けるのはあなたよ」

「できるか……？」

　問い返してくる声に、ミズーは動じずうなずいた。

「然しかるべき時に、然るべき場所にあれば、必ず仕し留とめる」

「だが君はその時、その場所にいることはない。もう契約者ではないのだから。さらばだ、ミズー・ビアンカ」

　アマワもまた淀よどみなく消えていく。

　またしばらく待っていても良かったのだろうが、ミズーは身体の向きを変えて見回した。廃はい墟きよを一望できるその舞台は彼女と獣精霊、そしていくばくかの余よ韻いんだけを乗せて空へと旅立つ船のようでもあった。櫓ろもなく、帆ほもない。舵かじすらないのに、どこかへ連れて行ってくれる。そんな船だ。

　だが、実じつ際さいにはやはり船などではない。ミズーは苦笑した。歩いて降りなければならないだろう。ペイン・ギャングらを待たせては悪い。

「あなたは、わたしといっしょにいてくれるの？　ギーア」

　ギーアに訊たずねかけると、獣精霊はのっそりと動き出し、鼻先を近づけてきた。ミズーに触れ、喉のどを鳴らす。

　ミズーは獣精霊の首を抱いてから、再びアストラのいた場所を見やった。だが今度は思い出に耽ふけるためではない。そこに落ちているものがある。ミズーの剣と、もうひとつ。

　獅子の顔を象かたどったマント留めがそこにあった。ミズーはマント留めを拾い上げ顔で触れた。無論、それを身に着けていた者の温ぬくもりが残っているわけではない。それでも熱気に当てられた金きん属ぞく製せいの装そう身しん具ぐは体温を感じさせた。

　鐘はまだ煩うるさく鳴り続けていたが。耳を塞ふさがずにしばし聞き入っても良い。耳を傾かたむければ、それは曲のように聞こえるのだから。小声でミズーは歌うたい出した。それはほんの短い鼻はな歌うただったが、今まで歌ったこともない歌だった。







　エピローグ







　ファニクの姉だと聞いて勝手に抱いだいていた想そう像ぞうと、その花はな嫁よめはだいぶ違ちがっていた。遠くから──婚こん礼れいの儀ぎが執とり行われている広場から離はなれた木こ立だちの陰かげで、その姿すがたを見ている。

　式には誰だれもが参加できる建たて前まえになっている。もっとも、招まねかれざる客は警けい衛えい兵へいにさりげなく摘つまみ出されることになっていたが。集まった立会人たちはたまたま通りがかって足を止める者たちも含ふくめて、まだ数を増ふやしそうだった。この後、親族を除のぞいた立会人には簡かん単たんな料理と酒が振ふる舞まわれる。風習はよく知られた一いつ般ぱん的なものだったが、この手の催もよおしを立ち止まって眺ながめるのも、今までになかったことではある。

「行けば良いのに」

　ミズーがつぶやくと、ファニクは必要以上に木の幹みきに隠かくれながら、嘆たん息そくしてみせるだけだった。

「そんなわけにいかないっすよ」

　ペインの屋や敷しきを出る時から何度も同じことを言っている。ここにちょうど良い隠れ場所を見つけてからも、やはり何度か。ミズーはもうこれきりにしようと諦あきらめながら──もうしばらくしたらまた同じことを言うのだろうと、どこかで感じていた。

「でも、良い天気ね」

　これももう言ったことではあったが、繰り返す。

「そうっすね」

　ファニクの返事も変わらない。

　実じつ際さい、式は天気に恵めぐまれた。雲ひとつない空に太陽が白く輝かがやいている。風は涼すずやかでかすかに肌はだ寒ざむいが、変に薄うす着ぎなどしていなければ大だい丈じよう夫ぶだろう。広場で最も寒そうな格かつ好こうをしているのは花嫁だった。胸むねと背せ中なかが大きく開いたドレスで参列者たちの視し線せんを集めている。どのみち彼女の表ひよう情じようからしてみれば、寒さなど感じていないことは明白だったが。

　結婚式にも相応ふさわしいが、旅立ちにも良い陽気だ。

（雨でなくて良かった）

　マントの下で、ミズーは腕うで組ぐみしていた。この新しく仕立てたマントはやはり赤だったが──例の小うるさい服屋の店主は、もし他の色の生き地じが欲ほしいのなら髪かみを染そめろと彼女を脅おどした──、以前の色とは多少違っていた。渦うず巻まいて空を沈しずめるあの色ではない。もう少し濃こい色だった。街中であるため剣けんは帯びていないが、剣帯は着けている。旅支じ度たくはほとんど済すんでいた。街外れで連れと落ち合って、そのまま旅立てる。

　視線が、広場よりも遠くへと彷徨さまよっていたことを悟さとられたのだろう。ファニクがぽつりと訊きいてきた。

「結局、どこに向かうっすか？」

「北に。今なら国こつ境きよう越ごえも簡単だし、アスカラナンに行くつもり。ジュディアが働き口を紹しよう介かいしてくれるっていうし……」

　と、彼を見やる。ペイン・ギャングは変わらず、人目を避さけるように隠れている。隠れ方が大おお袈げ裟さ過ぎてかえって目立っているようにも思えたが。

　物もの陰かげから式の様子を盗ぬすみ見ているファニクに、ミズーはつぶやいた。

「世話になりっぱなしだったわね」

「いいんすよ。仕事っすから」

　手だけ振って彼が言う。

　彼の視線を追ってミズーは口を開いた。すぐにも声を出そうと思っていたが、多少迷まよって唇くちびるを湿しめらせてから、

「きれいね」

「……へ？」

　驚おどろいたように振り返ってきたファニクに、ミズーは繰り返した。

「花嫁、きれいねと言ったのよ」

「あんなの、憧あこがれるっすか？」

　そんなことは考えてもみなかったが──

　ミズーは、ほころぶ唇を手で隠した。

「思うだけなら罪つみはないでしょ？」

　肩をすくめ、背中を預あずけていた木から身体からだを離はなす。ファニクはまた式の様子に気をもどしていたようだったが、声だけかけてきた。

「もう、行くっすか」

「ええ。そのうち手紙を書くわ」

　思いついて、付け足す。

「絵はがきのほうが良い？　アスカラナンは画家が多いんですってね」

「文化の中心地っすからね。姉さんも退たい屈くつしないっすよ。同じ大都市でも、帝都と違って賑にぎやかだって聞いてるっす」

　と、ファニクは横顔でにやりと笑ってみせた。

　彼に手を振り、ミズーはゆっくりと歩き出した。式の参列に集つどう人の流れとは逆に、街の外へと。笑い合う人々とすれ違い歩んでいく。

　澄すんだ空は、さらにその上になにがあるのかと夢む想そうを広げさせた。どれだけ焦こがれても空は飛べない──どんな旅人もその足を空へ、そのさらに高い場所へと運ぶことはできない。だがそこまで歩けずとも、夢ゆめの翼つばさならば飛べる空だ。地図を書き尽つくすことを恐おそれなくとも良い。あるいは書き尽くせないことを嘆なげかずとも良い。

　考えてみれば、誰にも強きよう制せいされることなく旅立つのはこれが初めてだ。

　目的地の光景を夢見ることも。怯おびえずに歩くことも。

　婚礼の宴うたげは進み、祝しゆく福ふくの合唱が始まっている。振り向かずにそれを聞きながら、ミズーはふと気づいた。ファニクは万ばん能のうな男だと思っていたが、最後の最後で自分より苦手な部分を見つけることができた。彼は歌が下へ手ただ。宴を遠くに眺ながめながら遠えん慮りよがちに合唱に参加している彼の歌声は、不思議とどこまでも追うように聞こえてくる。

　どこまでも……本当にどこまでも、聞こえるかもしれない。

　暗くら闇やみの中、誰にも声がとどかないとしても、失望せずとも良い。

　言葉は語るためのものではなく、伝えるためのものだ。

　語らずとも、生きて伝えることはできる。彼女の言葉を必要としていて、探さがしている者ならば、彼女が語って聞かせなくともいつか必ず見つけてくれるだろう。それで良い。
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（謎なぞかけの答えにはならないけれど、わたしはそう思う。でもきっと同じようなことよね、ベスポルト……わたしは、本当にたくさんの声を聞いたもの）

　ミズーはつぶやいた。誰にも聞こえない、だが誰でも聞いたことがあるような、そんな声だった。







　あとがき







①　邪じや神しん様のこと




　崇あがめたいじゃないですか。基き本ほん的に朝夕一回ずつ。

　海外で御ご神しん体たいの通つう販はんをしているという話を聞いたので、さっそく Call Deity したいわけです。しかし無む論ろんのこと、邪神様がいらっしゃるということは、そこは間ま違ちがいなくアレな世界です。日本語は通じません。得体の知れない、えんぐりっしゅとかいう妙みような言語……多分呪じゆ文もんとかそういうのだと思うんですが、そんなものを使わないと意い思し疎そ通つうできないのです。

　しかし翻ほん訳やく装そう置ちを駆く使しすれば異い世せ界かい言語も恐れる必要はありません。一所懸けん命めい、解かい読どくします。えきさいと様のお告げによるとクトゥルフ様ぬいぐるみは 9.99ドル。この単位はよく分からないですが、生いけ贄にえの数とかそんなのでしょう。しかもその隣となりにはクトゥルフ様ハンドパペットのお姿が！　これは買わずにいられません。町中で身に着けてれば女子学生にもモテモテです。

　他にもクトゥルフ様サンタバージョンとかクトゥルフ様スリッパとか素す敵てきな御神体がたくさんあったんですが、とりあえずＳサイズのぬいぐるみとハンドパペットだけにしておきます。ぬいぐるみ、Ｓサイズでも結けつ構こうでかいんですがＬサイズってどんなのだろう……まあ教きよう団だん魔ま術じゆつ師しとしてもうちょっとレベルアップしてからでいいか。まだ無名祭さい祀し書しよも入手していない駆かけ出しの分ぶん際ざいで、脅きよう威い度ど34（超ちよう巨きよ大だい）の御神体を買い求めるのは出しゃばり過ぎです。それにほら、値ね段だん高いし。

　というわけで発注。みなさんはインターネットというものをご存ぞんじですか？　スーパーメカニカルマシーン等に組み込まれているインターネット回路が、なんか買い物とかしてくれるというハイテクです。ハイテクというのはハイテクニックテクノロジックテクノなんちゃら……とかいうもので、電気屋さんでよく売ってますが保ほ証しよう期き限げんが切れた途と端たんに壊こわれます。仕様です。

　そんなことを言ってるうちにメールで返事が来ます。えきさいと様のお力に縋すがり翻ほん訳やくしてみますと……




　さらに思い出す、私たちは、要求された時間内にこれを受け取らなければ、残念そうにあなたの命令を取り消さなければならないでしょう。




　なんか妙に物悲しい内ない容ようです。

　とにかく間違えたらしいので一度オーダーをキャンセルして情報を書き直し、送信。しばし待つと再ふたたび返事が来ました。




　また、私たちは、あなたのクレジットカードに対する 54.80ドルの支し配はいを置きました。命じた商品がすべてストックに、およびよい状態にあることを保証するまで、私たちは現実にこれを課さないでしょう。




　うわ、今度はやけに格かつ好こ良いし！

　54.80ドルの支配って！　畜ちき生しよう、この傲ごう慢まんな管理社会め。俺たちをそんな数字で支配しようなんて、労働者を甘あまく見るなよ！　お願いします。プリーズ。

　ちなみに邪神様は、国際宅配便国際経済で飛んでくるらしいです。なんていうかどうも一大事です。




②　通販生活なこと




　いや、すんません大丈夫ですぎりぎりなんとか正気です。でも、ぼーっとしてると異世界は覗のぞけますけどね。わりと頻ひん繁ぱんに。

　そんな感じで通販をよく利用します。ますます出で不ぶ精しようです。知らないうちに家の外が滅ほろんでいても気づくのに時間かかりそうです。

　やはり一日二十四時間買い物ができるというのは良い面と悪い面があって、なんかテンションが上がってる時間帯には調子に乗って変な玩具おもちやとか注文してしまうわけです。それで手元にとどく頃ころには妙に冷静になっていたりしてナイスタイミングという感じです。

　あなどれません通販。ていうか便利過ぎてやばいです。人類の進歩はここが頂点なんじゃないかと思ってしまうくらいの便利さです。こんなことで地球は大丈夫なのかと心配になります。

　心配するだけなんですけどね。




③　エンジェル・ハウリングのこと




　ついに九巻をおとどけできました。

　ここまで読んでいただいた方に説明は不要でしょうけれど、このシリーズは奇き数すう、偶ぐう数すうの巻で主人公が異ことなり、この九巻は奇数巻の主人公ミズー編へんの最終巻になります。

　次、十巻が本当の完結巻になりますが、一いち応おう今回も大きな区切り。いろいろと苦労の多い作品でしたが、それだけに思い入れの強いものになりました。こういうシリーズをなんとか書き通すことができたというのは幸せなことだと思っております。

　と、あんまり真ま面じ目めに話をするのもなんなので。

　なにか余よ談だんとかないかなぁと探すわけですが。あ、そうだ。村長さん。

『このシリーズ、やたら村長が出る』

　そんな話をあとがきでしてから、あんまり出てこなくなりました。そのあたり意い識しきしたわけではなくて、単に舞ぶ台たいが帝てい都ととかに入ったからなんですが……あ、でも長という意味では帝ていの人も村長と言えるかも。無理か。




④　床とこ屋やさんのこと




　何な故ぜかあとがき、床屋さんが話題に出る率りつが高いですが、まあなんとなく。

　引っ越しをしてから当然というかなんというか、通う床屋さんが変わったわけです。以前は革かわパンツのイケメン兄ちゃんが活かつ躍やくする床屋だったんですが、ここしばらく通っているのは品の良さそうなおっちゃんとおばちゃんがやっている、いかにも床屋さんという感じの床屋さん。

　特に変なところはありません。本ほん棚だなに並ならんでいる漫まん画がもカバーの変色したエリア88にザ・シェフというラインナップ。このあたりも微び妙みように突つっ込こみどころのような気もしますがまずはほっときます。おっちゃんはスキューバが趣しゆ味みだとかで、奇き麗れいな海の写真など飾かざってありました。素敵な感じで多趣味な御お方かたで、パソコン教室に通ったりしながらサイトとかも作っておられるそうです。

　それはそれとして。

　ひとつ気になっているのは、この床屋さん、行くたびに少しずつサービスが増ふえていくのです。

　最初は普ふ通つうに散さん髪ぱつと顔剃そり、洗せん髪ぱつくらいでした。次には簡単なマッサージ。ここまではなんとなく分かります。次に行くと電動のマッサージ機が登場しました。昨日行った時には耳みみ掃そう除じされました。

　どこまでパワーアップしていくのか分かりませんが、なんかこう、次回が楽しみになる床屋さんって初めてです。早く髪伸のびないかな。




⑤　そういえばのこと




　十巻の原稿というのは連れん載さいなので、もう書き上がってるわけです。

　つまりこのシリーズに関して、わたしのほうで残ってる作業というのはそんなに多くないんですね。多少の書き足しがあるくらいで。

　そうなると、ぼんやりと考えるのが、次はなにをやろうかなということ。

　……なにをやろうかなぁ。

　基き本ほん的にわたしは、前にやっていたことの逆ぎやくをやるのが好みです。まあそれだと振ふり子みたいにまたもどってしまうじゃないかと言われそうですが、その時に意識する「逆」は以前の逆とは違うのですね。

　うまい例かどうかは分かりませんが……

　りんごは丸いから四角い豆とう腐ふ、豆腐は白いから黒い胡ご麻ま、みたいな感じで。

　必ずしもこれに従したがうということでもないんですが、そんなような考え方をすることが多いです。

　それを踏ふまえた上で、ネタ帳から次にやることを探してみましょう。ネタ帳はＨＤＤ上の魔ま界かい。なにしろ思いついた時に思いついたことを書き留とめてるだけなので、なにを書いたんだが自分でもよく覚えてません。

　さすがに内ない容ようまで書き出すときりがないので、とりあえず手持ちのリストの一部をタイトルだけ列れつ挙きよ。

「時計強ごう盗とう団だん」

「ウィッチング・アワー」

「愛と哀かなしみのエスパーマン」

「ワイズ・アズ・ワイズマン」

「悪あく臭しゆう工場」

「ろいやるぶらっど☆ウィザード」

「あのベトナムの冬を忘わすれない　～改かい造ぞう超ちよう人じんアームストロング戦記」

「ポギー濱はま奈な津つの冷蔵庫事じ件けん」

「れんさいゆかいまんが・ろじゃあ君」

　…………

　なんかもうこの時点でどうなのかなという雰ふん囲い気きですが、エンジェル・ハウリングの逆っぽいものというと。なんでしょう。

　ていうかそんなことよりこのネタ帳、速すみやかに処しよ分ぶんしておかないと、万が一、不ふ慮りよの事じ故こで命を失うなんてことがあった時に最大の後こう悔かいになりそうな。なんかそっちのほうが重大問題って気がしてきました。




⑥　村長さんで思い出したこと




　村長さんに次いでこのエンジェル・ハウリングで出番の多いものというと、それはなにを隠かくそう斧おのです。

　村長さんズと同じく、特にまったく理由などありません。それほど意識したわけですらないんですが、何故かミズー編には斧の出しゆつ演えん数が多かった気がします。

　とはいえ隠すほどのこともなく、わたしは武器というと斧が好きです。なんかこう……一撃げきの貫かん通つう力りよくというか、そんなのが好きです。いや自分でも言ってる意味がよく分からないんですが。

　斧というと各方面で冷れい遇ぐうされてる気がします。悪の魔王を倒たおすべく天界の力で鍛きたえられた斧とかあまり聞きません。若わかい英えい雄ゆうに渋しぶい助言をするインテリジェントアックスとか見たことないですし。巨きよ大だいロボットな分野でも、ゲッタートマホークは頑がん張ばってましたがザクの持ってた斧とかかなり情なさけない扱あつかいでした。ピンク色のふにゃふにゃした剣けんよりも威い力りよくが劣おとるなんて屈くつ辱じよくです。あ、でもスリーピー・ホロウは美しかったです。

　とか言いながら斧の復ふつ権けんを目指そう！　なんてことはカケラも思わないわたしなんですが、調べてみるとえらく格好良い斧の模も造ぞう品ひんを売っている土産みやげ物もの屋やさんがありまして。行ってきました鎌倉に。有名な山海堂さんです。大仏前のお店です。

　ヘヴィメタルアラベスクアックス。もう聞いただけでぞくぞくします。この形がもう素す晴ばらしい。なにに使うんだこれ、と訊きかれても答えようがありません。一ひと目め惚ぼれして即そく購こう入にゆうです。

　で、その斧が今、家にあるわけですが。

　是ぜ非ひとも玄げん関かん先に飾りたいぜと購入しながら、いざ実物を見ると、さすがにちょっとアレかなぁと気後れして飾れないわたしの弱さを。責せめないでくださいすみません。




⑦　自じ炊すいのこと




　腕は上がってないですが、やっぱり自炊は楽しいです。ほうれん草切ってるだけでもわくわくします。にしても、ハマグリ焼くと中身が上の殻からに貼はり付くのは絶ぜつ対たいに避さけられない運命なんでしょうか。

　この頃は友達から北海道の幸をたくさん分けていただいて、幸せを貪むさぼってます。なんていうか北海道サイズというんでしょうか。ほっけとか、でけぇ、美う味まいの一言です。あ、二言か。

　実はわたし、北海道には行ったことないんですが、こうも食べ物が美味いと行きたくなります。ぶらりと旅行でも行ってこようかな……体重増ふえそうだ……




⑧　そんな感じの日にち常じようであること




　そんな日々です。なんていうか我われながら一部健全だったり不健全だったりする感じですが、元気にやってると思います。

　このところ、あとがきで体調悪化のことを書いてしまったりしていて、読者の方々にご心配をおかけしてしまったかもしれません。本当に申し訳わけありません。なんとか大丈夫です。秋田の馬ば鹿かは治らないと思いますが、まあこれからも元気な馬鹿をやっていければ良いかな、と。

　そういえば以前あとがきで応おう援えんしていた近所の鶏にわとりも、あの後しばらくして本当にちゃんと最後まで鳴くようになりました。見上げたものです。

　いや、鶏は全然馬鹿じゃないですよ。念のため。




⑨　というわけでエンジェル・ハウリングのこと




　この巻も、そろそろ最後の頁ページを埋うめる時が近づいて参りました。

　物語というものに寄よせるわたしの思いというものは（都合よくスペースがあれば……あと実際に書いてみて羞しゆう恥ちで悶もん絶ぜつしなければ）次の巻末に譲ゆずるとして。

　ここまで付き合ってくださった皆みな様さま方に御おん礼れい申し上げます。繰くり返させていただきますと本当の完結巻になるのは次の十巻なのですが、奇数巻の主人公、ミズー・ビアンカの物語はここで終わりです。一巻の発表が二〇〇〇年十月。こんな時、長かったような短かったようなと書きたくなりますが、わたしとしては不思議と、短かったという感覚はないみたいです。

　かといって長かったというのも少しばかり違うのですが。いろんなことがあったなぁと感じます。

　これから先も、もっと色々なことがあるのでしょう。さて、頑張らにゃ。

　というところで、次の巻末にまたお会いできれば幸いです。

　それではー。




二〇〇四年六月──


秋田　禎信　　
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